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寄 稿 規 定 


> a = x. Vr \ = 4 
1) RRA MIC Eo, AMWERCIERAL ATS LACED. HAA bOI OM TAROEA 


が あっ た 場合 に か ぎり 受理 する こと が ある 。 
2) 応 笑 は 未 発表 の も の と し , 内 容 は 応用 動 伯 学 。 応 用 尼 虫 学 。 諾 業 お よび 防除 器具 な ど に 関電 る 原著 交 の 
MLE), 新刊 紹介 , 抄録 , 会 報 お よび 時報 と する 。 
3) 応 稿 の 登載 は 編集 委員 会 で きめ る が , 原稿 に は 必要 に 応じ 編集 委員 会 で 手 を 加え る こと が ある 。 
4 ) 登載 順序 は 支障 の な いか ぎり 受付 順序 に 従う 。 た だ し 同一 号 内 で の , 順序 は 前 後 す る ご と が ある 。 
5 ) 原稿 は 和 次 ある い は 欧文 と し , 横書き に する =s「 和 文 原稿 は 昭和 34 年 7 月 11 ELPSPRLAII GIS O28 0 Be 
bs, 普 字 は な る べく 当 用 漢字 を 用 いる 。 ま た 学 条 用 語 は , 文部 省 学 謝 用 語 分 科 審 議会 な ら び に 日 本 祝 物 防疫 隊 
入学 筑 用 語 審 議 委 員 会 で 定め た も の は これ を 用 いる 。 了 欧文 原稿 は タイ プラ イタ ー で 1 行 お さき に 打つ こと 。 
6) 生物 名 。 外 米語 。 外 国 の 地名 な ど は 且 か な と し , 数 字 は 算 用 数 字 を 用 いる 。 日 本 語 の ロー マ 字 つづ り は 民 用 
の 姓名 を 除き 訓令 式 に と よる こと > 
7 ) 原著 論 六 の 長き は 和 和 次 。 欧文 と も 刷り 上 が り 6 ペー ジ ( 図 や 表 を 含ま な い 和 廊 の 場合 に は , 400 FOE 
用 紙 で 30 枚 前 後 ) 以内 と し , この 制限 ペー ツマ を こ ょ を る 部 分 に 対し て は 著者 は 実費 を 負担 する 。 
8) 短 報 は 刷り 上 が り 2 ペ ー ジ (MPRA ELV AICS 400 字 づ め 原 稿 用 紙 で 10 KAR) 以内 と する 。 
9) 和文 原著 の 記述 順序 は 次 に よる こと 。 
(oF) イ . 表題 ロロ . 著 者 名 へ - 所 属 名 お よび 所 在 地 名 =. FRR. ACE a 
10) ERICH OR MIAFILRIE LSC Eo 
( 順 序 ) イ . 表題 ロ . 著者 名 へ: 所 属 名 よび 所 在 地 名 a る aR. 欧文 摘要 
11) 和 以 短 報 の 場合 に は 欧文 表題 , ロー マ 字 つづ り の 著者 名 , 欧文 所 属 名 お よび 所 在 地 名 を , また 吹 文 短 報 の 場 
ACL, ADCS, 入所 属 名 を 脚 話 に 入れ る こと 。 な お 和 六 の 場合 の 欧文 摘要 お よび 欧文 の 場合 
の 和文 摘要 は つけ な いこ と 。 
12) Mis LOUOROMMULAA AN OWS ILA ET Ho 
13) 文献 の 引用 は 本 文中 に お いて は , 著者 名 (年 号 ) ある い は (著者 名 , 5) と する 。 な お 引用 文献 の 配列 は 3 
著者 名 の ABC 順 と し , 表題 は つけ な い 。 
14) 雑誌 名 の 略 名 は 邦 六 誌 に つい て は 学術 会 議 の 定め あ た も の に よる (上 農学 進歩 年 報 に 収録 2。 欧 交 誌 に つい で は 
Biological Abstracts お よび Chemical Abstracts の 規定 に 従う 。 
15) Summary は それ だ け で 本 文 の 概要 を 十分 理解 で きる よう な も の & と する こと 。 
16) さ し 図 の 差し 入れ 箇所 は 原稿 用 紙 の 欄外 に 朱 記 する こと 。 
17) さ し 図 は 著者 に お いて あら か し じ め 1/2 程度 に 縮小 で きる よう に 昧 汁 で 描き , 必ず 白色 の 厚紙 に だ は る こと 4 
完全 な 図 は 下図 料 を 申し 受け る 。 
18) アー ト 紙 印刷 を 希望 の 場合 は 実費 を 申し 受け る 。 
19) 原則 と し て 初 校 は 著者 校 と する 。 
20) 既 載 原稿 は 返却 し な い 。 写真 お よび さ し 図 は 返却 希望 の 旨 を 記し て ある も の に か ぎり 返 基 す る 。 
21) 原著 論文 に 対し て は 別 則 50 部 (表紙 付 〕 を 贈呈 する 。 そ を それ 以 上 の 別 刷 を 希望 する 場合 は 50 部 を 単位 と 
て 実費 を 申し 受け て 作製 する か ら , 別刷 所 要 部 数 (贈呈 分 を 含む ) を 原稿 の 頭 初 に 朱 記 する こと 。 
22) WRIA 2A, As2<—-viroEe 3H C24—-veW) <b\CHS. 
23) FERRIC LCILA MISO Ae LIAM ETS. CHOY LOMMO ABIL OV CILMI OU GX Ie Co 
24) MBER SHARE SOMCHICESS OIL AMA MMIIYF ORLA RICHAT SCL. 
25) 原稿 用 紙 は 400 字 づ め (な る べく BB 5 判 , 縦 型 横 書 用 ) の も の を 使用 する こと 。 タ イプ 用 紙 は A4 判 , 厚 = 
の も の を 使用 し , Lk 26 行 と し , 左右 を 2.5cm ずつ あけ る こと 。 
26) 原稿 は 書留 便 で 下記 へ 送付 する こと 。 


東京 都 北 区 西原 農林 省 農 業 技術 研究 所 内 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 編集 事務 局 


内 


l. i 


シロ イチ モジ マダ ラメ イガ Etiella zinckenella 
| Trrmrrsomgkg は 本 邦 で は 東北 地方 の 南部 に まで 分 布 し , 
年 平均 気温 14°C 以上 の 暖地 に 被害 が 大 きい こと は す で 
NOMA Lic (正木 ・ 内 藤 , 1960; PyHR, 1960a)。 し か し 
[本 種 の 生態 に つい て の 研究 は きわ め て 少な く ,。 わずか に 
FE (1950), 石倉 ら (1953) が 三重 県 よび 四国 地方 に 
[ 計 い て 調査 し た も の が ある に すぎ な い 。 筆者 は 本 種 の 分 
布 を 明らか に する と と も に , 特に 関東 地方 の ょ よう に マメ 
シタ ンク イガ と の 混在 地帯 に お ける 両 種 の 発生 経過 を 明 ら 
か に する こと が 必要 で ある と 考え , 1955 年 以来 調査 を 行 
区 っ て きた 。 そ の 結果 ほぼ 当地 方 に お ける 発生 経過 お よ 
被害 の 状態 を 知る こと が で きた の で ここ に 報告 する 。 
Biv 2 VY7A HCO CHIEF CRE LE LEDC 
HS CARR, 1960a) , 

ASCE BIC FOLD BBS LTR RALBR 
Bs LOADED ERICK AP RHO BEY ab ote 
ATC, 調査 と た び た び 協力 され た 相坂 柳 一 郎 
陸 官 に 心から お 礼 を 申 し 上 げ る 。 


Dl 


2. 経 続 飼育 に よる 周年 経過 の 概要 


本 種 の 世代 数 は 三重 県 や 四国 地方 で は 年 4 回 で ある と 
や れ て いる が , 当地 方 で は 明らか で な い 。 そ こ で 当地 
に お だ お いて, お よそ どの よう な 経過 を た どる か を 前 も っ 


BR 
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関東 地方 に お ける シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 生態 と 被害 
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ASS] 


て 調査 し て お く こ と が 後述 の 諸 調 査 に 先立っ て 必要 で あ 
る 。 

シロ イチ モジ ツン マダ ラメ イガ は ダイ ズ の ほか に エン ド 
ウ , サ サゲ , ジュッ トク ソウ な どの マメ 科 植 物 に 寄生 する 
と いわ れ て いる が , ダイ ズ 以 外 は きわ め て 貧弱 で , 当地 方 
で は エン ドウ を 多少 加害 し 』 ジュ ッ ト グ ソウ に まれ に 寄 
生 す る 以外 に は , 寄主 植物 を 見 る こと が で き な か っ た 。 

寄主 植物 で の 経過 を 見 る と 当地 方 で は エン ドウ ーー ダイ 
Ky また は ダイ ズー ダイ ズ と いう 2 つの 経路 が 考え られ 
る 。 そ こ で 飼育 室内 た に お いて 以上 の 2 つの 経路 を た どる 
も の に つい て 経 続 飼育 を 行ない , 反復 し うる 世代 数 を 調 
査 し た 。 まず エン ドウ ー ダ イズ の 場合 は すでに エン ド 
ウ に 寄生 し て いる 1 化 期 幼虫 を 採集 し , これ か ら 羽 化し 
た 2 化 期 成 虫 を 飼育 箱 内 に 放 飼 し , 産卵 好適 期 の さや を 
も つ ダ イズ に EMSeK. ふ化 し た 幼虫 は さや 内 に 食 
AUT 2 週間 前 後 で 大 部 分 老 鷲 し , さや か ら 脱 出し て 圭 
中 また は 地表 の 物 険 な ど に , 土 粒 や ちり を つづ っ て 営 黄 
し て さなぎ と な る 。 次 世代 の 成虫 が 羽化 する 時 に は また 
新た な ダイ ズ に 産卵 させ , 以後 同様 に し て 経 続 飼育 を 行 
な っ た 。 ダ イズ ー ダ イズ の 場合 は 前 年 の 秋 に 幼虫 を 採集 
し て 室内 で 越冬 させ , 6, 7 月 頃 羽 化し て くる 1 化 期 成 
虫 の うち , 羽化 最盛 期 頃 の も の を 数 頭 選 び , エン ドウ ゥ ウー 
ダイ ズ の 場合 と 同様 に 経 続 飼育 を 行なっ た 。 

その 結果 を 成虫 の 羽化 消長 に ょ っ て 示す と 第 1 表 の ょ 
うに いずれ も 大 体 3 化 が 認め られ た 。 し か し エン ドウ ー ダ 


第 1 表 経 続 飼育 に よる シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 発生 経過 CER RE) 
月 | 6 7 8 | 9 | 10 
x Pie ee 2496 | 2B 456 | 1.238.456 | 1 2 
SS 0g 6 23730) 0110 | 0 8.2864. 1°00 | 00-0 616 6 0 0 
に = ド ウー タタ A x ーー | —_— | — 
| 14H 2 化 期 3 化 期 4 化 期 (一 部 の み ) 
0 00 cummin Gn0 5-8.| £010 0 149 7413 0 0.0 6 0 0 
ダイ ズー ダイ ズ = ドー 
] 1 13 2 1638) 3 化 期 
(1960 年 10 月 28 日 受領 ) 
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イズ と ダイ ズー ダイ ズ の 場合 で は 発生 時 期 が か な り 異 な 
n, 前 者 で は 1 化 期 が 6 月 上 旬 ,. 2 化 期 が 7 月 中 旬 ,, 3 
化 期 が 8 月 中 旬 で ある の に 対し て , 後者 で は これ より 約 
半月 程 遅 れ て , 1 化 期 は 6 月 下 包 ~7 月 上 旬 , 2 化 期 は 
7 月 下旬 ~8 Aba, 3 化 期 は 8 月 下旬 ~9 月 上 旬 で あ 
っ た 。 普通 3 化 期 の 幼虫 が その まま 越冬 に は いる の が 多 
い が , 一 部 に 2 化 期 の 幼虫 で 越冬 する も の も あり , また 
エンド ウー ダイ ズ の よう に 1 化 期 の 成虫 が 早く 発生 し た 
も の か ら は , 少数 で は ある が (3 化 期 幼虫 数 の 約 4 %) 
4 化す る も の が あっ た 。 し た が っ て 世代 数 は 必ず し も 和音 
一 で な い が , 大 多数 の も の は 3 世代 を 営む と 見 て いい よ 
NTS 


3. 成虫 の 発生 消長 


1 化 期 成虫 の 羽化 消長 

前 年 の 8 月 下旬 ~10 月 末 た にかけ て 野外 の ダイ ズ さや 
か ら 採 集 し た 老 部 幼虫 を , 10~40 頭 ずつ あら か じ め 軽 し 
k 52 10cm HEOBSCANK & 10cm 高き 15 
cm OH FABMA Ry CML, BRL 5IT 
シャーレ で 藩 を し , か つ 時 々 給水 する よう に し て 和倉 育 室 
内 の 一 隅 に お いて 越冬 させ , 羽化 し て くる 成虫 を 毎 旦 調 
査 し た 。 供 試 ボ ッ ト 数 は 1956 年 は 19, 1957 年 は 15 で 
あっ た 。1957 年 に は これ と 平行 し て , MED FIC 
虫 が 食 入 し た ダイ ズ を 技 き と っ て 室内 に 収納 し , ERD 
虫 を 飼育 箱 内 に 放 飼 し て 越冬 させ て , 羽化 消長 を 調査 し 
た 。 室 内 に 収納 し た 場合 は , PERRO Ot Sa 
る い 方 向 の ガラス 窓 に 静止 し て いる た め 調 査 は 比較 的 容 
抱 で あっ た 。 こ れ ら の 調査 で 得 ら れ た 消長 は 大 体 同 一 の 

傾向 を 示し た の で , 第 2 表 に その 合計 値 を 示し た 。 
調査 の 結果 , LOGICA SHR LICE SHE 
個体 が 多く , 羽化 成虫 数 は は な は だ 少な か っ た が , 両 年 

第 2 表 室内 で 飼育 越冬 させ た シロ イチ モ 

ジマ ダラ メイ ガ の 半 旬 別 羽化 消長 
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Soils 

5 
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6 6 32 

1 1 29 

2 3 22 

7 3 1 14 

4 1 11 

5 0 5 

6 0 0 
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と る も 大 体 同様 な 羽化 消長 を 示し た 。 すなわち 羽化 は 6 月 
上 旬 に 始ま っ て 攻 次 増加 し , 6 AR~7 月 初め に 最 夏期 
が 見 られ , その 後 除 々 に 減少 し た が , 羽化 は な お 7 月 5 
MAE CHV 7. COL DIC 1 化 期 成虫 の 羽化 は か な 
り 長 く , 約 2 ヵ月 近く に も 及 ん だ 。 

FIT \CORKBE 

1956~1958 年 に 当 場 内 の 畑地 帯 に 設置 し た 予 奉 灯 ( 光 
源 60W) ICBRMSNCMERLRAL, 策 3 表 に 示す よ 

策 3 表 シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 半 旬 別 
誘 殺 数 AMT) 


® | 4956 | 1957 | 1958 | 1959 


fey) 
の nr wr 
el telat | 
oooroo 
AonNnone 


Pre Swot 
oorouf 


es els: tl 


nr wt 


np wt 
WOOO MM 
Wordodr 
WRrROrRW 


np LM 
‘= | NR 
© tH 0 
coon@mue 
Re 
ow Oo 


10 


の nr wr 
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a 5 ADA BBR L | 


うな 結果 を 得 た 。 本 種 の すう 光 性 が 比較 的 に 弱い た め け 】 
SRR ote ee 
初 飛来 お よび 最盛 期 の 時 期 は お お むね 室内 で の 羽化 消 」 
調査 の 結果 と 一 致し , 6 月 上 旬 に 初 飛 来 が あり , 6 月 
旬 ~7 月 上 旬 が 最盛 期 の ょ う で あっ た 。 そ を その後 7 月 下 
~8 月 下旬 まで は 飛来 数 が 少なく , 2 化 期 の 消長 は き 
Sah See ae 
月 上 旬 に は 飛来 数 が や や 多い 傾向 が あっ た 。 3 化 期 の 
AE 8 月 末 に 始ま り , 9 月 上 中 旬 に 最盛 期 が あり , 10 月 


19614F 3 月 


周 に は 終息 する が , 735108 pays 
で 少数 の 飛来 が 見 られ た 。 3 化 期 の 飛 
数 数 は 各 化 期 を 通じ て 最も 多かっ た 。 


4. ダイ ズ に ほ場 に お ける 産卵 お 
よび 幼虫 数 の 時期 的 消長 


この 調査 は さき に 報告 し た マメ シン 
クイ ガ の 場合 と 同一 の 方 法 に ょ っ て 行 
な っ た も の で ある の で , 調査 方 法 は 概 
[ 略 だ け を 述べ る こと に する 。 

当 場 内 の 洪 積 お よび 沖積 層 地 帯 の 畑 
に それ ぞ れ 面積 5a の 試験 ほ場 を 設 
WD, 本 種 の 発生 消長 か ら 見 て , 成虫 
の 発生 時 期 に は いつ で も 産卵 に 好適 な 
若 ざ や ゃ や が あ る よ ょ うに, 極 早生 か ら 極 晩 
BIC RSZRIO YX 4 x 10 品種 を 3 
TNC CIAL, SUCRE 
か ら 収 筑 ま で , ほぼ 5 日 お き の 間 隔 で 
両 は 場 か ら そ れ ぞ れ 5 株 10 本 の ダイ 
を ラン ダム に 抜き と り , 産卵 数 を 調 
査 す る と と も に さや を と りり は ず し て 分 
解 し , きょう 内 の 幼虫 数 を 令 期 別に 調 
Fi Lic. MMA CTA YY IA HD 
温 棲 する の で 調査 に と あたっ て は 両 種 を 
厳密 に 区 別 す る よう に し た 。 

産 卵 WH 長 

第 1 図 の ょ うた ダイズ へ の 産卵 は 策 
彰化 期 は 6 月 下旬 に 始ま り , 7 月 中 名 頃 に 最 感 期 が あっ 
に 。 最盛 期 以 後 は 急速 に 減少 し , 7 月 下旬 ~8 月 下 殺 で 
ば きわ め て 少な か っ た 。 こ の 時 期 に 産卵 が 少な い の は 2 
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B20 ダイ ズ は ほ場 に お ける シロ イチ モジ マダ ラ 


メイ ガ が 幼虫 の 発生 消長 


化成 虫 の 発生 が 少な い 結 果 に よ ょ る も の と 思わ れる 。8 月 
下旬 より は 3 化 期 の 産卵 が 始ま る 。 こ の 産卵 は 9 Ay 
が 最も 多く , 10 月 上 旬 頃 た 終っ た 。 年 次 別に 見 る と 1957 
年 が 他 の 年 に 比べ て 産卵 が 半月 以上 も 遅れ て いた が , こ 
れ は 同年 の 5 月 下旬 へ ~ 6 月 下旬 の 気温 が 平年 より 1.2°C 
低く , 第 2 表 の 成虫 飛来 消長 に も 見 られ る よう に , 成虫 
の 発生 時 期 が か な り 遅 れ て いた た め と 思わ れる 。 
幼虫 数 の 時 期 的 消長 

調査 の 結果 は 第 2 図 に 示す よう に , 1 化 期 の 発生 は ほ 
ぼ 6 月 末 に 始ま り , 7 月 上 旬 頃 か ら 急 速 た に 増大 し て 同月 
の 中 ・ 下 旬 に は 最盛 期 た 達し, 8 月 上 旬 に 減少 し て その 
後 9 月 上 旬 頃 まで は 少な か っ た 。 2 化 期 の 幼虫 の 最盛 期 
は 成虫 の 発生 時 期 か ら 推 し て , 8 月 中 下旬 に ある は ず で 
HOD, この 時 期 に は 非常 に と 少なく ほとん ど 2 化 期 の 消 
長 を 確認 で き な い ほど で あっ た 。 こ れ は 先 に 述べ た よう 
に , 2 化 期 の 成虫 数 お ょ よび 産 征 量 が きわ め て 少な か っ た 
こと に 原因 し て いる と 思わ れる 。 9 月 中 ・ 下 旬 t 
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3 化 期 幼虫 の 発生 が 始ま り , 徐々 に 増 
iL 10~11 月 に か け て 低い 発生 の 
市 を 形成 し , 最盛 期 は 10 月 下旬 ~11 
月 上 旬 頃 で あっ た 。 3 化 期 の 終息 時 期 
EMC ee, 極 晩 生 ダ イズ を 収穫 
し た 12 月 上 旬 に も , な お 少数 の 幼虫 
が 観察 され た 。 発 生 時 期 は 1957 年 の 
1 化 期 が 他 の 年 に 比較 し て お そ か っ 
た 。 こ れ は 同年 の 産卵 消長 と も よく 一 
致し て いる 。 発生 量 に は 年 次 別 の 差 は 
あま りな か っ た が , 世代 間 で は 1 化 期 
が 最も 多く , 3 化 期 が これ に 次 ぎ , 2 
化 期 は きわ め て 少な か っ た 。 

2 化 期 の 発生 が 少な いこ と に つい て 
は 次 の 22D FARA rASNS. CD 
一 っ は 当地 方 で は 1 化 期 に 最も 適当 な 
BEECH BME A ADELA ER 
境 さ きれ て いな いと いう こと で ある 。1 
化 期 成 下 の 最盛 期 に あたる 6 月 下旬 一 
7 月 上 旬 に は エン ドウ は すでに 収穫 後 
で あり , 当地 方 に 最も 多く 栽培 され て 
WARE, 中 生 ダ イズ は まだ 開花 に 至 
BE, た と を これ ら の ダイ ズ に 産卵 され て も ふ化 幼虫 は 
洲 育 で き な い も の が 多い 。 早 生 , 中 生 種 の 開花 は 7 月 中 旬 
で 産卵 に 好適 な さや が 存在 する の は 7 月 下旬 ~ 8 月 中 
何で ある か ら , 1 化 期 の 寄生 を 受け る こと は まず な い 。 
し た が て 1 化 期 に お いて エン ドウ に 産卵 生育 で きた 少 
数 の も の , すなわち 早期 に 発生 し た も の だ けが 世代 を 経 
続 で きる こと に な り , 当然 2 化 期 の 発生 が 少な いこ と が 
考 を きら れる 。 も う 一 つの 原因 は , 1 化 期 に 好適 な 極 早生 
種 が 栽 培 され て 生育 の 足場 を 確保 し た と し て も , 内 藤 ・ 
FR (1959) が 指摘 し た よう に , 7 月 中 旬 ~8 ALO 
高温 期 と さや 内 の 幼 是 が お び た だ し く 死 記し , 次 世代 に 
移行 で きる も の は 比較 的 少な いこ と で ある 。 

次 に ダイ ズ に ほ場 に お ける 幼虫 の 令 期 構成 の 時 期 的 変動 
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策 3 図 メイズ ほ 場 に お ける シロ イチ モジ マダ ラメ イガ 幼 


忠 の 今期 構成 の 時 期 的 変化 ( 各 点 は 調査 時 に お い 
て 最も 優勢 な 令 期 を 示す 。 破 線 は 2 化 期 に お ける 
想定 線 ) 


51 OBL 1M CH OD, 第 2, 第 3 の 段階 は それ そ 
れ 2 化 期 , 3 化 期 の 発生 を 示す も の と 思わ れる 。 第 2 妃 
階 の 変動 が 不明 りょう な の は , 2 化 期 の 発生 が 少な いな 
DESXbNA 


35. 3 2c 2S eG 


Mh CLS 4 AOWEDICLY FV OREREI SE 
CEPxoY b VORPBMAY AK or. BY FUItES 
の ほ場 に 毎年 40 cm? 内 外 の 面積 た 栽培 LCRE, 6 F 
下旬 に ラン ダム に さや を 採取 し , 分 解 し て 被害 状態 を 
査 し た 。 そ の 結果 は 策 4 表 に 示す と お り で , HE 
れる も 軽 徴 で あり , 平 均 2 2 内外 で あっ た 。 な お まれ に マジ 


: GAR vYutFEYTFIAAHICKES 
ey 各 調 査 時 期 の 頭数 に お いて 最も 優勢 な 令 期 を 代表 令 ェ ン ドッ ゥ の 被害 
期 と し て みる と 策 3 図 の よう で ある 。 す な ね わ や ち 6 月 下旬 7, 
s i RC <n rt ed Pes wm ulm al mk ee eee 
7 月 上 旬 に は 令 期 構成 は 若い が , 尊 次 老 令 な 構成 と な a A Bo | さ ゃ 数 | さ ゃ 数 | OR, 
り , 7 月 下 殺 ~8 月 上 旬 に は 最終 段階 の 5 令 幼 虫 が 最も AE = | 
c 0 ios eye | eG 6. 14 | 1330 12 | 0.9% 
優勢 と な る 。 し か し 8 月 上 中 旬 に は 再び 若 令 幼虫 が 優勢 wag | 
の 傾向 に あっ た 引 更 た と 9 月 中 下旬 に は 3 回 目 の 若 令 幼 事 eiye || Gy 28 582 28 4.81 
月 中 下旬 に は 最 老 令 期 構成 に 達する 。 こ の ょ うに 令 期 構 oon ein jp- 
成 の 時 期 的 な 変動 に は 明らか に 3 つの 段階 が 見 られ た 。 UR ee 


1961 年 3 月 


ッ ト ク ソウ も 加害 する が , 1954, 1955 両 年 の 調査 で は 
0.1% に も 満た ず , 被 密 と し て は 実際 上 ほとん ど 問 題 に 
Dish otc. 
KEY A LOBEL, 前 述 の 産卵 お よび 幼虫 数 の 消長 
調査 の ほ場 か ら 収 穫 時 に それ ぞ れ 10 株 20 A, 合計 20 
株 40 本 の ダイ ズ を ラン ダム に 抜き さき とり, さや を と り は 
PULCRMUCMHLK. COMaT AVY IAN, ア 
次 キネ サヤ ハマ キ な どの 被害 と は 厳密 に 区 別 す る よう に し 
Ko CHO ORB ELH FL, 食害 状態 , ふん (人 装 ) の 
展 状 な ど を 総合 する と 比較 的 容易 に 区 別 で きた 。 

第 5 表 ダイ ズ の 結実 期 と シロ イチ モジ マダ ラ 
メイ ガ の 被害 ( 両 ほ 場 平 均 ) 


BEERS ce | ee been 調 AE pk & 
fy RAR) 年 次 [prea mee] ATE ES 
| | | 
a 1955 | 6.12 | 7.25, 388.5| 49.8 
- I エ ュ 小袖 振 | 1956 | 6.15 | 7.25) 315.0) 35.8 
= 1957 | 6.20 | 7.30, 307.5| 26.4 
4 71955) 6.15 | 8.27) 569.5| 46.6 © 
= <|I b| #hye | 1956 | 6.18 | 8.14) 499.0! 19.1 
5 1957 | 6.26 | 8.20] 447.5) 39.8 
aa ye] 1955 | 7.12, .8.30| 1170.0| 1.7 
5 7) 1957 | 7-21 | 8.30/1511.5| 4.2 
| \ILa 

ye 後 1955 | 7.12) 8.30 1322.0) 0.4 
< | 1956 | 7-13 | 8.29) 1325.5) 1.4 
1957 | 7.21 | 8.30 1059.0} 4.2 

yup 1955 | 7.22 | 9.22 1010.0 1.5 

9 = | 1956 | 7.16 | 9.21) 993.5) 4.2 

SUNOS 7a 7-26 | “9. 21] °740:0') 6.0 

Tb | | | 

ng 7 1955 | 7.21 9.24 1140.0 0.01 

si 1 2 1956 7,23 | 9.21) 1266.0} 1.0 

eee) 19578 7..27-| 9.21) 957.5 |. otc9 

1955 | 8.10 | 11.14). 211.5] 6. 

武 甲 豆 | 1956 | 8.11 | 11.2 | 935.5) 9.0 

1957 | 8.12 | 11.2 | 494.0] 8.1 

Ec | ! ! 

}-1955 | 8.12 | 11.14) 281.5| 15.8 

3) 1956 | 8.9 | 11.2) 946.0] 7.5 

1957 | 8.14) 11-2 | 423.0} 19.4 
ooo | 

E98 | 1956 | 8.24 | 12.5 | 594.0) 4.1 

| 1957 | 8.27 | 12.3 | 451.0| 4.7 

VC 5 

1955 | 9.2 | 11.30, —| — 

目白 | 1956 | 8.24 | 12.5 | 527.5 | 8 
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| 1957 | 8.27| 12.3) 404.0] 7. 


調査 の 結果 は 第 5 表 に 示す と お り で , 被害 程度 は ダイ 
ズ の 品種 すなわち 開花 結実 期 の 早晩 に よっ て 著しく 異な 
0, 極 早生 種 で ある La, Ib 型 品 種 の 被害 は 多かっ た 
が 早生, 中 生 な どの Ia, Wb 型 品種 は ほとん ど 被 害 
Rit teprot. LA LRM CH S lc 型 品種 で は 再 
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び 多 か っ た 。 こ の よう な 開花 結実 期 と 被害 と の 関係 は 本 
種 の 発生 消長 と ょ く 一 致し , 極 早生 種 は 1 化 期 成虫 の 発 
生 了 時 期 に 産卵 好適 な さや が ある た め に 被害 が 大 きく , 早 
Ae, 中 生 種 は 2 化 期 の 発生 が 少な いた め に 被害 は きわ め 
CHE CH OAS, 晩生 種 の 着き ょ う 期 は 3 化 期 の 発生 期 
と 一 致し , 再び 被害 が 多く な る の で ある 。 し か し 3 化 期 
の 被害 は 1 化 期 よ り も 少な か っ た 。 成 虫 の 発生 量 か ら 見 
れ ば 3 化 期 が 最も 多かっ た が , 幼虫 の 発生 量 や 被害 量 が 
+ 化 期 よ り 少 な か っ た の は , 気温 の 低下 や 晩生 ダイ ズ の 
稔 実 不 十 分 な ど に よる 環境 抵抗 が より 大 きい た めで は な 
いか と 思わ れる 。 
この 被害 調査 と 平行 し て 同一 品種 を は 種 期 を か えて 栽 
EL, 人 益 的 に 開花 結実 期 を か を た 場合 の 被害 の 変動 も 
調査 し た 。 供 試 品種 は 最も 被害 の 多かっ た 小袖 振 と 最も 
被害 の 少な か っ た 農林 2 号 で , 当 場 の ほ場 に 1 区 約 4m? 
(154) の 2 区 制 で , 4 月 15 日 より 7 月 30 日 まで 15 日 
お き に は 種 し た 。 収 穫 期 に 10~50 本 の ダイ ズ を ラン ダム 
に 抜き さとり, 各 400 きょう 内 外 に つい て 分 解 し て 被害 状 
態 を 調査 し た 。 栽培 方 法 は 発生 消長 調査 ほ場 の ダイ ズ に 
準じ た 。 
BOR ダイ ズ の は 種 期 と シロ イチ モジ 

マダ ラメ イガ の 被害 (1956) 


| 小 #h 振 (Ib) | i bk 2 5 Clb) 
は fe 期 | EE 


| | Weed 
pa 76 a | BS) oe ze | BEES 

月 - BY} AA 月 日 

4, 15 6. 8 | 55.6 Tee al 8.0 
4. 30 6-18 | 37:8 eit 2.0 
Rese Wy 60.24 42.4 7. 16 3.9 
ia 7 33.5 7 2 6.2 
6. 15 TR 8.0 Seu 9.7 
i & Shy 2. Dee a aly 2.0 
7. 16 SAEZ = 8. 20 16.9 
Zs, BO Sa 27 46.4 9. 6 10.4 


その 結果 は 第 6 表 の ょ う で , 小袖 振 で は 6 月 1 日 以前 
に は 種 し た も の は いずれ る も 被害 が 多かっ た 。 こ れ に 反し 
て 6 月 15 日 以後 に は 種 し た も の は ほとん ど 被 害 を 受け な 
か っ た が , 7 月 30 日 以後 は 種 の も の は 被害 が 再び 多く な 
る 傾向 が あっ た 。 上 農林 2 号 の 場合 は 7 月 16 日 以後 に は 種 
し た も の は 被害 が 大 きか っ た が , それ 以前 は 種 で は い ず 
れる も 少な か っ た 。 更 に この 被害 の 変動 を 開花 期 と の 関連 
に お いて 見 る と , 両 品種 と も 同様 の 傾向 が 見 られ , 7 月 
初め まで に 開花 し た も の お ょ よび 8 月 下旬 以後 に 開花 し た 
も の は 被害 が 大 きく , 7 月 中 旬 ~8 月 中 旬 に 開花 し た も 
の は 被害 が 軽 徴 で あっ た 。 こ れ は 上 述 の 早 中 晩 各 品種 を 
栽培 し て 調査 し た 被害 の 変動 と ょ く 一 致し , 被害 の 変動 
が 本 種 の 発生 消長 に 左右 ぐれ て いる こと を 一 層 明 上 折 に 知 
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7. 摘 要 


シロ イチ モジ マダ ラメ イガ の 生態 と 被害 に つい て 1955 
へ 1959 年 に 関東 東山 農 試 に お いて 調査 を 行なっ た 。 

当地 方 で は 大 体 年 3 回 の 発生 で ある 。 第 1 化 期 成虫 の 
発生 は 6 月 上 旬 ~ 7 月 中 旬 で , エン ドウ ツウ, 極 早 生 ダ イズ 
に 産卵 , 加 害する 。2 化 期 の 成虫 は 7 月 下 包 ~8 月 上 旬 に こ に 
発生 し , 早生 、 中 生 ダ イズ に 産卵 , 加 害する が , その 発生 
量 は 非常 に 少ない 。 3 (be Bis 8 月 下旬 ~9 Ago 
に 発生 し , 晩生 お よび 極 晩 生 ダ イズ に 産卵 , MET So 
ダイ ズ ほ 場 に お ける 産卵 は 1 化 期 は 6 月 下旬 に 始ま っ 
て 7 月 上 中 旬 に 最盛 期 が あり , 3 化 期 は 8 月 下旬 に 始ま 
っ て 9 APACRbS Dok. MHOWRILEINL OE 
れ て 最盛 期 が 現われ , 1 化 期 は 7 月 中 旬 に , 3 化 期 は 10 
月 で あっ た 紅 2 化 期 は 産卵 , MRL Lebo cTVisho 
We 

2 化 期 の 発生 が 少な い 原 因 と し て は , 1 化 期 成虫 の 羽 
化 最盛 期 で ある 6 月 下旬 ~ 7 月 上 旬 に は 適当 な 寄主 植物 
が な いこ と , また 1 化 期 幼虫 が 気温 の 高い 7 月 下旬 に ダ 
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ィ ズ の さや 内 で 多数 死亡 する こと が 考え られ る 。 

ダイ ズ の 被害 は 開花 結実 期 と 本 種 の 発生 消長 と に 深い 
関連 が あり , 7 月 上 旬 頃 まで に 開化 する よう な 極 早生 和 
は 1 化 期 に より は な は だ し い 被 害 を 受け る が ,』 7 月 中 人 名 
~8 月 上 旬 に 開花 する 早生 , 店 生 種 は 2 化 期 の 発生 が 2 
な いた め に 被害 が 軽 徴 で ある 。 し か し 8 月 中 旬 以 後に は 
共 す る 別 生 種 は 再び 3 (bic Lo Chis) ORB Ee RY 
De 
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Summary 


Seasonal Occurrence and Damage of Lima Bean Pod Borer, Etzella 


zinckenella TREITSCHKE, in Kanto District. 


“ 


By Atsushi NAITO S 


Kant6-Toésan Agricultural Experiment Station, Kénosu, Saitama Pref. 


E. zinckenella is widely distributed in the south- 
ern half of Japan and seriously infests soy bean. 
However, this insect has not been investigated so 
far in Kant6 district. This paper gives an account 
of field and laboratory observations on the bionomic 
and damage of the soybean caused by this pest at 
our experimental station. 

The insect was found to undergo mostly three 
broods a year. The first brood moths emerged from 
the beginning of June and the peak of emergence 
was observed from late June through early July. 
The first brood larvae attack the pea or very early 
maturiting varieties of soy bean. The second. brood 
moths appeared from the end of July through the 
first half of August and the larvae infested the 


early and medium varieties of the soy bean, bu 
they were far less Fre abundance than the first anc 
third broods. 
late August through mid-September and the larva 


The third brood moths appeared fron 


attacked the late varieties of soy bean. 

The seasonal fluctuations in the number of egg 
deposited and of the population of larvae in the sor 
bean fields were investigated at about 5 day inter 
vals. The durations in which eggs were observec 
were well coincided with the duration of appearanc 
of moths, and two large peaks were observed, on 
in July and another in September. The larvae wer 
observed from late June with two population peaks 
one in the latter half of July and another in th 


last 10 days of October and the first 10 days o 


19614F 3 月 


November. 

The scarcity of the second brood larvae seems to 
6 attributed to the facts that the host plants which 
ire at suitable stage for oviposition are very rare 
it the time of the emergence of the first brood moth 
and that the severe heat of midsummer in the latter 
aalf of July which causes a high percentage of 
mortalities of first brood larvae in the pods. 

The damage of soy bean by the insect differed 


| 抄 
} 
ゴキ プリ の 雌 成 虫 に 移植 され た 前 胸 せ ん (BR) の 作用 
SNGELMANN, F. (1959) Uber die Wirkung implanti- 
ter Prothoraxdriisen im adulten Weibchen von 
Leucophaea maderae (Blattaria). Z. vergl. Physiol. 
11 : 456~470. 

ゴキ ブリ の 一 種 Leucophaea Git, 雌 成 中 が 卵 の 
D(H) を 持っ て に る 間 は アラ タ 体 は 不 活 性 で 卵巣 内 の 
HIS KRA LISD, 卵 の う を 除去 する と アラ タ 体 は 活性 
(ESM CHOPS ROAD, 卵黄 が ちく 積 す る と と が 知ら 
刻 て いる 。 卵 の う を 除去 し た 直後 の 雌 成 虫 に 若虫 か ら 取 
SERRA BHT St, 一 部 は 脱皮 し , MRO 
還 こ ら な か っ た 個体 で は アラ タ 体 の 機能 は 抑制 され , IB 
の 成就 は 起こ ら な か っ た 。 前 胸 せ ん の 代わ り に カイ コ か 
天 抽 出し た 脱皮 ホル モン a-ecdyson を 注入 し た 場合 も 
WOKS Mtl S11, 抑制 の 程度 は a-ecdyson の 量 が 
多い は ほど 強かっ た 。 前 胸 せ ん の 代わ り に 脳 ま た 娠 食道 下 
伸 経 球 を 移植 し た 場合 は 卵 成 誤 の 抑制 作用 は 見 られ な か 
oto また, 脳 あ る に ら は いん こと こう (WM) 側 神 経 球 を 活 
種 前 胸 せ ん と いっしょ に 移植 し て も , 移植 され た 前 胸 せ 
の 作用 に は 何 の 変 化 も 見 られ な か っ た 。 し か し , 前 胸 
tA と 食道 下 神 経 球 を 同時 に 移植 する と , 卵 成就 抑制 作 
国 は いく ぶん 強め られ た 。 脳 , 食道 下 神 経 球 お よび 前 胸 
せん を 同時 に 移植 し た 場合 も 同様 な 結果 が 得 ら れ た が , 
印 制 作用 の 強化 は 前 例 ほ ど は っ きり し な か っ た 。 若虫 か 
DIR っ た 活性 アラタ 体 を 不 活性 アラ タ 体 を 持つ 雌 成 虫 に 
STL, 移植 し た アラ タ 体 の 作用 に よっ て 卵 は 成就 
ete Aton し か し , 活性 アラ タ 体 と 同時 に 活性 前 胸 せ ん 
を 移植 する と , 移植 し た アラ タ 体 は 例外 な く 不 活性 に な 
D, 卵 成熟 は 抑制 され た 。 以上 の 実験 か ら 雌 成虫 に 移植 
きれ た 前 胸 せ ん は アラ タ 体 の 機能 を 抑制 し , 卵 成就 を 抑 
同 す る と と が 明らか に な っ た 。 ( 農 技 研 三橋 %) 
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prominently among soy bean varieties owing to the 
maturing date of the varieties. The very early 
varieties were damaged seriously by the first brood 
larvae, and 30 to 50 per cent of the pods were 
infested. The early and medium varieties were 
hardly infested as the second brood is less abun- 
dant. However, the late and latest varieties were 
infested considerably by the third brood, 10 to 20 
per cent of pod being infested. 
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アブ プラ ムシ の ミツ 量 に 影響 する 要因 

MaxweLL, F. G. and R. H. PAINTER (1959) Factors 
affecting rate of honeydew deposition by Therio- 
aphis maculata (Buck.) and Toxoptera graminum 
(Rond.). J. Econ. Ent. 52 (3) : 368~373. 

アプ ラム シ の ミツ が 植物 体 上 に 多量 に 滞 積 す る と 細菌 
類 の 繁殖 に 好適 な 下地 と な り , 植物 の 光合成 作用 が 低下 
する ほか いろ いろ な 有害 , 有益 と ん 虫 を 誘引 する と と に 
な る ese CORR, FAA¥, AAFBECGT WIT Ww 
ファ だ に つく アブ プ ブラ ムシ ジン の ミツ 量 が , LOLS Se Ricm 
く 影 響く され る か を 知る 目的 で 行なわ れ た 。 ムギ ノア ブラ 
ムシ (Toxoptera graminum) と アル ファ ルフ ァ に つく 
Therioaphis maculata の ミツ 量 に 及ぼ す 要 因 と し て 考 
えら れる の は , 温度 変化 , 作物 の 品種 , 寄主 植物 へ の 光 
量 , 植物 体 上 の 摂 食 位置 , 植物 の 水分 変化 な ど で あ る 。 
実験 に は プラ スチ ッ ク 製 の 小型 か ど を 使用 し , COCR) 
光 灯 を 光源 と し て アブ ラム シ の 無し ( 贅 ) 胎生 雌 忠 を 1 
頭 ず つ 飼 育 し , か どの 底 に 滞 積 され た 24 時 間 以 内 の ミツ 
HORM AS TCHAERD CK. 

すなわち ムギ 類 で は 大 体 35°F か ら 5°F 上 昇 す る ご ど と 
に ミツ 滴 の 数 は 増加 し た が , 高温 (75°F 以上 ) に な る と 
PAS GRP Utes. の で ごと ど ぼ ほ テッ シレ ジテ フフ アテ ECSA 
様 に み ら れ た 。 作物 の 品種 間 差 異 を 見 る と , オオ ムギ , 
コム ギ と も 抵抗 性 の 高い 品種 上 は ど ミ ツ の 排出 量 は 減少 
L, こと この 傾向 は アル ファ ルフ ラファ で 特に 著しく , 抵抗 性 の 
程度 に 比例 し て ミツ 量 が 少な く な っ て いる 。 また 光 を 少 
な くす る と ミツ 量 が 減少 し , ムギ 類 で は 葉 よ り も 茎 上 で 
委 く の ミツ を 排出 すず すると: と も ね わか ララ た 。 しか テル ルフ テ 
ルフ ァ で は 一 般 に ミツ 量 は 葉柄 , 茎 , 葉 の 順に 高く な る 
が , この ほか 植物 根 の 水分 の 不足 も ミツ の 排出 を 減少 さ 
せる 要因 と し て あげ られ る 。 な お 光量 の 減少 , 植物 の 水 
RARE, 黄 化 し じ た 葉 な どの 条件 下 で の アプ ラテ ムシ は 旨 白 
色 粒 状 の ミツ を 分 決し た が , と これ は アブ ラム シ 自 体 の 生 
理 よ の り も , むし ろ 光 合成 の 矢 除 じ に よっ て 植物 体 で デン プ 
ン が ショ 糖 に 転換 され た た め 生起 し た も の と 考え られ 
ea (岐阜 大 農 福島 正三 ・ 原 RA) 


イネ カラ バエ に お ける 地方 的 系 統 に 関す る 研究 2) 


2.3 化 温 発 地産 イネ カラ バエ の 発 衣 


7 eas 


eRe 


ー・ 岸 野 覧 一 


EMA Ite eA ye 


イネ カラ バエ に は 発育 速度 が お そく 原産 地 の 自 然 条 件 
下 で 1 年 2 世代 を 経過 する 系 統 と , 発育 が 早く 1 年 3 世 
代 を 経過 する 系 統 の 2 つの 生態 型 が あっ て , それ ら が 南 
北 に 分 れ で 分 布 し て いる ご と が 最近 平尾 (1959) お よび 
FAD (1959) に ょ っ て 報告 され た 。 更 に, 田村 ・ 上 田 

ら (1959) な ら び に 上 田 ら (1960) は 新潟 県 に お ける 両 
Deed eek SC 
る 個体 と が 混在 し て 発生 し , 特異 な 発生 型 を 示す こと を 
Poel, また 前 報 (1959) で は その よう な 2・3 化 
混 発 地 に お お ける イネ カラ バテ 集団 は よ 2 化 ・ 3 化 性 両 系 
統 の 自然 交雑 記 由 来 す る も の で あろ うと 推定 し た 。 こ れ 
ら の こと は 岩田 (1960) に ょ っ て 更に 検討 考察 が 加え ら 
IK | 
この よう な 点 か ら 2 ・ 3 化 湿 発 地 に お いて は 本 虫 の 発 
生生 態 は 非常 に 複雑 で ある と 見 られ る が , その 複雑 性 の 
追究 は 本 下 の 生態 型 に 関す る 研究 に 大 い に 役 立つ と と も 
C, それ に よっ て 混 発 地 に お ける 薬剤 防除 法 だ つい て も 
お ポ おのずから 解決 点 が 見 出さ れる も の と 思わ れる 。 
以上 の よう な 観点 に 立 っ て 筆者 ら は 1958 年 秋 , 2・3 化 
混 発 地 で ある 新潟 県 東蒲原 郡 鹿 瀬 町 か ら 寄 主 雑草 と と も 
に 越冬 幼虫 の 送付 を 受け , 同様 に 送付 され た 秋田 県 大 曲 
Th (2 (bent) 産 の も の お よび 高田 市 (3 (bua) OF 
体 群 と 比較 し な が ら 1953 年 に 種々 の 実験 を 行なっ た 。 

以下 その 結果 を 報告 する に あたり , 材料 虫 の 送付 に つ 
いて 御 協 力 を 受け た 東北 農 試 平尾 重太郎 技官 お よび 新潟 

県 農 試 中 臣 康 範 技師 , な ら び に 常々 御 指 導 を いた だ き 研 
究 の 便宜 を 与 を られ て いる 研究 室長 田村 市 太郎 縛 士 に 深 
く 御 礼 申 し 上 げ る 。 
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L 越冬 幼虫 の 春季 に お ける 発育 と 第 1 化 期 成虫 羽化 時 
期 前 年 秋 高 田 に 移し ,. 原 産地 の 寄主 陸 物 (ヌカ ボボ) 


に 寄生 し た ま まで 越え させ た 鹿 瀬 お よび 大 曲 産 幼虫 , な 


FT 第 6 報 


ees NNE: 
(1960 年 10 月 28 日 受領 ) 


Cad) 


ら び に 高田 の ヌカ ボ に 寄生 し て いる 幼虫 や つい て 3 
18 理 ,28 日 , 4 月 11 日 の 3 回 , 発育 状況 を 観察 し た 。 ぞ を 
結果 を 令 期 別 虫 数 比率 で 示せ ば 第 1 ROW) CHS, 

これ に ょ れ ば いずれ の 調査 昌 に お いて も 高田 の 幼 詞 
発育 が 最も 早く , 鹿 瀬 , 大 曲 の 順に 発育 の 遅れ て いる 

と が わか る 。 


第 1 表 SH, AM, KHEMAYhO 
越冬 後に お ける 発育 の 比較 
aa oe 4 AAO BA 
産 地 | 個体 数 
jae 
5: Mi alae ie 
HE we 20 
188 x ith 35 
3-5 高 田 30 
wi} 31 
ee le hs 20 
> He 825 
人 2 | 38 
| A 曲 | 30 
= AE 


Ric, 上 記 と 同じ 材料 に つい て , 1 化 期 成虫 の 羽 
時 期 に 寄主 植物 上 た カン レイ ジ シャ を 張っ た 木 わ く を が 
せ て 羽化 成虫 を 捕 集 し , 2 日毎 に 羽化 成 下 数 を 数 え だ 
その 結果 は 第 1 図 の 通り で ある 。 

これ に よ ょ れ ば 羽化 時 期 は 高田 の 虫 が 最も 早く , Ba 
が これ に 次 ぎ , 大 曲 産 は 最も お そい 。 ま た 羽化 期間 で | 
高田 が 最も 短く , 鹿 瀬 産 が 最も 長期 に わた り 40 日 間 さ | 
ん で いる 。 し た が っ て 高田 の 羽化 が 最も 迅速 音 呈 で 
WHE Bb 不得 一 と いう こと に な る 。 この 傾向 は 前 上 
(1959) の 結果 と 同 傾向 で ある 。 

2. MAHKMOMMM 前 報 で は 産地 を 異 に する 

ネ カ ラ バエ の 間 で 越冬 世代 遇 の 遇 期間 が 異な る こと を 
告 し た が , その 際 鹿 瀬 産 に つい て は 採集 時 期 や 個体 数 | 
少な い 点 で 更に 検討 の 余地 が あっ た 。 そ を こ aa 


1961 年 3 月 = 
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| 1 鹿 瀬 , 
内 個体 に つい て 遇 期 間 の 
Mae five or. 

第 1 実験 : 越冬 後 の 
育 が 早く 。 FIC eR 
LRDLNL RABE 
< Buc BAL ake D 


ia 


月 日 
1, 大 曲 産 第 1 化 期 式 虫 の 羽化 消長 oe 


イネ カラ バエ に お ける 地方 的 系 統 に 関す る 研究 9 
で に 有 要 し た 日 数 を 求め た 。 そ の 結果 は 第 2 ヨ 
の 通り で ある . 
これ に よれ ば 各回 と も 下 期 間 ロ 日 以上 
で あっ て , 前 報 で 報告 し た 高田 の 個体 の ょ うら 


に す 9 へ ~10 日 と いう 5 個体 が 見 られ ず 
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れる 4 月 21 日 に 寄主 植 


幼虫 の 条 化 開始 時 
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AGI EDS Dds 間 

う か を 知る た め に , WA 13 Bees 
化 期 間 中 前 後 3 LER TOTTS 
目 多 採集 し て これ を シャ a 
SWMIEE OD, ろ紙 を 敷い 

分 の 湿度 を 与え を , そ 


肥後 毎 日 帆 化 個体 の 調査 
芝生 な っ て それ ら を 別 の aay 
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前 を ね ら っ た 7 の 


頭 中 すでに 疲 化 個体 が 2 SE 
to AMHLD 86 Be bite | 
ip (KARAS ae RSE LC Cee Tom, RX 4cm の 


栓 付き 小 ガ ラス 管 に 移し , FHOMELRKETC, Fl 
実験 同様 25°C 下 で 遇 期間 を 求め た 。 
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eae tke TF 
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) 死 は 6 頭 て 
) う も ちや 5 月 20 


10 日 本 応用 動物 尾 FA 


上 以後 に 遇 化 し た 4 頭 は 5 月 下旬 に 温度 が や や 高 あ に な 
っ た 日 が あっ て , 疲 期間 に 短 繕 の 傾向 が うか が われ た の 
COMBIDG RD bDRALK. 24 UCHR Y SSRAIZ OL 
CHYEA SC ECHR aad &2NOWO LS. 

第 2 図 に だ お いて 雌 が 雄 ょ り 少 な い の は 発育 の お そめ の 
個体 た 死亡 し た も の が 多く , これ ら の うち に 雌 が 多く 含 
まれ て いた た めで ある 。 本 図 を 見 る と 遇 期 間 は 10 日 か ら 
15 晶 にわたり 変異 が 大 きい が , M2 10 A, 11/8 
と いう 短い 個体 は 初期 に 遇 化し た 個体 の 中 か ら 現 われ て 
いる 。 

な お 本 実 険 に お ける 雌雄 の 平均 遇 期 間 は それ ぞ れ 13.2 
日 お よび 12.7 AC, これ と 第 1 実験 の 結果 と か ら , it 
の 方 が 雌 よ り も 遇 期 間 が いく ら か 短い 傾向 の ある こと が 
DPA. 

3. Slit apPRMOFZELUSED 

前 報 で 2・3 (DRM T AWD AZO 1 (Eo 
に は , 3 化 性 系 統 と 同様 な 発育 の 非常 に 速やか な 個体 と , 
2 化 性 系 統 と 同様 発育 が 非常 こと お そく , 大 並列 食 痕 も 出 
現さ せな い 個 体 が 現われ , その 他 に 中 間 程 度 の 発育 速度 
を 示す 個体 も 現われ る こと を 見 出し た 。 し た が っ て 本 報 
で は 親 成虫 の 発生 時 期 の 早晩 ある い は 幼虫 食 入 時 期 の 早 
Bick ot, 第 1 化 期 幼 虫 の 発育 速度 の 変異 が どの よう 
に 次 化す る か を 知 ろ うと し た 。 

すなわち , FF 1 ERA ERIC REINA, ふ化 幼 
RIL 2 ~ 4 業 期 の 感受 性 品種 シロ ガ ネ に 接種 し た 。 接 種 
HAO EAS pot 栽培 に し て 野外 に お き , 傷 葉 調査 ポ 
よび 遇 化 調査 を 行なっ た 。 幼 虫 の ふ化 時 期 別に 大 並列 食 
痕 を 出現 させ た 個体 お よび 幼虫 期間 50 正 以 下 の 個体 の 
割 谷 を 示す と 第 3 表 の 通り で ある 


A 


第 3 図 EBLE LAG Sy ic k BAO Bee BE 
4 つの type を 示す 


l | 


EE 


第 5 巻 第 1 号 


また 被害 世 に 現われ た 傷 葉 の 状態 の うち 代表 人 的 な せ 
を 掲げ る と 第 3 図 の 通り で ある 。 


第 3 表 鹿 瀬 産 策 1 化 期 幼 虫 の ふ化 時 期 と 早 発育 


個体 お よび 大 並列 食 着 出 現 個体 の 変化 
大 並列 同左 幼虫 期間 50R 
= = 

ater (ROC gegen fra a AO fae 
Bee | 率 | 価 
5 月 31 日 以前 50 39 718% 31 65 
6 月 1 日 一 5 日 128 90 70 76 5¢ 
6 ~10 120 67 56 54 4e 
11 ~15 106 | 52 49 40 y 
16 ~20 239 60 25 45 i 
21 ~25 52 6 2 2 F 

26 ~30 84 7 9 


策 3 表 に 示し た 幼虫 期間 50 日 以下 の 個体 は すべ て 
並列 食 着 を 出現 させ , 第 3 図 A で 代表 され る よう な 條 
型 を 時 し た 。 し か し 本 表 に ょ れ ば 大 並列 食 痕 出現 菜 数 
幼虫 期間 50 日 以下 の 個体 数 より 常に 多く な っ て いる 4 
れ は 50 日 以内 に HAE Lids っ た (AA CURIA 
出現 させ た 個体 が 存在 し た か ら で , それ ら の 中 に は 初 
の 発育 は か な り 緩 恨 で あっ た が , BORO 50) 
DEA? > CRA Lic ( 傷 葉 型 は 第 3 図 C の よう | 
も の ) と , 初期 に は 比較 的 早く 発育 し , 上 部 に 大 並列 
痕 葉 を 出し て 明らか に 3 令 あ る い は 老 熟 し て いる と 路 
れる 個体 で も , 7 月 中 へ 下旬 頃 に な る と 遇 化 せ ず , そ の 
健全 葉 を 出し て も な お 老 就 幼虫 の まま で 生存 し て い 対 
fk ( 傷 葉 型 は 策 3 図 B〉 と が あっ た 。 前 者 は ふ化 時 昔 
割 答 早 い 個体 の うち か ら 多 く 現 われ た 。 な お 大 並列 儲 
を 出さ な い 発 育 遅 邊 個 体 の 傷 工 の 1 例 は 第 3 YD CA 
れ , これ は 2 化 性 系 統 の 傷 葉 と 同じ で ある 。 | 

SC, 第 3 表 に ょ れ ば , 大 並列 食 療 出 現 茎 率 で も | 

虫 期 間 50 日 以下 の 個体 の 割合 で も , 8 
時 期 が お そく な る 程 次 策 に 低下 し て いる 
と が わか る 。 特 に 6 月 16 日 以後 の 低下 
それ 以前 より も 顕著 で ある 。 ま た 早期 は 
化し た 成虫 に よっ て 産卵 され , RICH 
る 第 1 化 期 幼 虫 と 同様 5 月 31 日 以前 に 伸 
し た 個体 の 中 か ら る も , AM Ey A 
な い 発 育 遅 延 個 体 が 約 20 見 られ , Lal 
に 6 AFRICA LER OHA. 
Bile JE LABS ab SBE © FL A RH 
ADIEU Aya 
次 に , 幼虫 期間 50 日 以下 の 個体 に っ \ 
1 幼虫 期 間 の 変異 を ふ化 時 期 別に 図示 す 】 
第 4 図 の 通り で ある 。 
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期間 の 変異 (折線 は 平均 ) 


「 層 れれ に ょ れ は いずれ の ふ化 時 期 の も の も 30 日 以内 に 
EOLA FEL, 40 日 以後 の 頻度 は 非常 に わずか に 
StS. thd byt 50 ALF ORAM 
Peo CH) 2s SKeLOOLAHACC LH), こ 
— oe 体 と は 性 質 の 異な っ た 個体 
で ある こと が 推定 され る 。 こ れ ら の 個体 群 に つい て の 
『 均 幼虫 期間 は ふ化 時 期 が お そく な る 程 短 縮 す る 傾向 さ 
これ は 実験 期間 中 気温 が 次 第 に 高く な 


SPD 4 
ere HEBZbNSA. 

| KHBKUGHEORHE ¢BREPREOKR 
HRA he 12 月 14 日 寄主 雑草 か ら と り 出 し て , 
be 11 月 25 BRAK Y NICBIRLA. EK 
| 国 の 越冬 幼虫 を 同様 1 月 14 日 に 寄主 植物 か ら と り 出 し 
pe 258k 水 稀 埼 玉 も ち 10 号 に 移植 し た 。 和 寄主 
の 栽 塔 は すべ て 温室 内 で 行なわ れ た が , それ ら の 幼虫 
52 月 に 羽化 し た 成虫 を 両 地産 雌雄 いずれ か 1 頭 ず 
「@ 鈴 を つく すり, 25°C FCREBMNSee. H{ELE 
mix25H 18 日 より 3 月 17 日 まで の 間 温 室内 の 2~ 
工期 の 水 衛 埼玉 も ち 10 号 に 接種 し た 。 

Ric, 鹿 瀬 産 越冬 幼虫 も 同様 12 月 14 日 に 寄主 か ら 
OWL, 11 月 25 日 播 ボ ン バ お よび 埼玉 も も 10 Bic 
! 横 し た 。 こ れ ら の 幼虫 は 30 日 後に は 60% BHAA 
| 靖 熟 ある い は 遇 化し た が , これ ら の 発育 の 早かっ た 個 
[の 5 うち 2 月 6 日 に 羽化 し た 雄 2 頭 と 雌 頭 (この 組合 
bp せ を A と す ) お よび 2 月 3 日 に 羽化 し た 雄 と 同 11 日 に 
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幼虫 期間 50 日 以下 の 個体 の ふ化 食 入 時 期 別 の 幼虫 
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Rk I te He et J 
KBEF) の 2 組合 わせ を 
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雑 実験 と 同様 に し て 交尾 産 
卵 さ せ , A は 2 月 19 日 ~26 
A, BB は 2 月 23 日 3 月 7 
日 まで に わた っ て ふ化 幼虫 
を 温室 栽培 の 2 ~3 葉 期 の 
埼玉 も ち 10 号 に 接種 し た 。 

な お これら の 比較 と し て 
高田 産 お よ ょ び 大 曲 産 die of 
A EAC L 
OF tH RBIZOVT ane 
の 飼育 を 行なっ た 。 

これ ら の 供 試 虫 は 30 日 
後に 寄主 か ら 取 り 出 し て そ 
の 発育 程度 を 観察 し た が , 
その 結果 は 第 4 表 の 通り で 


を それ ぞ れ 同系 


38 41 44 47 


第 4 表 HA, Kis それ ら の 交雑 oO It 
fim 3 RED お ける 発育 捧 況 
a 交 eF | em 
fe tk 群 fs FH ar Ox aes. 2 x a AlBlst 
5 say AS [seas | FLAP 
fr eo lo1| 42 14 | 26 /2/9l11 
a Del A oe Orn 5 rs 5 |1212|4| 6 
(3 Hat | 0| 0 1 4 5/2/11 3 
ie Ay | FEB 1310 8 4 12 |1/3| 4 
$8 24/ 0| 23 9 32 |8/3}11 
まず 比較 に こ 使 っ た 高田 の 1 HARE Cit ERA 1 頭 の 他 
(EIN CHUEL THAD, 大 曲 で は 大 部 分 が 1 令 幼 虫 で 


2 令 虫 は 26 頭 中 わずか に 5 頭 に すぎ ず , 
て 著しく 発育 が 遅延 し て いる 。 


前 者 に 比較 し 


RICK OFBL AA EME LAMBLEARLE<, そ 
PE i ene Ace Saimin A Gs 
わか る 。 また 発育 の 早い 個体 の 割合 は 高田 を 上 駿 と し た 組 
合わ せ の 方 が 高く , 逆 に 発育 の お そい 個体 の 割合 は 大 曲 


を 雌 と Licht BO ee ER 
最後 に 塵 瀬 産 に つい て で ある が , 供 試 成虫 は 前 記し た 
よ ょ よう に 30 ARICBML BRET の 早い 方 の 個体 で 


は あっ た が , それ ら の うぅ うち で も 羽化 の だ お そめ の 個体 を 供 
ae i eS 
, 子 世代 虫 の 発育 を 見 る と , 交雑 の よう に 発育 
oe ee 本 と が 最も 多く , 中 間 の 個体 は 数 
な に きど と が わか が る 3% すなわち 両親 に は ほぼ 同 程度 の 3 


12 HAW Hw Bee S 


速度 の 個体 を 用 いて も , COTE CLERASE RICK 
きく な り , 交雑 『F, の よう に 発育 の 早い 個体 と お そい 個体 
の 両 群 が 現われ る わけ で ある 。 

だ お ぉ 第 4 表 に お いて 1 令 で 発育 が 特に 遅れ て いた 幼虫 
は 調査 後 更 た 埼玉 も ち 10 SORANCHRMLE. Cth 
ら の 幼虫 は 中 途 死亡 し た も の る も 少な く な か っ た が , 5 月 
末 か ら 羽 化 を 始め , 6 月 20 下 に 羽化 を 終っ た 。 そ の 幼 
車 期間 は 70~90 昌 を 要 し た こと に な る 。 

5. 発育 の 早い F, の 孫 世 代 虫 と 発育 の お そい 『F, の 子 世 
代 躍 の 発育 比較 前 記 実 験 に お ける 交 維 FF の うぅ や ち 30 日 
以内 に 老 就 幼 下 以 上 まで 発育 を 遂げ た 個体 か ら は 成虫 を 
羽化 させ , 更に 交尾 産卵 させ て 化 幼虫 を 4 月 26 昌一 

5 RISA = CRY CHAD AMC Lic. これ ら の 
寄主 稲 は 初期 は ガラ ス 室 に 置き 6 月 10 ARLEN 
出し た 。 幼虫 は 早晩 の 差 は あれ , FXCTAWIR ERY 
し 2 化 性 系 統 と 全く 同様 な 被害 を 示し た 個体 は 見 られ な 
か っ た が , WEE COMMOBBILKE<, 40 AYE 
で 幅 化し た 個体 は 54 で あっ た 。 本 項 の 実験 で 使用 し 
た 発育 の 早い F」 の 和 孫 世代 是 は 上 記 F。 の うち 幼虫 期間 約 40 
AAP OUMADFAIENEC, これ を Fr と 記す こと に す 


第 5 表 高田 お よび 大 曲 の 交雑 系 Fe, お よび Feo EBHLXKHSO 


BoA BL 


DIRILIADED, 発育 の お そい 幼虫 は 8 Ab wICe 
植物 が 一 時 肥料 欠乏 の 状態 た に な っ た た めか 多く 死亡 B 
以後 の 調査 が 不能 た な うた の で , 7 月 29 HECTOR 
結果 に よっ て 幼 是 の ふ化 時 期 別 た 大 並列 食 湖 葉 出 現 茎 
を 示す と 策 5 表 の 通り で ある 。 

まず Fe, CLA WIR REILA sD OR CHlbh 
EDEL SLBA BRB < To DPBS DAME L 
いる よう で ある 。 と ころ が Frua Clk ORGILIE RIC 
が Ems で は 全体 で 5236 


率 で あっ て , 大 並列 食 痕 茎 出 現 率 
で ある の に Fp, で は 18.7 % LIL ZINC CH Bo 4 
CLA bFEOAMFLE ) bLRAORUEYSE< SE ah 
VW Bene Be CES, ] 
また F, OR WARIS 33.6 CTE I 
と FO Picts a CWS CEMDAS.~ 
6. RES 1 (LMP HA BOEARSEKUREBE 
体 群 か ら の 秋季 世代 幼虫 の 発育 比較 な ら び に それ ら 
曲 x 高田 の F; 個 体 群 の 発育 の 比較 第 3 項 に お け 
瀬 産 策 1 化 期 幼 虫 の め 5 ち 7 Ae CCH ELH 
早い 3 化 性 の 個体 か ら は , 更に 次 世代 虫 を 得る た め び 
tha ac heeesN St, 得 ら れ た ふ化 幼虫 は ジロ ガ ネ の 


ce 7" ae Fy C55 6 Me Ate AD Kab SE Hh BS a 

fA tk BE . Fr, Fi F, 
OF | eect 大 並列 食 疲 | コテ | 全 被害 | 大 並列 食 痕 | = エ 2 | Shee aera 
食 入 時 期 = Bh /2e 数 : in = 数 2 ee Ge 数 
Chie ol a Pyle? aa 52 4 Osea 0 Tn 13 OS 

OB ~ 630 43 23 67 9 i S a 35 8 
i 5 44 19 43 8 10 21 

Gu 10 8 2 25 3 1 33 
計 (EY) 116 61 | 52.6 | 64 | 12 | 18.7 | 110 | 37 


Do 

次 に , MAO RRC SFLO5% 30 AKictesl 
令 で あっ た 幼虫 は 前 記 の よう に 再 接種 後 5 月 末 ~6 月 中 
旬 に 成虫 が 羽化 し た が , 本 項 の 実験 で 使用 し た 発育 の お 
EWP OF ERRIL CHS OMICHES SZ F。 で あっ 
“Gy Erbe Mian EE 

RE ORE INLEAO HS ADA CHM Ate 
Ws, Fe, (£6 A218 40 7AOAES, Fr (£6 A240 
より 7 月 8 目 ま で ふ化 幼虫 の 接種 を 行なっ た 。 

また 別に 大 曲 第 二 化 期 雄 成 是 と 高田 の 第 1 Fee He 
の 交雑 碧 幼 虫 を 6 月 21 ~ 30 AEC, 前 記し て きだ た と 
同様 の 方 法 で シロ ガ ネ の 若 菌 に 接種 し , 上 記 実 験 の 比較 
た 


これ ら の 幼虫 の うち 発 育 の 早い 信 体 は 7 月 年 中 殺 が 


に 接種 し た 。 接 種 は 7 月 12 へ 24 日 まで 続け た 基 , ご 
の 幼虫 の うち 66 CREOLDOERCEMALE. CH 
の 個体 か ら 更 に 成 下 を 羽化 さそ させ, その子 世代 幼虫 を 
て 実験 た 供 試 し た 。 こ れ を Ke, と 記す eres 14H 
虫 の うち 発育 が 比較 的 お そく , 葉 の み の 摂 食 で 7 月 
EAT SLICED, WEG X fev (MARIE 8 
旬 に 寄主 植物 か ら 取 り 出 し , Vy —-VICRR CHE 
た が (8 月 中 旬 よ り 遇 化 開始 » これ ら の 少数 の 個 7 
LOSPRRS RIT AME L re 2 化 性 の 個体 か ら 成 是 る 3 
St, COFHABY Ky. & UTHRICELZ. 
これ ら の 他 に 高田 の 第 3 化 期 , お ょ び 出 穂 期 後 新 ) 
HD MOI @ BUF Cd 6 SAG LI 2 ED 
更に 両者 の 交雑 下 RINE X BERR) 幼虫 を 比較 
“CHR Wiss ; 


19614 3 月 
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岩田 ・ 岸 野 : 
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HO 5 4bis LORE IK Ku, は 9 月 13 ~ 27 A, 
Halk 9 23 ~ 28 上 高田 は 9 月 24~28 A, 大 
29 A 20 ~ 30H, F, 129 522~ 27 Bic, WF 
Ih 2~3HWOKAKY SICBML, 10 月 7 日 まで 
eso COR MA 16 日 ま で は ガラ ス 室 で , th 
| 後 は 温室 内 で 飼育 し た 。 

MEER LOCK 19 ARDS Rw, 30 AK 
TER LEICA WIIAIE & HLS AD BAIL 
BOW CH), また 全 個 体 に つい て ふ化 後 の 日 数 と 
積 員 化 率 を 図示 する と 第 5 図 の 通り で ある 。 


ER FRET NSH IABE OD 3. 16300 HIT BUS 


| AMF TE MY BRL HEB 
| (C382 ake 
‘ae, | Ren | AVAARS | ae. 
es Ben | aumen | 22% 
BB 田 | 67 66 98.5 
fee 45 42 93.0 
OxTH | 43 38 88.4 
Ri | EST 105 80.1 
大 HHO} Be 3 61.5 


® Kil x aH SOF, 


EFHOHICLHT, 30 理 後 に お ける 大 並列 食 療 葉 
現 個体 の 割合 は 高田 が 最も 高く ,。 Ke, が それ に Zax, 
PRB xX Fi, Kee, 大 曲 の 順に な っ て いる 。 第 
図 に よ ょ っ て も 遇 化 率 曲 線 は 上 と 同じ 順序 で 低位 こ 位 置 
匠 0\ る こと が わか る 。 こ こ で 興味 ある こと は Krs, O 
T, Kr。 が 高田 と 大 曲 の 中 間 に 位 置 す る こと は も ちろ 
CHAD, KE; と Krs と が OxT を は さん で 両側 に 
MLC ZOLC, この 点 は 前 項 に お ける 交雑 系 の 
Es, xO, Fre, の 関係 に た よく 似 て いる 。 
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第 5 図 秋季 世代 に お ける Key, Kio MARGE OUI (CT), Kith (O) 
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第 1 表 お よび 第 1 図 と ょ っ て 越冬 世代 幼虫 の 春季 に お 
ける 発育 お よび 策 1 化 期 成 虫 羽 化 時 期 は 高田 , 鹿 瀬 , 
大 曲 の 順に お そく な る が , 特に 鹿 瀬 産 で は 高田 の 虫 に 近 
いも の か ら 大 曲 の 虫 と 同じ ょ うな お そい も の まで あっ て 
ZRDGEMICKEWCEBMESH I. MATA O HI 
間 の 変異 につい て も 同様 で あっ た 。 

2・3 化 泥 発 取 に お いて は 2 (hts LO 3 化 の 性 質 を 有 
する 個体 が 混 棲 し , 第 1 (CAS BILSERI OR CHE 
する 個体 と 幼 穏 を 食 っ て 秋 羽 化す る 個体 と に 分 れる 。 そ 
こ で 直観 的 と 考え れ ば , 3 化 性 の 個体 は 第 1 化 期 の 前 期 
に 羽化 し た 成虫 の 子 孫 で あり , 2 化 性 の 個体 は 後期 に 羽 
化し た 成虫 の 子 世 代 で , 第 1 化 期 成虫 羽化 消長 に は 前 期 
と 後期 に 2 つの 山 が あっ て , それ ら が それ ぞ れ 3 (hfs 
LO 2 {EEE 個体 の 山 た 対応 する で あろ うと いう 想像 も 
で きる 。 と ころ が 策 1 図 の 結果 に ょ っ て 羽化 消長 た は 
前 後期 と は っ きり し た 2 上 山 は 見 られ な いこ と が 明らか に 
な っ た 。 下 期 間 の 変異 を し ら べ た 目的 も 2 化 系 統 と 3 化 
系 統 と で 遇 期間 に 差 が ある と ころ か ら , 混 発 地 に お ける 
個体 群 に 2 化 性 の 個体 と 3 化 隆 の 個体 が あれ ば , 両者 で 
下 期間 も 相 異 する の で は な いか と 考え られ た か ら で あ . 
る 。 と ころ が 前 報 で 報告 し た 高田 お よび 大 曲 産 の 遇 期 間 

と 第 2 図 の 結果 と を 比較 する と , その 姿 異 分 布 は 第 6 図 
に 示す よう に な り , 予期 た 反し て 遇 期 間 の 変異 分 布 に も 
明らか な 2 る 2 上 山 は 認め られ ず , MP1, 11 昌 の と 
わずか な が ら 小 さ な 山 らし いも の が うか が われ る に 過ぎ 
な い 。 し た が っ て し いて 3 化 性 の 個体 を と いえ ば 穂 化 . 
期 成虫 の うち ご く 初 期 に 羽化 する 小数 の 個体 の 中 か ら 求 
め る こと と は で きき そら で ある 。 
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$31 (HAS ICY TIL SILER AD RI BOA b 
は 3 化 性 の 個体 が 高 率 で 出現 し , を 化 時 期 の 遅れ る 程 3 
化 性 個体 の 割合 は 低 率 化し て いる の で , 31 (ERO 
ぁ ち 羽化 時 期 の 早い も の か ら は 3 化 性 の 個体 が 多く 出現 
し , 羽化 時 期 の お そい 成虫 か ら は 逆 に 2 化 性 の 個体 の 出 
現 率 が 非常 に 高い と いう こと に な る 。 

こと この よう に 見 て くる と 鹿 瀬 産 イ ネ カ ラ バエ 越冬 世代 下 
を 3 化 性 個体 と 2 化 性 個体 の 2 群 に は っ きり と 和 群 別 する 
は SG あ Ce 

次 に , 高田 と 大 曲 両者 の 交雑 F, 幼虫 の 発育 を 見 る と 
策 4 表 か ら は ふ化 の 30 日 後に お いて 1 令 か ら 遇 まで の 
すべ て の ステ ー ジ が 見 られ , 高田 お よび 大 曲 両 個体 群 と 
同等 な 2 つの 群 に は っ きり と 分 離し て いる と は 思わ れ 
ず , 中 間 的 な 個体 も 少数 存在 する よう で ある 。 この 点 は 
塵 瀬 の 幼虫 の 発育 変異 と 同 傾 向 で ある 。 な お 第 4 表 F, 
で 早 発育 個体 と 発育 遅延 個体 の 割 谷 が どちら を 雌 親 に 選 
. ぶ か に よっ て 異な り , Fi で は 母親 の 方 に 似 た 個体 が 多 
く な っ た が , これ は 平尾 (1959) の 結果 と 同様 で ある 。 

(ee ee 
間 と 交雑 が が 可能 で , し か る も 鹿 瀬 の 第 1 世代 幼虫 の 発育 
Bee RAE 
FOES 図 に 示し た Krs>F」>Kr。 と いう 時 発育 個体 の 
出現 率 の 順序 が 策 5 表 た 示し た 交雑 系 個体 笑 に お ける 
rs>F」>Fps。 と いう 大 並列 食 痕 茎 率 の 順序 と 同様 で あ 
る 。 混 発 地 帯 が 2 ・ 3 化 の 分 布 境界 附 近 た に あっ て , 両端 
に は 2 化 地帯 と 3 化 地帯 が 接し て いる こと と あわ せ て , 
これ ら の 実験 結果 を 考え れ ば 混 発 地 た お ける 個体 群 が 2 
・3 化 両 系 統 の 自然 交雑 に 由来 する 個体 妖 で ある と する 
の が 妥当 の ょ よう で ある 。 

さて ここ で , 混 発 地帯 に た お ける 成虫 発生 と 交雑 ほ に つい 


て で て 才 を て みよ うま すず 策 1 化 期 に は 前 記し たよ うに 成 下 
OUCH epic, 発育 が 早く 初期 た 羽化 し た 成 


政 は や は り 同 様 羽化 の 早い 成 是 と 交尾 する 機会 が 多く , 
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後期 た 羽化 する 個体 と は 交尾 で き な い で あろ うし , GB 
に 羽化 し た 発育 の お そい 個体 に つい て は それ と 全く ぐ 聞 
こと こと が いい うる 。 次 に 第 1 世代 幼虫 は 表現 型 に お いで 
2 化 性 の 個体 と 3 化 性 の 個体 の 両 群 た 分 れ , し じ た が う 
第 2 化 期 に は 3 化 性 の 個体 だ けが 写 に 交尾 する こと に 
る 。 最 後に , 3 化 性 の 第 2 HAL 2 化 性 の 第 1 ER 
VLE DICHARRICMUET Sed, 第 3 (EMO BHA 
に は 2 化 性 の 個体 と 3 化 性 の 個体 が 同時 に 発生 し , 画 
は さか ん に 交雑 を 行なう こと に な る 。 こ の 場合 策 5 区 
も 示し た よう に Kr。 も 大 曲 の も の ょ り 発 育 の 早い 個 価 


含ん で いる し , Ke; で も 高田 の も の より お そい 個体 が 


われ る と いう よう に , 秋 発 生 す る 3 化 性 第 2 世代 成 串 
2 化 性 の 第 1 世代 成虫 も る それ ぞ れ 3 化 性 系 統 ぞ 2 ARE 
統 と は いく ら か 異な っ て いる た め に , 混 発 地 に お ける 
3 化 両性 個体 群 の 交雑 は 本 報 に 記し た 高田 と 大 曲 の 次 
実験 の ょ うな 簡単 な も の で な いこ と は 想像 に 難 ぐ な 
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2° 3(GRFEMIC ISI O14 AD TREO REA 
る た め に , 新潟 県 鹿 瀬 町 産 の 越冬 幼虫 を 高田 へ 移し , 
曲 産 お よび 高田 産 個体 群 と 比較 し な が ら 種 々 の 発育 生 
実験 を 行ない 次 の よう な 結果 を 得 た 。 

1) 秋 越 冬 寄主 植物 と と も に 高田 へ 移し た 鹿 瀬 産 音 
び 大 曲 産 イ ネ カ ラ バエ の 翌 春 た お ける 幼虫 発育 速度 ) 
よび 第 1 化 期 成 是 羽化 時 期 を 高田 の も の と 比較 する 
高田 が 最も 早く , Few, 大 曲 の 順に 遅れ た 。 
2) 越冬 世 代 幅 の 員 期 間 は ご ' く 初期 に ET 
うち に 高田 の も の と 同 程度 に 短い も の が 少数 見 ら 
か が, その 他 は 大 曲 産 と 同 程度 の 長期 を 要 し た 。 | 

3) 第 1 化 期 成 事 羽 化 消長 曲線 も , BR HE a 
変異 分 布 曲 線 も 明り ょ うな 2 山 型 と は な ら ず , Lice 
て 第 1 化 期 成虫 を 2 化 性 お ょ び 3 化 性 個体 に 2 群 別 
RE 

4) 第 1 化 期 幼虫 に は 高田 の 個体 群 の ょ うに 後期 
並列 食 療 を 出現 し , BORE CHLt 5 REO RV 
体 と , 大 曲 産 の ょ うに 幼穂 を 食っ た 後に 踊 化す る 発 
ee AWN AIR BRL eens gh ee 

い 少 数 の 個体 も 見 られ た 。 

6 第 1 化 期 に 早期 に 羽化 し た 成虫 か ら は 発育 の 
個体 が 高 率 で 出現 し , 後期 に 羽化 し た 成虫 か ら は 発 
お そい 個体 が 大 部 分 で , 第 1 化 期 発育 遅延 個体 の 害 
ふ化 食 入 時 期 の 遅れ る 程 増 大 し た 。 

6) 早 発 育 個 体 だ けた に つい て い を ば , ふ化 時 期 の 1 
に か か わら ず 幼 虫 期間 30 日 以下 の 個体 が 多数 を 占め } 
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の 鹿 瀬 産 越え 幼虫 の うち 発育 速度 中 位 の 個体 の 子 世 
( 虫 の 発育 変異 と , 大 曲 と 高田 の 交雑 FP, OFFA RIX 
MEA TID, と も に 発育 の 早い 個体 と お そい 個体 が 
i > 中 間 の 個体 は 少な か っ た 。 
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の 機会 に つい て も 言及 し た 。 
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Geographical Races in the Rice Stem Maggot, Chlorops oryzae MATSU. 
(2) Developmental Ecology of the Population of 
the “Intermingled Region ” 


By Toshikazu Iwata and Ken-ichi KisHINo 
Hokuriku National Agricultural Experiment Station, Takada, Niigata Pref. 


| In the previous paper, the authors have report- 
4 that there were two geographical races in the rice 
maggot, Chlorops oryzae Matsumura. One 
them distributes in the southern part of Japan 
d has three generations a year, whereas the other 
istributes in the northern part of Japan having 
nly two generations. In the border region of the 
bove two areas, populations consist of both races. 
“herefore, studies on the populations of such a 
otermingled region may contribute in increasing 
he knowledge of the geographical races in the rice 
tem maggot. From this viewpoint, the authors 
ave conducted some ecological experiments on the 
aaggot population of Kanose, the situation of 
which is in the intermingled region. The maggots 
rom Kanose were transferred to Takada (three- 
eneration area) and were compared with those 
Ff Takada and Omagari (two-generation area). 
The results are as follows: 

. The emergence of the first generation popula- 
ions of Kanose and Omagari which were over- 


yintered at Takada under natural condition occurred 


later as compared with that of Takada. Among 
these populations the emergence of Omagari was 
the latest. 

2. The authors have reported in the previous 
paper that the pupal duration of winter generation 
of Takada population was shorter than that of 
Omagari. The pupal duration of Kanose popula- 
tion varied from short as Takada to long as Oma- 
gari. 

3. It was impossible to divide the Karnose popu- 
lation into two groups of two- and three-genera- 
tion types with the emergence period of the first 
generation flies or with the variation of the pupal 
duration of winter generation. 

4. The first generation larvae of Kanose were 
reared on young rice plants of susceptible variety. 
In this case, two kinds of larvae were observed; 
the one was quickly growing larvae which pupated 
soon after feeding only a few leaf blades remain- 
ing some arranged acars on the leaves injured 
at the later larval period, and the other was 


slowly growing larvae which did not remain 
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arranged acars on the leaves and did not pupate 
before they fed young panicles. Besides these two 
kinds of larvae, somewhat slowly growing larvae 
which remained arranged acars and pupated before 
the heading of the host plant were seen. 

5. Many of the quickly growing larvae seemed 
to come from the early emerged flies, while many 
of the larvae which came from the late emerged 
flies seemed to be the slowly growing larvae. The 
rate of slowly growing larvae in the first genera- 
tion increased gradually with the delay of hatch- 
ing period. 

6. In respect of the quickly growing larvae, 
most of them pupated within thirty days regardless 
to hatching period. 

7. In the next brood population which came 
from the cross of the Takada and Omagari, most 


of the larvae became either quickly or slowly 


RS HLS 
growing ones. This result was similar to the neé 
brood population of the first generation flies 
Kanose which had medium growing speed. 

8. In F, population derived from the quicl 
growing individuals of F, which came from 1 
cross of Takada and Omagari, the quickly grow: 
larvae appeared with high percentage. While, 
to the F, population derived from the slowly ero 
ing individuals of F, the reverse result J 
obtained. The similar results were obtained as tot 
third brood population derived from the indi 
duals of Kanose quickly growing in the first gel 
ration and the second brood derived from the in| 
viduals slowly growing in the first generation. | 

9. It may be concluded that the population 
the rice stem maggot in so-called intermin 
region represented by Kanose was the one deriy 


from natural hybridization between the two rac 


ャ ツバ キク イム シ の 個体 群 動 態 

THALENHORST, W. (1958) Grundziige der Popula- 
tionsdynamik des Fichtenborkenkdfers 
Ips typographus L. Schrift. Forstl. Fakul. Univ. 
Gottingen u. Mitt. der Niedersachs. Forsti. Versuch- 
sanst. 21, 126. 

と の 報告 は , 194642» 5504 icp TK 4 Y OF BK 
林 で 大 発生 を し た ヤツ バキ クイ ムシ の 個体 群 動態 を 論じ 
た も の で ある 。 著者 は 個体 数 変動 の 基本 原理 は 策 殖 と 死 
の CSS BRL 
FICS SHE LO MRT, それ か ら 描 か れ た 生命 
表 を も と に し て , 本 種 の 大 発生 を 論じ て いる 。 

本 種 の 大 発生 は 3 つの 時 期 に 分 れる 。 第 一 の “潜伏 
期 ” は 林内 で 自然 死 し た 枝 や 幹 と に は そば そ と 寄生 し て い 
る 段階 で あっ て , と の 時 期 の 抑圧 要因 は , 寄生 に 適し た 
衰弱 枝 が 少な ね と と と , それ に 伴っ て 起こ と る 他 種 の キク 
イム シ と の 樹皮 下 で の 競争 で ある 。 本 種 が 洪 伏 期 を 脱 す 


ero8en 


oe | 


Zit, RED RMI SERCO ee 
倒木 が 生じ , そ と で 本 種 が 自由 に 増殖 し な けれ ば 如 i 
bo CORA, “拡張 期 々 で ある 。 拡 張 其 に 増加 | 
CAR, 潜伏 期 に は 寄生 で き な か っ た 立木 を も 全 ] 
DITIE So. TILT, MMOL COREE So 
を “ 激 害 期 " LMP Ss, 

a 
る けれ ども , その 作用 は 樹 度 下 で の 幼虫 の 種 内 競 等 i 
ち 消 され て し まい らい, あま り 大 き な 役 割 は 果たさ な い 
アリ な ど に よる 補 食 は 潜伏 期 に は 相当 な 役割 を 果 だ 1 
大 発生 を 押え る 力 は な い 。 病気 や 過 湿 ・ 低 温 と よる 
死 も , 大 発生 は 押え な い 。 け っ きょく , 本 種 の よう 
性 保護 の 進ん だ と ん 下 の 大 発生 は , 風 害 な ど に よる 
の 衰弱 に 始ま り , 人 間 が 防除 し な ら か ぎり , 広 面 積 E 
林 を 枯らし た の ち に 種 内 競争 が 主要 な 抑圧 要因 と な [ 
で 続く の で ある 。 ( 農 技 研 GF RRS 


CLD PAY Lease ACY Pa aE HR & AS 
・ ど は 村山 盆地 の 西南 部 に 位置 する 水田 地帯 で 


天 箱 の 被害 は 北谷 地 に 比べ 溝延 で 著しい 。 こ 
| うな 近接 し た 常 発 地帯 と 少 発 地帯 と に お け 
Sa 24 HOREL, Chew ¢ SRE 
| の 関係 を 明らか に する こと は , HORE 
ド 雰 解明 する 上 で 意義 ある こと と 考え られ る 
放 従 来 全く 調査 され て いな か っ な た 。 山形 県 立 
: 業 試験 場 技術 研究 課 病 害虫 研究 係 で は 1956 年 
り に の 問題 に つい て の 調査 を 開始 し , 1958 年 
「 上 は 農業 技術 研究 所 害虫 防除 第 一 研究 室 も こ 
剛 加 わ っ た 。 調 査 は 1959 年 まで で 一 応 の 結果 
柏 攻 た の で ここ に その 大 要 を 記し て 
仙人 き と と する 。 

| 末 調 査 の 開始 以来 常に 興味 を も っ て 問題 の 進 
LeRFoCKS), また 多く の 御 助 言 を いた 
「 ま た 山形 県 立 農業 試験 場 岡 崎 勝 太郎 場 長 な ら 
「 ほ 上 農業 技術 研究 所 深谷 昌 次 , AFRO 
あつ っ つく 御礼 申し 上 げ る 。 


Ll 試験 地 の 概要 


| 週 生 町 附近 の 概念 図 を 策 1 図 に た 示す 。 同 町 は 
UO BMC lL, 出羽 丘陵 の 主峰 月 
| の 東方 約 16km に ある 葉山 (標高 1, 462m) の 
SLICE BAS 4 RAF EP LICH S. 地質 
CUSRHE, 北谷 地 両 地区 と も 策 4 紀 新 層 ( ち 
5A) に 属し て いる が , 北谷 地 で は 一 般 に 
bE <, 腐植 質 含量 が 高い (5~8%) の た に 反し 
痢 溝延 で は 耕 五 浅く 腐植 が 少な く (222 以 下 ) , 下層 
| ACR EHH Lino THAR, 収量 は 北谷 地 よ り 
fEV> (i 山 形 農 試 , 1951)。 か ん が い 用 水 は い ずれ る も 葉山 


| 画 の 丘陵 を 水源 と し て いる 。 


(1960 年 11 月 2 日 受領 ) 


ニカ メイ ガ の 発生 に 及 攻 すす 土壌 カイ 酸 の 影 


th Ey as Bb wh Re RR 
山形 県 立 農業 試験 場 


ey EF Ap 
農林 省 農 業 技術 研究 所 


0 1 2 3 


第 1 図 山形 県 西村 山 郡 河北 町 附近 
Oia HRA es 
2. 両 地 区 水田 に お ける 調査 
溝延 と 北谷 地 と で ニカ メイ ガ の 発生 量 や 被害 状態 が , 
実際 に どの 程度 異な っ て いる か を 1956 年 ~1959 年 に わた 
っ て 調査 し た 。 
両 地区 に お ける ニカ メイ ガ の 発生 量 両 地 区 に 設け た 
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EHS EA PRMRIT IC XL BVT ~ 19M D = 24 His 
Mme B1lZes LOMAS, PROBE eh 
表し て いる も の と みな せ ば , 調査 し た 6 回 の 発生 期 を 通 
UTC, 溝延 で の 発生 は 北谷 地 で の それ に 比べ で 著 選 ぐ 多 
いこ と と が わか る 。 な お 1956 年 の 成績 は , BRUT OPC 
より 欠 測 が 生じ た た めこ と こと に 掲げ な い が , 他 の 年 次 と 同 
様 北谷 地 よ りゃ る も 溝延 で 発 帳 数 の 多い こと が 認め られ た 。 


A 

clad 
BL 500 |}— 
数 


Vir-1 

月 日 
第 2 図 潮 延 北谷 地 両 地区 で の 予察 
AT MRR (19584F) 

— WE 


第 1 表 FRAT HMMM (lee se) 


HAW ADE HS S ss 


5A Ble 
防除 田 で の 成績 を 策 2 表 に た に, また 1958 年 第 1, 2 16s 
無 防 除 田 で の 成績 を 第 3 表 に 示す 。 


3. 両 地区 産 ニ カメ イガ の 比較 (1) 


以上 の 調査 か ら 溝 延 で は 北谷 地 よ り も ニカ メイ ガ り 7 
生 量 が 多く , また 被害 も 著しい こと が は っ きり し た 3 
の 原因 が 両 地区 に 分 布 し て いる ニカ メイ ガ 和 群 の 間 に こぅ 
が ある た めで ある か どう か を 』 
目的 で , KCAL 
LOUMEOKS & & ile Lice 

MEOMBR MEOKS: 
蔵 卵 数 と の 間 に は 高い 相関 関 1 
知ら れ て いる の で , 両 地 区 の 
24 HO biotic potential ° 
ARMEEL LAL LT, He 
の 開閉 長 を 測定 し た 。 材 料 は 
年 8 月 14~15 昌 に 両 地区 の 予 
で 採集 し た 第 2 化 期 成 虫 で あ 
結果 を 策 4 表 に 示す 。 両 地区 
成 下 は 開閉 長 か ら 見 る と 同 | 
団 に 属し , FIBRIL 
が 認め あら れ な か っ た 。 


第 3 表 1958 年 に と お ける 被害 発生 状況 


地 区 | 化 期 | 1957 年 | 1958 年 | 1959 年 (100 株 あたり ) 
第 1 化 期 | 1907| 1,981|1 351 | | *# =e Ew | 
i x | 第 2 化 期 | ree 1,901 893 pea! as 
| zp 4,475 | 3,882) 1,247 | (Ef ES) te fh 2E| ZO th) 計 | 生 
mite | 534) 429 213 7 月 3 (| 259| 1 | 42 J 2720s 
北谷 地 | 第 2 化 期 | 11209| 335) 239 tam] 40! 2 | 6 | 48 4.0 
at | 1748] 824 |. 452 Sse it ES 
: @ 邊 124| 27 | 8 | is9l S03 
ee 策 1 化 期 | 3.57 | 4.05 | 1.65 TAA lem) 36/0 | 6 |-42l 2c 
第 2 化 期 | 212 | 5.67 | 3.75 | : 
北谷 地 計 2.57 4.71 2.76 7 A24H 溝延 0} 51 0 51 1.9 
tsa} of} 15 | o | 1510.7 
策 2 表 1057S LLM IC BU SEER | 
| —.| —.| 59 | pouaee 
. (100 株 あたり ) 10a 北谷 地 | 一 — 27 27/ 1.3 
ih 区 | oie | 同 信頼 限界 (9524) ? 
第 4 表 B22 RtoMAae 
溝延 23.4 本 17.7 へ 29.1 末 : = 
北谷 地 9.1 | 6.5~11.7 | Kiam | PROC MIRE ly 
" 溝 延 23.36mm | 22.59 へ 24.13mm | 1 
両 地 区 水田 に お ける 被害 状態 両 地 区 の 水田 に お ける AGA He | T2325 22.15~24. 35 1 


被害 捧 態 を 1956 年 ~1958 年 の 各 加 害 期 に 調査 し た 。 る の 
結果 いずれ の 加害 期 に お いて も 溝延 地区 水田 の 被害 が 北 
谷地 地区 水田 より も 著しく 多かっ た 。 そ の うち か ら 例 と 
し て 1957 年 第 1 化 期末 ( 7 月 25~26 昌 調査 ) に お ける 一 般 


、 越冬 前 幼虫 の 体重 1956 年 お よび 1957 年 に 両 地 
SEAT OWRD PRI L PATA OH 2 化 期 幼虫 
て 体重 を 測定 し た 。 結 果 を 第 5 UCR. BNE 


| 1961 年 3 月 
1 

次 区 間 に 差 が 認め られ , 溝延 産 の 方 が 北谷 地産 の 幼虫 よ 
9 も 大 で あっ た (P< 0.05), 

| 考察 両 地 区 で 採集 し た ニカ メイ ガ 群 の 諸 形質 に 差異 
ROSS, CORR =A 24 HRA BO 
FL ODAN YE, CHCHOMOAE L TU % Wh O UR 
| 条件 や 水稲 の 状態 な ど 生 活 環境 の ちがい と の 和 で ある と 
ROHS. 


| BSR 越 を 前 幼虫 の 休 重 


|956 征 
pea | 産地 esate] “FP OIA | ope a 
Hae [tk 延 81.9mg 77.3~ 86.4mg | 20.3% 
ME lest, 64.3 60.3~ 68.3 22. 8 
90.9~108. 1 28.2 
71.8~ 82.8 25.1 


と | IRB 
53.5~ 58.1meg 21.6% 
33.9~ 48.1 31.2 
64.8~ 71.2 27 it 
43.1~ 49.7 16.9 


ie 
| ABO, WAN OMIT ILM 
[02> WEED HMB ok. MROKBL AA PORT 
PRE OMNI 非常 に 高い 負 の 相関 関係 が 知ら れ て いる 
| 深谷 ら , 1954) OC, 溝延 産 幼虫 で 見 られ た 重い 体重 
HEC OW OF 1 (MEME SBA Lo CUS 
は 予想 で きる 。 し か し な が ら こ の こと は 両 地区 産 
WIA ARTHAS OMAN EMSS CLERT 
POC. LOKELKBALEALNS (ARR 
Pav) Svs) 38 2 (EMHER HE OPAC MRE Sh 
depo CeEMbAT, MRABO MRE = 7X4 
HBOMOREMENOBTCLSLYGS LY, むし ろ 
aX OA TSIRBIC DAV MH SCLERLTSOT 
REL HED 5 2. 

4. 両 地区 産 ニ カメ イガ の 比較 (2) 

| AOR, 両 地区 産 の = カメ イガ 和 群 自身 の 問 に 本 質 
ABAD 6 LV DIALED Miedo te. 越冬 前 幼虫 
WRB bAS CER WS 4 NOH, 北谷 地産 
iD を れ よ りゃ も 強い 傾向 が ある と い を る か も し れ な い 。 し 
| 形 に の 体重 の 差 が , ニカ メイ ガ 和 群 自 身 の も つ 特 性 に ょ 
LOWwSZOCH SD, それ と も 幼虫 の 生育 し た 環境 の ち 
i 全 に 基く も の で ある か は 明らか で な い 。 

| 須 こ で 両 地区 産 の = カメ イガ を , 河北 町 か ら 十 方 へ 約 
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20km へ だ た っ た 山形 市 内 の 由 形 県 立 農業 試験 場 構内 へ 
HO, 同一 条件 で 飼育 し て , 幼虫 の 加害 性 , 生存 率 , 体 
重 な ど を 比較 検討 し た 。 

LLB RO ee 溝延 , 北谷 地 両 地区 より 第 1 化 
期 成虫 を 採集 ヒ , 産卵 させ , ふ化 幼虫 を あら か じじ め 試 験 
場 構 内 で ポッ ト に 栽培 し た 生育 均等 な 水稲 に 接種 し て , 
被害 茎 の 発生 状況 , 幼虫 の 生育 お よび 生存 率 に つい て 比 
AAA Lice 

FBGUIIISTIE ICA Te oto WARE 1/5, 0007 — wv + # 
ッ ト に 試験 場 の 水田 土壌 を 入れ , 普通 苗代 育苗 の 品種 
「 大 黒 早 生 」 の 苗 を 6 月 3 日 に ポッ ト あ た り 1 株 1 本 植 
と し て 栽培 し た 。 ふ 化 幼虫 の 接種 は 北谷 地産 を 6 月 28 日 
に , 溝延 産 を 6 月 29 日 に 行なっ た 。 両 地区 各 10 ポ ッ ト の 
水稲 に ポッ ト あ た り 6 VAR 609H 3% SENAY A HEREEL 
re 

7 月 3 日 , 94, 17 日 , 27 日 に 被害 茎 発 生 状 況 を 立 毛 
の まま , また 8 月 3 日 に 刈り 取っ て 被害 世 数 , 生存 幼虫 
数 お よび 生存 幼虫 の 体重 を 調査 し た 。 


BO 両 地区 産 ニ カメ イガ 幼 中 に じ に よる 被害 菜 の 


発生 (第 化 期 ) 
7 月 ol ee oe 
産地 | 34 9m eH 
Wie ole acl soot al Venere 
ASEH | em | 33 | 74 | st | — | — 
pk EO dasa 
MER) am | 0 | 0| 4 | 23 | 35 
第 7 表 WMKE db X41 HYRoOLER 
(第 1 化 期 ) 
接 RAE ES + | az | 同 信頼 限界 
2 MM | 幼虫 致 糞 殻 の 合計 | =F* | (902) 
潮 延 | 60 16 | 26.726 | 17.5~35.99% 
北谷 地 | 60 22 | 36.7 | 25.3~48.0 
BSH 両 地 区 産 ニ カメ イガ 幼虫 の 体重 
(第 1 化 期 ) 
産 地 平均 休 重 | 同 信頼 限界 (952%) 変異 係 数 
3% 延 342msg| 16.2 ~ 52.2mg 42.4% 
北谷 地 | 54.7 | 38.9 ~ 70.5 | 31.9 


結果 を 策 6 ~8 表 に 示す 。 被 害 茎 の 発生 は , 幼虫 接種 
後 し ば らく は 両 地 区 産 幼虫 区 間 に 差 が な か っ た が , 末期 
に お ける 心 枯 茎 数 は 北谷 地産 幼虫 を 接種 し た 区 で 多かっ 
た 。 こ れ を 裏書 きす る よう に 幼虫 の 生存 率 や 体重 も それ 
ぞ れ 北谷 地産 の 方 高い 傾向 に あっ た 。 

第 2 化 期 幼 虫 の 比較 第 1 化 期 功 虫 の 比較 と 同様 の 実 


20 日 本 応用 動物 昆虫 学会 誌 


BRA 19574298 2 化 期 に 行なっ た 。 水 稲 は 試験 場 の 土壌 を 
入れ た 1/2,000 ア ー ル ・ ポ ッ ト に , 保温 折 裏 苗代 育成 の 
「 大 国 早 生 」 OM 5 月 26 日 た ポッ ト あ た り 3 株 , 1 株 
1 本 植 と し て 栽培 し た 。 供 試 ボ ポッ ト 数 は 各々 3 個 ず つ で 
ある 。 8 月 20 日 に ふ化 直後 の 幼虫 を 全 茎 に 1 BP ORM 
内 側 に 接種 し , 9 月 28 日 に 刻 り 取っ て 被害 茎 お よび 生存 
幼虫 を 調査 し た 。 

結果 を 第 9 表 に 示す 。 被 害 茎 数 は 溝延 産 幼虫 を 接種 し 
た 区 で わずか に 多い 傾向 が 見 られ た が , その 差 は 有意 で 
な く (P>0.1), 幼虫 の 生存 率 は 産地 間 に 全 く 差 が な か 


2) meg 


BO Ken rt PMc kKARHE 
DRA LS HOARE (FR 2 (tH) 


接 種 被害 | 生 Bex 同 信頼 限界 
Rael ear gia EPR (9022) 
wm xz | 146| 57 | 29 [19.996 14.7~25.196 
北谷 地 166 | の 19.3 | 14.5~24.1 


考察 実験 の 結果 , 被害 茎 の 発生 状態 は 第 1 化 期 で は 
北谷 地産 幼虫 区 で 著しく , FF 2 化 期 で は 逆 に 溝延 産 幼虫 
区 で 多い 傾向 が あり , 1, 2 化 期 を 通じ て 一 定 の 関係 は 
認め られ な か っ た 。 

一 方 策 1 化 期 炉 虫 の 生存 率 や 体重 は , 統計 的 に は 有意 
で な い が , 北谷 地産 幼虫 が 高く , 第 2 化 期 幼虫 の 生存 率 
は 産地 別 幼 虫 間 で 全く 差 が な か っ た 。 こ れ ら は 前 節 で 述 
べた 越冬 前 幼虫 の 体重 の 比較 か ら 得 られ た 結果 と は 明 ら 
か に 相反 する 。 

以上 の 講 結 果 か ら 見 て , 両 地区 に 分 布 す る ニカ メイ ガ 
群 の 生理 生態 的 諸 性 質 の 間 に 著 し い 差 が ある と は 考 を ら 
れ な い 。 ま た 前 節 で 述べ た 越冬 前 幼虫 の 体重 の 地域 差 
は , 両 幼虫 群 の も つ 本 質 的 な 性 質 の ちがい に よる も の で 
は な く , それ ぞ れ の 幼虫 群 の 生活 し た 地区 の 細 境 条件 の 
ちがい に 基く も の で あろ 5。 

5. 両 地区 土壌 の 比較 

以上 の 結果 , ニカ メイ ガ の 発生 量 や 水稲 の 被害 量 に 見 
られ る 地域 差 は , 両 地 区 ニニ カメ イガ 群 の 生活 環境 の ち が 
い に 基 因 し て いる よう に 考え られ た 。 最 初 に 述べ た よう 
に 両 地区 水田 土壌 の 性 質 は 相当 異な っ て いる こと が 知ら 
れ て いる の で , それ ぞ れ の 土壌 を 試験 場 に 運び これ に 栽 
境 し た 水稲 を 使用 し て , ニカ メイ ガ と の 関係 を 調査 し 
Vers 

REZORECH ROLE THK LO REL 
た 土壌 を 試験 場 に 運び , 15kg ずつ 1/2,000 7—w- # 
ッ ト に 入れ た 。 肥 料 と し て 宏 素 (硫酸 アン モニ ア ) , リ 
YR ( 過 リ ン 酸 石灰 ) お ょ び カ リ (塩化 カ かり) を 成分 量 


BSA BLS 


で 1g ずつ 元肥 で 施用 し , CHIC TRH AS BG 
「 大 国 早 生 」 苗 を 5 月 25 日 に ポッ ト あ た り Be, LHR 
本 ずつ 移植 し た 。 移 植 後 約 1 ヵ月 た っ た 6 月 23 日 に あふ 
直後 の 策 1 化 期 幼 虫 を 1 株 あたり 4 頭 , ポッ ト に つい 
ト 12 頭 ずつ 葉 哨 内 側 に 接種 し た 。 接 種 幼虫 は 試験 場 構 
で 採集 し た 成虫 の 卵 か ら 得 た も の で ある 。 7 月 15 日 に 
FL UCHR (硫酸 アン モニ ア ) を ポッ ト あ た り 1g 
ES 
水稲 の 生育 状態 償 よび 被害 茎 の 発生 を 7 月 3 日 か ら 
月 27 日 まで の 間 に と 4 回 立 衝 の ま ま 全 株 に つい て 調査 
また 7 月 31 日 に 全 和 株 を 刈り 取っ て , 被害 茎 数 , 生存 幼 
数 および 幼虫 体重 を 調査 し た 。 結 果 を 第 10~12 表 お ま よ 
第 3 図 に 示す 。 
第 10 表 両 地 区 土壌 栽培 し た 水稲 に 対す る ニカ 
メイ ガ 幼 虫 の 加害 状態 (ポッ ト あ た り ) 


Dy 


調査 日 | 土壌 区 |= 数 | oe | 全 被 害 攻 
| 32/6334 | 0 &| 13.32 
TASA | sew | 67.2 01-1 94 
ve xe | 74.7 0.3 22.1 
THOA | sea | 70.2 0.1 15.9 
| # 32 | 63.6 4.3 13.8 
7 月 17 日 | seve uy | 64.2 1.4 11.0 
| KE | 79.2 11.9 11.9 
PROTA | seaeats | 67.2 2.8 2.8 
: i HE | 74.6 13.5 13.5 
7 A318 北谷 地 | 70.5 3.5 3.5 
策 11 表 両 地区 土壌 た 生育 し た 水 笑 に お ける 
幼虫 の 生存 率 
接 種 生存 虫 数 | 同 信 頼 限 
$e) | | ae 
sosteeel gh | am | at | (90%) | 
wt 32 96 |32 6 | 38 9.626| 31.0 へ 48.2 
北谷 地 96 |19| 1 1|20120.8 14.3~27. 3} 


第 12 表 両 地区 土壌 た 生育 し た 水稲 を 摂 食し た 上 


Sy th © HT 
ee の 信二 
Ti 延 51. 4mg 44.3 ~ 58.5 
北谷 地 48.1 40.2 ~ 56.0 


水稲 は 全体 的 に みて 両 土壌 区 で ほぼ 同様 の 生育 稀 | 
た も の と 考え て よい で あろ う 。 一 方 全 被害 茎 数 , 
数 は と も に いずれ の 調査 日 に お いて る も, 溝延 土壌 団 | 
か っ た 。 最 多 被 害 菜 数 (7 月 9 AE) LER 
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VII-1 VI-l1 ViI-2 1 
月 日 
SSM 溝延 , ALAM WMIC AB Ut kA ic 
お ける 被害 茎 の 発生 状況 
en ORE 
ER aaa 


' 導 SRASMEMCEe LiKE, 7 
19 還 以後 の 幼虫 死亡 素 が 溝延 土壌 区 で より も 高かっ た こ 
陸 を 示し て いる 。 

| 欄 種 幼虫 1 頭 あ た り の 心 枯 世 発生 数 は 潮 延 の 1.13 本 に 
し 北谷 地 は 0.29 本 で あり , 北谷 地 地区 土壌 の 水稲 で 
3 了 枯 茎 の 発生 に 対し て 抵抗 性 が ある こと を 予想 させ 
3 を そこ で 接種 幼虫 の 生存 率 を 比較 する と 溝延 区 39.62, 
NGAI 20.826CHY, その 比 は 1.9: 1 と な る 。 こ れ 
Pe SEO FEAL 3.9: 1 と 比べ る と , 北谷 地 土 壌 区 の 
記 衝 で は 接種 幼虫 の 生存 率 が 低い の と 同時 に , 生存 幼虫 
攻 か ら 予 想 さ れる より も 心 枯 茎 の 発生 が 少な いこ と が わ 
\ る 9 すす なわ も 北谷 地 圭 壌 区 の 水稲 は , 溝延 区 の 水稲 に 
べ , 幼虫 に 対し て 抗生 作用 (antibiosis) と 耐性 (to- 
erance) と を 強く 示し て いる 。 
BLOM MEL MAMI BLD Sc Lac 
な か っ た 。 し た が っ て 北谷 地 土 壌 区 水稲 の 強力 な 抗生 
MERA, 栄養 生理 学 的 要因 に ょ よ ょ る 部 分 は 少な いも の と 考 
と られ る 。 

幼虫 の 食 入 選択 性 前 項 と 同様 に し て , 両 地区 土壌 を 
Bop am He I 
成分 量 で 2g ずつ 施用 し , chic (AMR He 5 
27 旧 に 移植 栽培 し た 。 8 月 12 日 に 止 葉 より 下 に 第 3 葉 
の 双 部 を 長 さ 6 cm に 切り 取り , 直径 18cm の シャ ー レ 
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DIENT ERX Ok FBS 4 本 ずつ を 交互 に 放射 
捧 に 配置 し た 。 ジ シャ ー レ の 中 央 に ふ化 直前 の 第 
2 化 期 卵 塊 を 置き , ふ化 2 日 後に 各 茎 に 食 入 し 
た 幼虫 数 を 調査 し た 。 実験 は 3 回 くり か え を し 
た 。 結 果 を 第 13 表 に 示す 。 幼 虫 は 溝延 土壌 区 に 
AREF Lick Re BRL CHAT SAMAR 
rey 

成虫 の 産卵 選択 性 ふ化 幼虫 は 食 入 に 際 し て 
北 答 地 土 壌 た に 生育 し た 水稲 より も , 溝延 土壌 区 
水稲 を 選択 する 傾向 が 認め られ た が , 実際 の 水 
田 で 問題 と な る の は 幼虫 の 食 入選 択 人 性 より も 成 
虫 の 産卵 選択 性 で あろ う 。 な ぜ な ら ば 成虫 の 行 
動 箇 囲 は 幼虫 に と 比べ て は る か に 大 きく , 更に 水 


Vn-31 稲 の 条件 づけ が 土壌 要因 に ょ っ て , 相当 広い 面 


積 を 単位 と し て 行なわ れ て いる か ら で あ る 。 し 
か し 成虫 の 産卵 選択 性 を 直接 調査 する こと は , 
いろ いろ の 困難 を 伴う ので, ここ で は 自然 産卵 
区 た に お ける 幼虫 数 お よび 被害 茎 数 を 調査 し , 同 


MISH 両 地 区 土壌 に 生育 し た 水稲 に 対す る 
AAEM RORABRE 
ti i UE cat GR 
土壌 区 | 。 食 入部 位 | ーー 
部 位 別 | al 
| £8 内 22.9% as 
溝 延 | 竹 内 | 41.7 64-676 
| 
ax = 4 内 12.0 


時 に 隣接 する ふ化 幼虫 接種 区 で の 幼虫 生存 率 お よび 被害 
茎 率 を 調べ て , この 両者 か ら 成 虫 の 産卵 選択 竹 を 推定 す 
DT E aie. 

溝延 , 北谷 地 両 地区 の 土壌 を 1/2,000 ア ー ル ・ ポ ッ ト 
に つめ 、「 大 国 早 生 」 苗 を 6 A 4 ACBL. BRE 
卵 区 ポッ ト は 野外 に 放置 し , 試験 場 附 近 の 第 2 化 期 成虫 
に 自由 に 産卵 させ た 。 ふ 化 幼虫 接種 区 ポッ ト に は 試験場 構 
内 の 綱 室 内 に お き , 8 月 13 日 に , ふ化 直後 の 幼虫 を 接種 
0 信金 が を 林 到 内 に 心 客 し 7 
た 。10 月 6 日 に 全 株 を 刈り と っ て , 被害 茎 数 お ょ よび 生存 
幼虫 数 を 調査 し た 。 

結果 を 第 14 表 に 示す 。 被 害 茎 数 お よび 生存 幼虫 数 は 自 
然 産卵 の 場合 も ,。 ふ化 幼虫 接種 の 場合 も と も に 北谷 地 圭 
壌 区 ょ より る も 溝延 土壌 区 で 多かっ た 。 

自然 産卵 区 で の 被害 茎 数 お よび 生存 幼虫 数 は 成虫 に ょ 
る 産卵 量 の ちがい と , その 後 の 幼 虫 の 生存 率 の ちがい と 
の 和 で ある 。 し た が っ て 両 地区 土壌 に 生育 し た 水稲 に 対 


22 HAD HD hw Bh FS ae EBay. i then 
第 14 表 ふ化 幼虫 接種 区 と 自然 産卵 区 と に お け で 本 節 で 実験 た に 供 試 し た 水稲 体 の ケイ 酸 人 各 量 を 測定! 
BEE ORERRON ES BR た 。 SHRIEK AREA RE LIK, HR I I 
ae tea A Re Birk, 不溶 性 と し て 可溶性 塩類 か ら 分 離す 2 
re vow, (eae| wow bee mE 存 i 次 に 性 下 で フッ 化 水 
i 被害 | 被害 [ee 竹生 Clg CHI AB) 2 HUH {eee I 
HARPS) ERE Toe a SE |) se Bhs oR 水 に より 揮発 させ , 揮発 に よる 減量 を 純 ケ イ 酸 量 と 1! 
幼 RE HE] 133.0/83. 0/62. 474) 133.0| 73.6 [55.376 BS 
接種 区 | 北谷 地 | 136.668. 2/49.9 136-6) oar eo 分 本 結果 を 策 15 表 た に 示 す 。 い ずれ の 実験 区 に お いて くさ 
pk ME] 112.8196.5132.4 | — | 30.0) — ACA HEE ZK AO 7 4 RS ULE RE: BER KAO 3 
産卵 区 | 北谷 地 | 143.521.014.6 — 0) — ALht soe 


FZ ME OBIE MS EBICIL, ふ化 後 の 幼 虫 の 
生存 率 が 両 地区 土壌 区 水稲 で , それ ぞ れ どの 程度 で あっ 
た か を 知ら ね ば な ら な い 。 そこ で 対照 と し て 設け た ふ化 
幼 下 接種 区 で の 幼虫 生存 率 を 見 る と , 潮 延 土 壌 区 55.32, 
北谷 地 土 壌 区 39.72% で ある 。 こ れ を 自然 産卵 区 に あて は 
め て 見 る と , 溝延 土壌 区 で は 54.2 頭 , 北谷 地 土 壌 区 で は 
17.6 頭 が ふ化 食 入 し た こと に な る 。 天敵 な ど に よる 牙 期 
間 の 死亡 率 が 両 土壌 区 間 で 等 し けれ ば , DeLee 
区 水稲 に 対し て , 北谷 地 圭 壌 区 水稲 の 3 倍 以 上 の 卵 を 産 
FURERTIVCH4S5.~ 
この 傾向 は 被害 茎 率 に つい て の デー タ か ら せ せ 支持 され 
る 。 すなわち ふ化 幼虫 を 接種 し た 場合 の 両 土壌 区 の 被害 
茎 率 の 比 は 1.22 : 1 で ある の に 比べ , 自然 産卵 両 区 の そ を 
nid1.77: 1 CHO, HRRMOZMAKESY. COLE 
は 自然 産卵 の 場合 に , S(tRALEDREORELEE 
水稲 に 多かっ た こと を 示唆 し て いる と 考え られ る 。 
水稲 体 の ケイ 酸 含 量 以上 の 実験 の 結果 , 土壌 が 水稲 
体 を 通し て ニカ メイ ガ 幼 虫 の 生活 に 影響 を 与 を て いる こ 
と が 明らか と な っ た 。 一 方 土質 調査 の 結果 か ら 両 地区 土 
壌 の 可 給 態 ケ イ 酸 含量 に 差異 の ある こと が 予想 され た の 
FSF 両 地 区 土壌 に 生育 し た 水稲 体 の ケイ 琶 含量 
1 [REORAELMROAER | を 調査 

Lic nkiiO 7 4 BAe 
@an |2 BR FF 


ae | 


& om A a| 71Bae 
te HE : 3.49% 
北谷 地 5 A258 7 月 31 日 | 5.3 


2 1 幼虫 の 食 信 選択 性 」 MALI KMO*y 4 


Pe 
WH 2 | 5 A278 Sse Br 
北谷 地 | 5 27H So 5.1 


土壌 中 の 可 給 態 ケ イ 酸 含量 EKER DZ 4 
酸 含量 と 水田 土壌 中 の 可 給 態 ケ イ 酸 含量 と の 間 に は きす を 
め て 高い 正 の 相関 関係 ( ヶ >0.9) BANCO 
吉田 , 1958) の で , 本 節 で 実験 に 供 試 し た 西 地区 土壌 9 
一 部 を 取り 可 給 態 ケ イ 酸 含量 を 測定 し た 。 分 析 は 今泉 ・ 
吉田 (1958) に よ ょ っ て 標準 化 さ れ た 方 法 に 従う て 』 エ 坦 
を 酢酸 繧 衝 液 で 抽出 し, モリブデン 青 を 発色 させ 比 色 衛 
fz (50mz) し た 。 分 本 結果 を 第 16 表 に 示す 。 北 谷地 起 
壌 は 溝延 土 譲 よ り も は る か に 多量 の 可 給 態 ケ イ 酸 を 含 そ 
LCS. 


第 16 表 HK BE DO ARR 4 RS 
Ci #2 +38 100g 中 の SiO, mg) 


+ 壌 区 | 可 給 態 ケ イ 酸 量 
pia 延 8. 9 
te 17. 4 


£2 本 節 の 実験 の 結果 。 溢 延 土壌 区 の 水生 で | 
Asano <7 goer 
虫 の 加害 に 対す る 面 性 が 低い こと が 明らか と な っ た qd 
CR RILEEINCR EC, また 幼虫 は 食 入 に 際 し て そる 
ぞ れ 溝延 地区 土壌 の 水稲 を 選択 する 傾向 が 認め られ | 
これ ら の 事実 は , 両 地区 の 水田 で 観察 され る それ 
致し て いる の で , RMD C A 44 HORRY 
害 量 が 著しく 異な っ て いる の は , ShEROKHLM 
性 質 と 深い 関係 が ある も の と 考え られ る 。 | 
KAKO 7 4 RG es LOBE OA Re 7 | 
| 
| 


| 


ER i meres 
た 。 すなわち 両 地区 土壌 中 の 可 給 態 ケ イ 酸 含量 の ah 
は , その まま それ ぞ れ の 土壌 に 生育 し た 水 衝 打 の 
念 量 の や が いと ど と な っ て いる ろ ミ と は 明らか で あろ る 。 Tl 
We STICHAT SAME = A 24 HOM LS EH 
in また 幼虫 の 食 入 選択 性 や 生存 率 も 低い こと は 

笹本 (1953~1959) に ょ っ て 指摘 きれ て いる が 中 
oR ee | 


19614F 3 月 仲野 ・ 安 部 ・ 武 田 ・ 平 野 : 
6. ケイ 酸 質 肥料 の 施用 試験 

両 地 区 土壌 の 可 給 態 ケ イ 酸 含量 の ちがい が , THEN 

3 第 育 し た 水稲 体 の ケイ 酸 含 量 に 反映 し , これ に よっ て 

HX イガ の 生活 状態 が 影響 を 受け る こと が わか っ た の 

で Q 両 地区 水田 に ケイ 酸 石 灰 を 施用 し て 水稲 被害 茎 の 発 

Beit l, あわ せ て 水稲 体 の ケイ 酸 念 時 を 測定 し た 。 


ニカ メイ が ガ が の 発生 に 及ば ぼ ば す 土 壌 ケイ 酸 の 影響 23 


結果 を 第 18 表 , 第 19 表 , お よび 第 4 図 に 示す 。 北谷 地 
で は 各 調 査 時 と も ケイ 酸 石 灰 区 と 無 処理 区 と の 間 に 差 が 
な く , ケイ 酸 石 灰 の 効果 は 認め られ な い 。 こ れ に 反し て 
溝延 で は 第 1 (AHR, 第 2 SRE, BLO 
幼虫 密度 は いずれ もせ も 無 処理 区 ょ より も ケイ 酸 石灰 区 で 少 
な く , ケイ 酸 石 灰 の 効果 が 認め られ た 。 し か し 北谷 地 と 


第 17 表 RE tai ay PF 


= $m ーー 


mh 区 a i 区 | ie © A & 
ケイ 酸 右 灰 施用 区 (A) 1 テッ レーー| BEM DULG + 4 HTD 
無 処 理 区 (B) ” | 現地 の 慣行 
ケイ 酸 右 灰 施用 区 (A) 1 ァ アール 現地 の 慣行 ナ ケ イ 酸 右 灰 
区 (B) V4 現地 の 慣行 
第 18 表 柄 地 区 水田 へ の ケイ 酸 石 灰 施 用 と 被害 状態 (38 1 te) 
or ae er 100 株 あたり ) 被害 
地 区 | 処理 区 | Si ike ET 
BAS bE | その 他 | at = ig 
= A 178 4 11 193 8.1% 
AE B 259 12 | 272 | 10.5 
A 40 2 6 48 sone 
dt Hb B 46 0 7 53 4.8 
A 85 14 4 103 3.7 
溝延 B 124 27 8 159 5.3 
. pacer 38 2 eae ee ee 
北谷 地 36 0 6 42 2.1 
A 0 27 0 27 1.0 
iE B 0 51 | 0 51 1.9 
a A 0 15 0 15 Oe tk. 
北谷 地 B 0 ts | 0 15 0.7 


| 19% 両 地 区 水田 へ の ケイ 酸 石 灰 の 施用 と 被 
SORES EU ER OORT HE) 


100 株 あ た 
a EE | saws 
A 48 3.8% 1 
it x6 | B | 59 4.9 22 
: A 31 bg 4 
地 | B | 27 1.3 | 2 


Vattiz 1 アー ル あ た のり 18.75kg で , 元肥 と し て 与え た 。 
| 供 繊 品種 は 農林 41 号 で , 3.3m? あ た り 64.5 株 を 6 月 4 
上 国 因 移植 し た 。 そ の 他 の 管理 は , それ ぞ れ の 地区 の 慣行 
We kote. tots 稲 作 期 間 中 は 殺虫 剤 の 使用 を 避け た 。 


同 程度 まで 被害 茎 数 を 減少 させ る こと は で き な か っ た 。 
各 試 験 区 水稲 体 の ケイ 酸 含量 は 第 4 図 の ょ うに 推移 す 
る 。 北 谷地 で は ケイ 酸 石灰 の 施用 の 有無 に か か わら すず , 
水稲 体 ア の ケイ 酸 含 量 は 高い 。 溝延 で は 水稲 体 の ケイ 酸 含 
量 が 低く , これ は ケイ 酸 石 灰 の 施用 に より 増加 する が , 
北谷 地 に は 及ば な か っ た 。 

考察 4 試験 区 に お ける 被害 度 を , 12 化 期 を 通じ て 
みる と , 北谷 地 無 処理 区 = 北谷 地 ケ イ 酸 石灰 区 < 溝延 ケ 
イ 酸 石灰 区 < 溝延 無 処理 区 , の 順に な る 。 一 方 水 稽 体 の ケ 
イ 酸 含量 を 同様 に 順位 づけ る と , 北谷 地 無 処理 区 一 北谷 
地 ケ イ 酸 石灰 区 > 溝延 クイ 酸 石 灰 区 > 溝延 無 処理 区 , と 
な り , 水稲 体 の ケイ 酸 含 量 と ニカ メイ ガ に よる 被害 茎 数 
と の 間 に 明 りょう な 負 の 相関 関係 が 認め られ る 。 こ の 事 
実は 溝延 , 北谷 地 両 地区 で 見 られ る ニカ メイ ガ が ガ の 発生 量 
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VI-25 VIG VIII-27 


VI-3 Vil-10 
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第 4 図 両 地 区 水田 に 生育 し た 水稲 体 の ケイ 酸 念 量 の 


推移 

O—O WK 無 処理 

@-—® 溝延 地区 ケイ 酸 石 灰 施用 
O--O 北谷 地 地区 無 処理 


@:9 北谷 地 地 区 ケイ 酸 石 灰 施用 


や 被害 量 の ちがい が , 両 地区 土壌 中 の 可 給 態 ケ イ 酸 量 の 
多少 と 深い 関係 に ある こと を 示す と 同時 に , 一 般 的 に み 
て ニカ メイ ガ の 生活 が 水稲 体 の ケイ 酸 念 量 に よっ て 影響 
を 受け て いる 可能 性 を 示唆 し て お り , 実用 的 に も 大 きい 
意味 を 持っ て いる も の と い を よう 。 

7. 総合 考察 

山形 県 河北 町 の 溝延 地区 で は 同町 の 北谷 地 地 区 より も 
ニカ メイ ガ に よる 被害 が 多い こと は 従来 か ら 知 られ て い 
た 。 両 地区 間 の 距離 は 5~6km で あり , この よう な 近 
接し た 水田 に お ける ニカ メイ ガ 発 生 量 の ちがい が いか な 
る 原因 た にょ っ て 生じ た も の で あお ある か を 解明 する こと は , 
それ ぞ れ の 地区 た お ける 適切 な 防除 体制 を 確立 する た め 
bh, また この 害虫 の 一 般 的 な 発生 機 橋 を 知る 上 か ら る も 
重要 な 手がかり と な る と 考え ら れ た の で , に れ に 関し て 
一 連 の 調査 を 行なっ た 。 そ の 結果 お よび それ に 対す る 疾 
Rit, それ ぞ れ の 項 で 述べ た の で , ここ で は 総括 的 な 論 
議 を 行ない , あわ せ て ニカ メイ ガ と ケイ 酸 と の 関係 に つ 
いて の 一 般 的 な 問題 に も ぁ れ る こと に する 。 

調査 の 結果 , 溝延 地区 水田 で 見 られ た 高密 度 の ニカ メ 
イガ お よび 著しい 被害 の 発生 は , この 地区 の 土壌 の 性 質 
を 反映 し て, 水 梓 の ニカ メイ ガ 抵 抗 性 が 低下 し た こと に 
基 因 し て いる 。 す な ね わ や ち 溝 延 地 区 の 水田 土壌 は 北谷 地 に 
比べ 可 給 態 ケ イ 酸 含量 が 少な いた め , そこ に 生育 じ た 水 
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稲 体 の ケイ 酸 濃 度 も 低く 。 そ の j 
果 必 で ニス 
b 選好 さき れる 性 質 を も ち (ma 
preferable ), 抗生 作用 が 少な 
(less antibiotic), 更に 耐性 が 1 
い (less tolerant) こ と が 明 ら 7? 
と な っ た 。 そ の 関係 を 模式 的 に 
5 図 た 示す 。 

yea, 北谷 地 両 地区 水田 土壌 
避 給 態 ク ケイ 酸 含 量 は それ ぞ れ 8. 
mg%, 17.4mg%CH), まな た! 
穫 期 水稲 体 の ケイ 酸 含 量 は それ - 
れ 9~102%%, 15% で あっ た 。 今 : 
・ 吉 田 (1958) に ょ れ ば 全国 的 
見 て 水稲 茎葉 の ケイ 酸 各 量 は 4 
202% た に わた っ て いる が , LOF: 
値 112% 以 下 (また は 土壌 の 可 給 
ケイ 酸 含 量 が 10.5mg7 FP ) 
場合 と に は ケイ 酸 質 肥料 の 効果 が 
待 さ れ , 土壌 の ケイ 酸 供 給 力 が 
いこ と を 承 し て いる と いう 0 
示 っ て 北谷 地 土 壌 は 充分 な ケイ 酸 供 給 力 を も っ て いる 
こ 反 し , 溝延 土壌 は 水稲 の 健全 な 生育 に 対し て ケイ 酸 
給 力 が 充分 で な いと 結論 で きる 。 
> と で 注目 すべ きこ と は , 上 上 に 述べ た よう に ケイ 柄 
J OEY ABIL, 必ず し る も 特別 な 地域 の み に 見 ら 
の で は な く , 全国 的 に か な り 広 い 面 積 を 占 あ て いる 
ある 。 河北 町 附近 に つい て 見 て も , 最上 川 を は さん 
南方 に 位置 する 天童 市 で は 土壌 の 可 給 態 ケ イ 酸 含量 2 
いけ は けれど も, 案 河 江川 を は さん で 河北 町 の すぐ 南側 
ARAL, 最上 川上 流 の 長井 市 ある い は 下流 の 
市 附近 で は , 溝延 地区 と 同様 に 土壌 の ケイ 酸 供 給 力 7 
いこ と が 報告 され ん て いる (FR + HH, 1958) . Lt 
っ で て 河北 町 で 観察 され た ニニ カメ イガ と ケイ 酸 と の 間 ? 
味 あ る 関係 は , 他 の 地方 で も 見 られ る の で は な いで 4 
ぁ か 。 す で に 同様 の 事例 は 山梨 県 甲府 盆地 を 流れ る 
川西 北岸 の 富士 見 科 を 中 心 と し た 一 帯 で も 認め られ 「| 
る (GEA, 1955, 1958b )。 
次 に 河北 町 両 地区 土 翌 の ケイ 酸 供給 力 の ちがい が 
ae 5 
江 市 の 西 直方 に ある 朝日 連峰 は 花 こ う 岩 の 隆 起こ ょ よ 
生じ た 一 大 山塊 で あり , 河北 町 附近 の 村山 委 地 西南 3 
ちゅ う 積 平原 が , 第 4 紀 後 半 に お いて 朝日 連 峰 か ら ? 
し た 土砂 の 堆積 と ょ っ て 形成 きれ た も の で ある こと 


yo 
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| 
| 
| 
| 
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| 
0 
山塊 を 水源 と する 寒河江 有川 , 月 布川 ) 朝日 川 , 野川 
= で ょ っ て 運び 出さ れ た 花 こ う 岩 砂 れき が , 溢水 の た 
| 急流 を も っ て 著名 な 最上 川 と 寒河江 有川 の 合流 点 た あ 
「 和 実 河江 市 や 河北 町 南部 の 溝延 附近 に 堆積 し て きた で 
DAAC と は 容易 に 推察 さ れる 。 溝延 地区 水田 が 耕 王 浅 
, BIRD <, 砂 質 で ある 事実 は , この 間 の 事情 を 
i 明 し て いる 。 そ し て 花 こ う 岩 や 石英 班 岩 を 母 材 と 
人 娠 竹 壌 の ケイ 酸 供 給 力 が 低い こと は 今泉 ・ 吉 田 (1958) 
FotHMANKLIATHS. 

BRL), 最上 川 の 合流 点 か ら ゃ や や へ だ た っ て 丘 
寄り に ある 北谷 地 地 区 で も , 土壌 の 下層 (ちゅう 積 
は 朝日 連峰 か ら 流 出し た 砂 れ き に よっ て 構成 され て 
性 き の と 考え られ る が , その 上 層 に は 西北 方 と ある 葉 
皿 陵 か ら の 土砂 が 堆積 し て , ケイ 酸 供給 力 の 高い 土壌 
形成 し て いる の で あろ うぅ う 。 す な ね わ 北 谷地 土壌 の 高い 
相 酸 供給 力 は , 天然 に 行なわ れ た 大 規模 な 客 土 の 効果 
BU245,. また 全 つの 川 か ら へ だ た っ て いる た あめ, 
式 ょ っ て ケイ 酸 供給 力 の 低い 砂 れ き が 運び 込ま れ な 
凌い 関 係 し て いる と 考え られ る 。 

区 件 酸 供 給 力 の 低い 土壌 が 全国 的 に 相当 広く 分 布 し て 
方 牟 ガ の 発生 と 関連 し て 注意 せ ね ば な ら な いこ と は 
CERNE, ご の すう な 事例 は 花 こ う 理 , ECO 
衣 大 英 斑 岩 な ど 酸 性 火成岩 を 母 材 と し た 砂 質 老朽 化 圭 
補 秋 落 土壌 で 見 い だ さ れる 可能 性 が 大 きい も の と 考え 
れる 。 


摘 要 


御 形 県 河北 町 の 溝延 地区 で は 例年 ニカ メイ ガ に よる 水 
DEA, 同町 の 北谷 地 地 区 より も 著しく 多い こと が 


| S61 年 3 月 仲野 ・ 安 部 ・ 武 田 ・ 平 野 : ニカ メイ ガ の 発生 に 及ぼす 土 壌 ケイ 酸 の 影 と 響 25 
ee Te Oe 
Hee Rick |__| m eH iy pa : 
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£Moy 水稲 体 の ケイ 酸 | トー ‘ i Fm a ERE ER 
ae <kK ie wee K oor 1 生息 密度 
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水稲 の 抗生 作用 | 一 っ ae =! 
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BSR 土壌 の ケイ 酸 供給 力 と 水稲 の ニカ メイ ガ が 被害 と の 関係 


経験 的 に 知ら れ て いた の で , その 原因 を 明らか に する た 
あめ 一 連 の 調査 を 行なっ た 。 

両 地 区 た 生息 し て いる ニニ カメ イガ に つい て 調べ た と こ 
A, その 形態 , 生態 的 性 質 , 加害 習性 な ど に 明り ょ うな 
差 を 認め る こと が で きず , 両 地区 の 生活 環境 に ちがい の 
ある こと が 示唆 され た 。 

両 地 区 の 土壌 を 山形 農 試 と 運び, 水稲 を 栽培 し て 幼虫 
を 飼育 し た と ころ , 現地 で の 観察 と 全く 同様 の 結果 が 得 
られ た の で , 両 地区 た に お ける 生活 環境 の ちがい は 土壌 た 
基 因 する も の で ある こと が わか っ た 。 両 地区 の 土壌 た つ 
いて 詳し く 調 査 し た 結果 , 溝延 土壌 は 北谷 地 土 壌 た 比べ 
可 給 態 ケ イ 酸 含量 が 低 ぐ ,。 それ に 応じ て ここ に 生育 た 
水稲 体 の ケイ 酸 含量 も 低く その 結果 と し て (1) 成虫 
に ょ よる 産卵 選好 性 や 幼虫 に よる 食 入 選好 性 が 高く , (2) 
幼虫 に 対す る 抗生 作用 が 少な く , (3) 幼虫 の 加害 に 対 
する 耐性 が 低い こと が 明らか に な っ た 。 すなわち 土壌 の 
ケイ 酸 供給 力 の ちがい が , WH KKBO=A 24 HT 
性 の 強弱 を 決定 し , これ が ニカ メイ ガ が ガ の 発生 量 や 水稲 被 
害 量 の 多少 と な っ て 現われ て いる と 結論 で きる 。 

以上 の 結論 に 基 い て ケイ 酸 供 給 力 の 低い 溝延 地区 水田 
に ヶ ケイ 酸 石 灰 を 施用 し , ニカ メイ が にょ よる 被害 を 減少 さ 
せる こと に 成功 じ た 。 

更 た 溝延 地区 水田 が ケイ 酸 供給 力 の 低い 原因 と つい て 
検討 し , この 地帯 の 土壌 が 朝日 連 峰 よ り 流 出 堆 積 し た 花 
こう 岩 を 母 材 と する 土砂 か ら な っ て いる こと に 基 因 し て 
いる と 推定 し た 。 
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Silicon as an Insect-Resistance Component of Host Plant, 
Rice Stem Borer and the Rice Plant 


Relation between the 


By 


found in 


Kyosuke Nakano, Giichi ABE, Norio TAKETA 


Yamagata Agricultural Experiment Station, 


and 


Chisato HIRANO 
National Institute of Agricultural Sciences, 


infestation of the rice 
Chilo suppressalis, 


It has been said- that 
plant by the rice stem borer, 
is severer in the Mizonobe-part of Kahoku-town, 
Yamagata Prefecture, as compared with that in the 
Kitayachi-part of the same town, 5km distant. 
Number of moths attracted by light traps was also 
more abundant in the former region than in the 
latter. For the differences observed in both regions, 
following reasons may be considered : 

(1) 


different to each other in their biological characters 


The borers distributed in both regions are 


or injuring potencies. 

(2) Some environmental conditions (including 
status of the rice plant) of Mizonobe-part differ 
from those of Kitayachi. 

(8) (1) and @) are taken place simultaneous- 
ly. 

From observations and experiments, it could 
not be concluded that the borers of Mizonobe are 
different from those of Kitayachi in their morpholo- 
gical and biological characters. Thus, reasons (1) 


and (3) are discarded out from the considerations. 


Yamagata | 


Tokyo 


Because of a short distance between Mizono 
part and Kitayachi-part, it seemed that there 
no difference in both regions concerning envin 
mental conditions affecting borer’s biology, d 
climatic factors, natural enemies, planting pi 
ces, etc. Investigations showed, however, 1 
physical and chemical properties of paddy soils 
Mizonobe-part differ from those of Kitayachi a 
The greatest difference among them is the sil} 
supplying power of soils. Mizonobe soil conta) 
a low level of available (easily soluble) sil! 


(8.9mg per 100g dry soil), while Kitayachi | 


| 
did a relatively high amount of available sill 


(17.4 mg per 100 ¢ soil). | 

Reflecting the silicon supplying power of 
the rice plant grown on Mizonobe soil has a 1¢ 
content of silicon as compared with the plan 
Kitayachi soil. Silicon contents of the plam 
harvest stage were less than 10% in Mizonobe} 
about 15% in Kitayachi. Consequently the fo: 
plant was seen to be more attractive to ovipos: 
adult moths, more preferable and less antibiot 


| 有 1961 年 3 月 。 仲野 ・ 


安部 ・ 武 田 ・ 平 野 : 
cing larvae, and less tolerant to borer infesta- 
n. It appears that silicon absorbed by rice 
knt gives to the host an allround ability on 
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borer resistance. These interrelationships are 


illustrated as below : 


As a result of supplying calcium silicate to paddy 
lds of both regions, rice plant infestation and 
| er population reduced remarkably in Mizonobe- 
*t where soil was deficient in available silicon ; 


ereas no influence was observed in Kitayachi- 


Plant prefer- |__,| Number of | == = 
ence of borer es larvae ーー 
se as M>K | OMe 1S = 
Silicon content a - = ee Borer 
—| of rice plant en Ex. ' ee population 
M<K 2) -Antibiosis of (<) | Mifestation | a M>K 
に 1 ie potency of | | Exe | 
ee | larva | 
la <K M>K | | 
| 
itn tel L 
bt of Infestation of | 
A plant a larvae 
M<K M>K ご 
Mb. Mizonobe 
K na i Kitayachi 


lation of the borer found in Mizonobe-part are 
explained clearly in a view point of low level of 
available silicon contents in soil of this region. 

evidences on formation of 
in the text, with 


special reference to origin and translocation of 


Some geological 
Mizonobe soil were discussed 


granite sand as a parent material. 


Cabbage root fly の 死亡 率 の 分 析 
: = R. D. and D. D. Sanrer (1959) Natural 
ortality of Erioischia brassicae (BoucHE) (Diptera, 
Liiinyiidae) during the immature stages of the 
ist generation. J. Anim. Ecol. 28 (2): 231~241. 
‘fucues, R. D. (1959) The natural mortality of 
Moischia brassicae (Boucné) (Diptera, Anthomyi- 
ke) during the egg stage of the first generation. 
Ecol. 28 (2): 343~357. 
4 #1) 2H Wellesbourne で , そ 菜 の 害虫 で ある 
+ 7% x #} OD —fi cabbage root fly (cabbage maggot ) 
BLEARCORCKOMEDT RDN. COR 
ley, ハナ ヤサイ な どの 根 ぎ わ の 土 の 裂 け 且 な ど に 
HME OWS, 幼虫 は 根 に 寄生 し て 植物 を 痛め つけ る 。 
JERICIEDOSPILVLDH TCHS. 
PMOL, LEMS CHW, 幼虫 さなぎ を 採集 
BFE RCO 植物 あたり の 個体 数 を 推定 し た 。 


BK 


1954~58 年 の 5 年 間 の 平均 で は , 卵 か ら 幼 虫 へ 生き 残る 
の は 152 に すぎ な か っ た が , CHEOMHOI St 
ぎ に 生 き 延 び , さなぎ か ら 羽化 する まで に 6322 が 死ぬ と 
いう 推定 が な され た 。 死亡 の 原因 と つい て は, 推測 し て 
いる だ け で 上 只 体 的 に つか ん で に いない 。 

第 2 の 論文 で は 卵 の 時 期 の 死亡 が 詳し く 論 じ ら れ で てい 
る 。 と の 時 期 の 死亡 の 原因 は , BEALTI AYER 
(Bembidion な ど ) や ハネ カク シ 類 (4AZeochara な ど ) な 
どの 甲虫 類 の 捕食 に よる と と が 明らか に な っ た 。 1 日 あ 
た り pit trap CHARHAPORLIACRDNES 
の 割合 と の 間 に ほ ば 直線 関係 が ある こと こと か ら , HARI 
よる 死亡 が 推定 され た の で ある 。 CORR, 卵 の 時 期 の 
死 亡 率 は 90 及 以上 に 補正 され た 。 な お , MLOM CHO 
産み つけ られ た 地表 の 裂け 目 が ふさ が れ て 卵 が 土 の 中 に 
a ts 
な に と ども わが っ た 。 (島根 農大 大竹 照代 


zat AN FIO HE CE 


HA HE MH OD 4 BS WY OE XIX) 
fat 本 © ws 
RR BBA Bots 
Suirg, BB. (Pratobombus) ignitus SMITH, 


wo ie 


マル ハナ バチ 類 ( Bombus 属 花 妖 類 ) は ミツ バチ 上 
科 (Apoidea=Bees) 中 , s7/EBRE UCHR LOL 
態 的 に 最も 発達 段階 の 高い も の で ある こと は 周知 の と お 
り で ある 。 諸 外国 た お いて は , マル ハナ バチ 類 の 花粉 媒 
介 行 動 あ る い は 訪 花 習性 の 研究 が , 特に 近年 きわ め て 活 
発行 な われ て いる (Brian, 1954, 1957 ; CUmBER, 
1953 ; Fryg and Mepner, 1954 ; 1957 ; 
KuGLER, 1943; LykEn, 1949, 1950; Mannina, 1956 ; 
Mepter, 1957, 1958; Monrcomery, 1951; MoédczAr, 
1953; Prirrioni, 1942; その 他 )。 これ に 対し 目 本 産 
マル ハナ バチ 類 の 訪 花 性 に つい て の 昆虫 学 の 面 か ら の 研 
究 は , 坂上 (1951) の 主として 北海 道 に お ける 観察 が あ 
る の み で あっ て , この 分 野 に お ける わが 国 の 立ち 遅れ は 
著しい 。 特 に 最近 過度 の 上 農薬 使用 に ょ る マル ハナ バチ 類 
の 激減 は 著しく , 飼料 作物 の 最も すぐ れ た 花 燈 尋 介 者 で 
ある この マル ハナ バチ 類 の 輪 入 が 云 > 々 され る よう に すら 
CE 

ACL, 兵庫 県 篠山 盆地 に お いて 1952 年 以降 に 行 な 
っ た マル ハナ バチ 類 の 訪 花 性 に 関す る 基礎 称 調 査 研究 の 
結果 を 述べ 。 わ が 国 に お ける 有用 植物 の 重要 な 花粉 媒介 
者 で ある マル ハナ バチ 類 の 保護 お よび 増殖 に 寄与 する こ 
と を 目的 と し て いる 。 

稿 を すす め る に あたり , 日 頃 御 指導 を 賜 わ っ て お り 本 
稿 を 御 校 関 下さ っ た 兵庫 農 科 大 学 岩田 久 二 務 教 授 に 厚く 
御礼 申し 上 げ る 。 な お , 標本 (1954) の 同定 を お 願い し 
TUN KA EPA = AGRIC EA DBRT. 


-Hogpss, 


観察 し た マル ハナ バチ 類 の 概要 
すでに 筆者 は (1954), ARB TN + OS FH, B. 


(Hortobombus) tersatus Smita, B. (Diversobom- 


bus) diversus Situ, B. (Agrobombus)  senilis 


ne eee 
IRMA CUNKE BEM) か ら の 私 信 に よる 


(1960 年 11 月 11 Ae) 


° 


( 28 ) 


(Pratobombus) ardens Sutra, B. (Bombus) spe 
osus SMITH に つい て COERM BBE & WE LI 
i, B. tersatus, B. diversus, B. senilis の 3 種 
筆者 が 調べ た 日 本 産 花 蜂 類 中 最も 伸長 し た 中 舌 を 持 - 
# り , Anthophora acervolum villosula SmitH + 
び Anthophora florea Smita の 2 種 を 含む 5 種 で 
され る , 最も 中 舌 の 伸長 し た A グル ー プ に 所 属さ せ 
他 の 種 は 正 記 3 種 よ りや や 短く , BF V—-T _EMCE 
た 。 こ れ ら の 種 の うち B. ignitus で は ツリ フネ ッ ト 
訪 花 に た 際 し て 次 密 の 行動 を 観察 し て いる (1954) L, 
外国 で も ある 種 の マル ハナ バチ 類 が 次 蜜 を 行なう こ ? 
吉 く か ら 記 録 さ れ て いる (Burnpy, 1876; Gentry 18 
その 他 。) Lis LBB Uno: AZ EE 
長 筒 花 の 訪 花 た に 適し た 1 群 で ある こと は 明らか で あ }1 
篠山 盆地 に 棲息 し て いる 8B. diversus, B. ignt 
お よび B. ardens いて) さき に 筆 閉 は 補 伏 i 
映 と し て の 観点 か ら こ れ ら の 造 巣 活動 造 巣 習性 , 11 
の foraging behavior, 巣 の 構成 な どの 研究 を 行 な 
(1955, 1957 a, b c1959 a, b, 1960 ws LO} 
表 ) が , ここ で は 訪 花 花 妖 と し て の 観点 か ら 上 記 3) 
1 年 間 の 造 巣 生活 の 概要 を 述べ る 。 
B. diversus は 4 月 下旬 に 越冬 か ら 脱 し た 雌 に ょ 
の 設立 を 行ない , 5 月 中 旬 に は 第 1 OMA 羽 4 
So 9 一 10 月 に は 雌 お よび 雄 が 羽化 出現 し , 11 月 
旬 に は 雌 は 越冬 に た 入り, この 種 の 1 年 の 造 巣 生活 を 
$4. B. ignitus は , B. diversus と 大 体 同様 
Re, 秋 の 雌 お よび 雄 の 羽化 , 出現 が や や 
ほほ 10 月 上 旬 に は 1 年 の 造 巣 生 活 を 完了 する 。 B 
dens は 上 記 の 2 種 と 全く 異な り ,4 月 上 旬 に は す 
ASML CHUTE L HDS, BI 回 の 働 妖 の 明 
4 有人 同 さ ある 0 CS 
に すでに 雄 の 羽化 を 見 る が , 一 般 に は 6 月 上 一 下 
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さび 雄 が 羽化 出現 し , 7 月 上 旬 に は すでに その 1 年 の 
ド 巣 生活 を 完成 し て し まう 。 この B. ardens は , B. 
joersus お よび B. ignitus が 4 月 か ら 10 一 11 月 の 長 
i 間 に わ た っ て 造 巣 活動 を 行なう の に 対し て , わずか 3 
『 周 余り で それ を 完了 し , 新しく 羽化 し た 雌 は 7 月 上 一 


『 放 に は その 巣 か ら 分 散 し 翌年 春 ま で の 越 夏 , 越冬 生活 
[ 鶴 る の で ある 。 上記 3 種 の マル ハナ バチ 類 は いずれ る も 


[ 申 の モグ ラ ま た は ノ ネ ズミ の 古巣 を 利用 し て 造 巣 する 
CHM 多く の 場合 B. ardens は 比較 的 浅い 部 分 
. B.ignitus (LAV Wicsk#B lt ke, 

王 般 に マル ハナ バチ 類 は 1 年 の 頭 花 植 物 類 の 開花 期間 
計 訪 花花 蜂 と し て の 働 導 を 次 々 に 生産 し て 花 上 に 送る 
DOCH り , 量 的 に も 非常 に 有力 な 訪 花 花 妖 で ある 。 し か 
/ | 多く の 報告 (安部 , 1932; 内 田 , 1934; 河野 , 1934; 


0, Iwata and Yasumarsu, 1951; 


TANIGU- 
far, 1955; Mrvamoro, 1957 a,b,c, 1959 b, #382) 
DEC 見 られ る よう に , マル バナ バチ 類 の 巣 に は MB 
fe, WCR, FH, 共 棲 者 が 多数 見 出さ れ , 筆者 の 観察 
橋 で も し ば し ば 完成 を 見 ず に 崩壊 する こと が あっ た 。 な 
性 に の マル ハナ バチ 類 の 巣 に 寄生 し , 女王 妖 を 殺し , A 
> DORR AE OMIM ICM StS, Bombus KL RO 
| sithyrus 属 花 妖 は 本 邦 で も Psithyrus 
2ponicus Yasumatsu が 発見 され て いる が , 


norvegicus 


非常 に 稀 
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の よう で 2% 
訪 花 活動 期 と 訪 花 個体 数 の 消長 

第 1 図 に B. ignitus, B. ardens 
a et ached 
消長 を , 1952 一 1959 年 に 得 ら れ た 資料 こと よっ て 示し 
Teo ie RE RE a: PES B. ar- 
dens が 最も 早く 4 月 上 旬 に は すでに 花 上 で 見 られ る 。 
他 の 2 種 , すなわち 
で は は 4 月 下旬 以降 に 訪 花 活動 が 観察 され る 。 B. diver- 
sus & B. ignitus は 前 記し た よう に , 大 体 同様 の 生 

活 史 を 持ち , 造 巣 活動 は 晩秋 に こま で 及ぶ 。 そ の 間 , 5 月 
に 第 1 回目 の 働 妖 の 出現 が あり , 6 月 に は 訪 花 活動 を 行 
な うぅ 働 妖 の 個体 数 は 最高 と な る 。 8 月 に は 著しく 減少 す 


B. diversus, 


B. diversus $$ よび B. ignitus 


る が , 9 月 に は 再び 働 妖 個体 数 は 増大 する 。 な # お 9—10 
月 に は 雌 お よび 雄 が 出現 し , 吸 密 の た め の わ ず か ば か り 
の 訪 花 活動 を 行なう 。 他 方 B. ardens は 4 月 下旬 に 


は 策 1 回目 の 働 笑 の 羽化 が 見 られ , 5 月 た は 訪 花 活動 個 
ues + ょ 最高 と な る 。 6 AEP aicithits ORE HEL 
吸 蜜 を 主体 と し た 訪 花 活動 を 行 な ぅ 。 
aA TE MOD ffi 


B. diversus, B. ignitus ILO B. 
ardens itt, HE, 働 妖 が 訪 花 し 


第 1 表 に 


た 植物 種 数 の 季節 的 推移 を 示 し 
た 。 マ ル ハ ナベ バチ 類 の 訪 花 活動 の 


IB, diversus 


第 1 図 


WE | 


マル ハナ バチ 3 種 の 訪 花 活動 期 と 訪 花 個体 数 の 消長 (LAD Rs 


主体 と な る 働 妖 は , B. diversus 
で は 6, 7 月 と と も に 最高 30 種 の 
花 を , B. ignitus で は 同じ く 6, 

7 月 に と を それぞれ 最高 10 お よび 9 種 
を , 選 .ardenrs で は 5 月 に 最高 
24 種 を 訪 花 の 対象 と し た 。 第 2 表 
i. B. diversus, B. ignitus, 
B. ardens Ott, HE, RIT L 
> CHE され た 植物 種 , 訪 花 時 
期 , お よび 訪 花 殖 度 を 示 し た 。 
更に 第 3 表 に 訪 花 植物 種 の 構成 を 
mL, B.diversus Ext 9 F414 
Mi, 雄 は 2 科 2 種 , 働 答 は 31 科 76 
fix, B. eke HEtK 8 FLO, 
雄 は 3 科 3 種 , 働 疾 は 14 科 24 種 
を , B. ardens #E(X 912 &, 


Sac siete ょ 18 sah 種 


30 HAIG HO Bok eB as BS 
第 1 表 CED os 節 的 推移 
ee a or We i B. diversus i | ignitus - me ardens , ad 
as Pe OS oe S|: Bisel gees glee eee 
e ae a. mies) i a a} = 5 = e 
5* A] 4 5/4 | 
v A es 6| 5/5 3/1 Oy 2) oe 
VI 22 30 19 22 10/7 11/11) 14/8 
Vl 30 / 16 9/5 3 / 
WW 8/ 6 5/5) 1/1 
Ix Hit Waal ae 37s 5/5) 1/ ve 
x A Gio Selle fd 
XI syn 
a = * 訪 花 植物 種 数 / 訪 花 植物 属 数 
* 秋 の 快晴 下 に は 越 夏 , MA PORE DME 蜜 の た め に 訪 花 する 


[unt 


第 2 表 マル ハナ バチ 3 種 の 訪 花 植物 種 
(1952—1959, 篠山 盆地 ) 
訪 花 (A) 


* 


(1) Bombus diversus SMITHE 


1. Compositae (+ 7 #) 
Cirsium japonicum D. C. 
2 : W—1954 (2 ).** 
> : Vi—VWI—1952 (4), VI—VI—1953(19), 
VI—1954(19), VI—1955 (27), W—vI— 
WI—1956 (27), VI—1957 (2), W—1958 
(6), VI—1959 (6). 
Pertya ovata Maxim. (コウ ヤ ボ ウッ ウキ) 
& ; X—1953 (2), K—x—1954 (2), 
IX—X—1958 (6), IK—X—1959( 3 ). 
Cirsium Hilgendorfi Makino (7 7 ¥ 2 ) 
S : X—1953 (2). 
Cirsium spicatum Marsum. 
ee XS 195492) 
Cosmos bipinnatus Cav. (コス モス ) 


CP 2) 


(Gee ieae =») 


© ; X—1957 (2). 

Solidago Virga-aurea L. (7FH#/V#NvV 
7) 
OF; K21958 (2), M1959 (2): 


‘2. Campanulaceae (キキ ョ ウ 科 ) 
Campanula punctata Lay. 
> : VI—VWI—1952 (2). 
3. Cucurbitaceae (ウリ 科 ) 
Cucurbita mischata var. melonaeformis Ma- 
KINO (RUTFZ) 
@ : X—1953 (2), W—1958 (2), WI—1959 
(C2 
Cucumis satinus L. 
@.: WI—1958 (2). 
4. Caprifoliaceae (24 9X5F) 
Abelia serrata Sips. et Zucco. 
WH) 


(ポタ ルプ ブクロ) 


(+99) 


(FANF¢4aY7 


or geys—toss (28 
Weigela hortensis C. A. Mery. forma spc 
tanea Maxino (タニ ウツギ) 
2 : V—1955 (5). 3 : V—1953 (2 
Weigela coraeensis THUNB. (24074 
@: V—1955 (2). 
SB : Ww—1952 (2), V—VviI—1955 (3), 
VI—1956 (3). 
Lonicera japonica THuNB. (スイ カズ ラ 
Giz Wi—1957 (2). 


5. Scrophulariaceae (ゴマ ノ ハ グ サ 科 ) 
Melampyrum roseum var. 
Maxim. (7 

SS We 1956 1s 
Antirrhinum majus L. (キン ギョ ソウ ) 
© : VI—1952 (2). 


japonici 


6. Solanaseae (ナス 科 ) 
Solanum melongena var. 
(FA) 


® : WI—1952 (2). 


Labiatae (クチ ビル バナ 科 ) 
Lamium album var. barbatum FRENCHE 
SAT GP ie Yes Yow) 
@ + V—1953 (2), 
CBs 
SB: V—1955 (2). 
Prunella vulgaris L. (ウツ ッ ボ グ サ ) 
© : Ww—1952 (5), VI—VvI—1953 (12), 
VI—1954 (4), W—VI—WI—1956 (1 
VI—1958 (3), VI—1959 (3). 
Salvia japonica THUNB. (ナツ ノ タ ムラ ye ' 
© : WH—1958 (2). 
Salvia nipponica Mia. 
2 : W—1959 (2). 
Salvia chinensis Brentn. (アキ ノ タ ムラ ソ 
DOO K—1954 (2), & 
—1958 (11), WI—IX—1959 (2). 


esculentum Ne 


ie 


W—1954( 2), V—1l 


| 


CFS 0) 


| 


2 


—— 
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Scutellaria indica L. (タッ ナミ ソウ ) 
S$ : WM—1955 (2). 
Mosia punctata Maxm. (イヌ コウ ジュ ) 
9 : IX—1954 (2), K—1955 (2). 
Plectranthus inflexus Vann. (ヤマ ハッカ) 
SS : X—1954 (2). 
Plectranthus longitubus Mia. (アキ チョ ウジ ) 
9S : X—1959 (2). 
Verbenaceae (7 7/5 Ft) 

Callicarpa japonica Tuuns. (ムラ サキ シキ ブ ) 
TV 19560 (4), 1958 (2). 
Caryopteris divaricate Maxm. (カリ ガ ネ ソ 

7) 
® : IX—1953 (2), IX—1954 (2). 
Convolyulaceae (ヒル ガオ ォ オ 科 ) 
Ipomoea hederacea var. Nir Maxino (アサ ガ が 
オォ) 
2 : WI—1952 (2). 


. Gentianaceae (リン ドウ 科 ) 


. 


Crawfurdia japonica Sirs. et Zuco. (ツル リ 
yu) 

© : K—1953 (2). 
Gentiana scabra var. Buergeri Maxm. ()) 


elev”) 
® : X—1952 (2). 
Oleaceae (ヒイラギ 科 ) 
Ligustrum ibota var. angustifolium BuumME 
(4 #27 +) 
SS : Vi—1952 (2). 


». Styracaceae ( ェ ゴ ノ キ 科 ) 


Styrax japonica SirkgB. et Zucc. ( ェ ゴ ノ キ ) 
@ : VI—1955 (2). 
© : VI—1952(2), W—1953 (2), VI—1955 
(2), V—1959 (2). 
Ebenaceae (カキ ノ キ 科 ) 
Diospyros Kaki L. fil. (カキ ) 
& : wW—1953 (2), vWi—1954 (2), vi—1955 


G2.) 


. Primulaceae (+ クラ ソウ 科 ) 


Lysimachia clethroides Dusy. (オカ トラ ノ オ ) 
© : WM—1952 (2). 


. Ericaceae (ツツジ 科 ) 


Rhododendron sp. 
2: W—1956 (2), 
& : y—vi—1952 (2), W—1953 (2), VW 
—1954 (2), VI—1956 (2), VI—1957 
ODE 
Rhododendron dilatatum Mia. (ミツ ッ バ ツツジ ) 
2: V—1956 (2). 
Rhododendron linearifolium SIEB. et Zuco. 
var. (モチ ツツジ ) 
dS : V—1953 (2). 
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16. 


17. 


18. 


19. 


20. 


21. 


22. 


23. 


24, 
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Pirolaceae (4 # + 7 / 4 Ft) 
Monotropa uniflora var. 
(マル ミ ギ ン リョ ウソ ツウ) 
Q: V—1956 (2). 
Elaeagnaceae (グミ 科 ) 
Elaeagnus multiflora Tuuns. (ナツ グミ ) 
2 = W—1956 (2). 
Elaeagnus pungens Tuuns. (+ 77072) 
> : IKX—1953 (2). 
Violaceae (スミ レ 科 ) 
Viola sp. 
2 : VI—1956 (2). 
Ramnaceae (クロ ウメ モドキ 科 ) 
Frangula crenata Mia. (イソ ノ キ ) 
& . W—1959 (2). 
Balsaminaceae (ホウ セン カ 科 ) 
Impatiens Balsamina L. (ホウ ゥ ウ セ ンカ) 
> : W—1958 (2), vVI—wi—1959 (3). 
Impatiens noli-tangera L. (キツ ッ リ フネ ) 
9 : WwW—1953 (2). 
Impatiens textori Mia. ( ッ リ フネ ソウ ) 
BS. K—1952 (4), K—X—1953 (5), 
IX—X —1954 (18), 区 一 Xx 一 1955 (110). 
る X—1955 (2). 


nipponica MAKINO 


Aquifoliaceae (モチ ノ キ 科 ) 
Ilex crenata TuHunB. (イヌ ツゲ ) 


& : W—1952 (2). 


Euphorbiaceae (トウ ダイ グ サ 科 ) 
Mallotus japonicus MugLL. Arc. 
シワ ) 

© : W—1958 (2). 

Rutaceae (マツ カゼ ソウ 科 ) 

Citrus Junos TanaKa (22%) 

3 : vI—1955 (2). 

Leguminosae (マメ 科 ) 

Astragalus sinicus L. (レン ゲ ) 
Q@ : W—V—1956 (2), V—1957 (2). 
dC. V—1955 (4), V—1956 (3), VI—1957 

(2), IV—vI—1959 (3). 

Trifolium pratense L. (ムラ サキ ツメ クサ ) 
© : W—1953 (2), V—vVvI—1955 (6). 

Trifolium repens L. (シロ ツメ クサ ) 
® : WI—1952 (2), MU—1954 (4), VI—1955 

(6), V—VI—VWI—1956 (6), VI—1957 
(2), VI—1958 (2), VI—VI—1959 (6). 

Sophora angustifolia Sts. et Zucce. (7 7 7) 

D : ve—-w—1952 (4), Ww—wW—1953 (12), 
VWI—1956 (2). 

Phaseolus vulgaris L. 
© : VI—1953 (2). 

Dolichos lablab L. (イン ゲン マメ ) 
© : Vi—W—1953 (5). 


Can Jina 


(a 7°" Yas) 
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Vicia sativa L. 

© : W-1955 (8). 

Vicia unijuga Au. BR. (ナン テン ハギ ) 

S : W—w—1952 (5), Vi-—-1953 (13), Wi 
—1954 (8), V—vi—Ix—1955 (25), 
VI-—VWI—1956 (14), MT—1957 (2), W 
—VI—IX—1958 (4). 

Caesalpinia sepiaria var. japonica Makino 

(DYxTVANT) 

© . WM—1956 (2). 

Lespedeza bicolor var. japonica NaKat (¥* 7 
aN +) 

© : X—1952 (2), W—1958 CA. 

Indigofera pseudo-tinctoria Matum. (27 
ナギ ) 

© : W—1958 (2). 

Lotus corniculatus var. japonicus REGEL. 

Gaga 

S : WI—1958 (2). 

Dunbaria villosa Maxino (2 アジ ヅ ツキ ) 
® ;: IX—1953 (2). 
25. Rosaceae (イバラ 科 ) 
Rubus morifolius Simp. (クマ イチ ゴ ) 

> : V—1953 (2). 

Rubus palmatus Tounp. (42 F472) 

SB: V—1953 (2). 

Rubus parvifolius L. ( ナ ワ シロ イチ ゴ ) 

Sir=1954(2), VI—1955 (2), VI—1957 

C2): 
Rubus hakonensis FRENCE. et Sav. (ミヤ マフ 
es) 

® : K—1955 (2). 

Rosa multiflora THUNB. (ノイ バラ ) 

@ = Vi—1952) CD E19534 (02D V— V1 
—1954 (4), V—VI—1955 (6), VI— 
1956 (2), WI—1957 (2), VI—1958 

(DR 


26. Saxifragaceae (ユキ ノシ タ 科 ) 
Deutzia crenata Step. et Zuco. (ウツ ッ ギ ) 
S : ーー1952 (2), MUー1955 (3). 
27 Berberidaceae (へ ペ ビ ノボ ラズ 科 ) 
Epimedium macranthum var. violaceum 
Frence. (イカ リ ソ ッ ウッ) 
OF V¥— 195782). 
Nandiana domestica Tuunp. (ナン テン ) 
$: VI—1952 (2), W—1953 (2), W—1956 
(2), VI—1959 (2). 
28, Ranunculaceae (キッ ツネ ノボ タン 科 ) 
Aconitum chinensis Sgg. (トリ カブ ト ) 
@ 3 IX—1955. (2). 
29, Caryophyllaceae (ナデシコ 科 ) 
Stellaria media Cyr. (ハコ ベ ) 
2 : WM—1952 (2), 


Boe Ble 


Dianthus superbus L. (ナデシコ ) 
& : WM—1953 (2). 

Lychnis migueliana Rowan. (オオ サカ ソ 
© : We—1952 (2). 

30. Polygonaceae (タデ 科 ) 

Polygonum sagittatum var. Siebold Max 
(FHI UF# RW) 
GS. X—1952 (2). 

Polygonum flaccidum Mutsy. (ボン トク タ 
Dy 2 ex = 1963 G2 


31. Fagaceae (ブナ 科 ) ’ 
Castanea pubinervuis ScHNEID (クリ ) 
© : VI—1956 (2). 
32. Liliaceae (= } #}) 
Hosta undulata Barrgy (ギボウシ ) 
Sv 1952(2 0 W—1953 (2), W—1 
CS 
Hosta sieboldiana Eneu. (オオ バ ギ ボ ウジ 
0 CCD 
Poly gonatum falcatum A. GRay. (ナル 
y) ; 
@ + W—1953 (2). 
Liriope graminifolia BakgR (ヤブ ラン ) 
® : K—1953 (2), K—1956 (2). 
Tricyrtis hirta Hoox (ホトトギス ) 
& ; &—1955 (2). 


(2) Bombus ignitus SuitH 


1. Compositae (+ 7 #}) 
Helianthus ‘annuus L. (ヒマ ハリ ) 
* © : WI—1952 (2). 
Aster sp. (/ #7) 
® : IK—1956 (2). 


2. Cucurbitaceae (ウリ 科 ) 
Cucurbita mischata Ducg. var. (ボウ ブラ 
& : W1952 (2), WM—1959 (2). 
Cucumis satinus L. (キッ リリ ) 
S : W—1952 (3), WMW—1953 (2). 


3. Caprifoliaceae (スイ カズ ラ 科 ) 
Weigela coraeensis THuNB. (ハコ ネ ウ ツ ギ 
2: V 一 1953 (2). & : VI—1955 (3) 
Viburnum odoratissimum Ker. (サン 
@ : Wi—1959 (2). | 
4. Pedaliaceae (ゴマ 科 ) 
Sesamum indicum L. (27) 
® : WH—1952 (2), W—1953 (2). 
5. Verbenaceae (7 7 YY 5 Ft) 
Verbena officinalis L. (F7JrYYF 
SS : WI—1953 (3). 
6. Oleaceae (ヒイラギ 科 ) 
Ligustrum japonicum THuNB. (ネジ ヅ ミ モ 
9 : VI—1959 (2). 


. 


| 


1961 年 3 月 


Styracaceae ( ェ ゴ ご ノ キ 科 ) 
Styrax japonica Sires. et Zucc. 
QO: WI—1952-(2).. &: 
Ebenaceae (4+ / + Ft) 
Diospyros Kaki L. fil. (4 +) 
S =: VI—1959 (3). 


( ェ ゴ ノ キ ) 
VI—1952 (2). 


' Ericaceae CY Y YR) 


Rhododendron sp. 
©: V—1957 ( 2’). 


| Balsaminaceae (ホウ セン カ 科 ) 


Impatiens textori Mra. 
BS. IX—1952 (2). 
る : IX—1952 (2), K—X—1953 (3), 

IX—X—1954 (4), IX—1955 (2). 


(eM iri Beane) 


| Anacardiaceae (ハゼ ノ キ 科 ) 


Rhus sivestris SIEp. et Zuce. (ヤマ ハゼ ) 
2: V—1953 (2). 
Leguminosae (マメ 科 ) 
Phaseolus angularis Wicut. ( ア ヅ キ ) 


© : K—1952 (2). 
Trifolium hybridum L. 

@ ; X—1956 (2). 

Dolichos lablab L. (イン ゲン マメ ) 

Or: X—1956 (2). & = 1956 (3). 
Lespedeza bicolor var. japonica Naxal (ヤマ 
aN +) 

S : IX—1952 (2). 

Astragalus sinicus L. (レン ゲ ) 

© : V—VviI—1956 (17). 

Trifolium pratense L. (ムラ サキ ツメ クサ ) 

© : ViI—W—1956 (3), WU—1957 (2). 
Trifolium repens L. (ショ ロッ ツ ッ メ クサ ) 

© : W—1952 (2), V—Vvi—VWi—1956(4 ), 

VI—1957 (2), VI—1959 (2). 
Wistaria brachybotrys Sirs. et Zuco. 
IY) 

& : W—1959 (2). 
Vicia unijuga Au. Br. 
> : IX—1956 (3). 
Vigna catiang var. sinensis Kine 

3 . VWI—wW—1952 (2). 


Cox 


(テン テン パ ハギ) 


(HH) 


Saxifragaceae (ユキ ノシ タ 科 ) 
Deutzia crenata Sims. et Zucc. (ウツ ギ ) 
© : vi—1956 (2). & : VWi—1952 (19). 
Hydrangea macrophylla SERINGE var. (アジ 
+4) 
3 . We-1956 (2), VI—1959 (3). 


_Magnoliaceae (モク レン 科 ) 


Illicium religiosum Sims. et ZuUcc. (シキ ミ ) 
© : WM--1958 (2). 


| Berberidaceae (へ ビ ノ ボ ラズ 科 ) 


Nandiana domestica THUNB. (ナン テン ) 


16. 


Lie 


18. 
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& . W—1952 (2), VI—W—1953 (3), 
VI—1956 (2), VI—VWI—1959 (7). 
Polygonaceae (#4 7 Ft) 
Polygonum Thunbergi Sires. (2 
2: X—1956 (2). 
Liliaceae (ユリ 科 ) 
Allium fistulosum L. 
2: V—1956 (3). 
Scilla chinensis Benta (スル ボ ) 
人 な: KX—1952 (2). 
Commelinaceae (ツユ クサ 科 ) 
Commelina communis L. ( ツ ュ クサ ) 
9 : IK—1952 (2). 


PY rt) 


(ネギ ) 


Bombus ardens Smite 


(3) 


Compositae (+ 7 ft) 
Aster sp. (/#¥7) 
Ore x d065.(2). 
Lactuca stilonifera Maxim. 
S : V—1953 (2). 


Cucurbitaceae (ウリ 科 ) 
Cucumis satinus L. 
る : VI—1952 (2). 
Caprifoliaceae (スイ カズ ラ 科 ) 
Abelia serrata Stes. et Zucc. 
ペ ネ ウ シン ツ ギ ) 
BS. V—1953 (5), VI—1954 (2). 
ER 
Abelia spathulata Stes. et ZUCC. 
ネ ) 
© : V—1952 (2), V—1956 (13). 
& : V—VI—1956 (4). 
Weigela coraeensis THUNE. (ハコ ネ ウ ツ ギ ) 
© : VI—1952 (2), V—VI—1953 (9), 
V—VI—1955 (26). 
Weigela hortensis forma spontanea Makino 
(タニ ウッ ウツギ) 
© : I—1952 (2), V—1955 (5). 
Scrophulariaceae (ゴマ ノ ハ グ サ 科 ) 
Veronica caninotesticulata Makmo (イヌ フグ 
y) 
© : W—i954 (2). 
Paulownia tomentosa Kanirz. 
® : V—1956 (2). 
Verbenaceae (クマ ツジ ヅラ 科 ) 
Callicarpa japonica THUNRBE. (ムラ サキ シキ アプ” 


(Yy-)) 


(+9) 


(キス さ ナド コク 


C3997 


(+9) 


@ : VI—1956 (3). る : VI—1955 (2). 
Oleaceae (ヒイラギ 科 ) 
Ligustrum japonicum TEUNB. (%'°/ 2 =F) 
S : VI—1959 (2). 
Styracaceae ( ェ ゴ ノ キ 科 ) 
Styrax japonica Sims. et ZUcc. ( ェ ゴ ノ キ ) 


10. 


Ni 


12. 


13. 


14. 


15: 


16. 


1 
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© = V—1953 (2): 

3 ; vE-1952 (2), V—1953 (9), VWI—1954 
(2), V—VI-1955 (43), V—Vi—1956 
(6), VI—1959 (2). 


Ebenaceae (カキ ノ キ 科 ) 


Diospyros Kaki L. fil. (カキ ) 
© : vVI—1953 (2), Vi-—1954 (D3 1955 
(13), Vi—1956 (3), WI—1957 (2), 
VI—1959 (2). 


Primulaceae (+77 Y 9 Ft) 


Lysimachia clethroides Dusy. (オカ トラ ノ オ ) 
3 : WM—1953 (2). 


Ericaceae (‘YY YF) 


Rhododendron sp. 
©; 1V¥—1956 (2), V—1957 (2). 
8 : V—vVi-—1952 (2), V—Vi—1953 (9), 
VI—1954 (4), V—1956 (2), V—W 
—1957 (5). 
Rhododendron linearifolium SIEB. et Zucc. 
var. (€FY7Y) 
© : V—1952 (2), V—1955( 2 ). 
Rhododendron dilatatum Mie. (ミッ バツ ツ 
ジ ) 
dS. V—1956 (2). 
Pieris japonica D. Don (THE) 
©; 1V—1956 (2). 
Alangiaceae (ウリ ノ キ 科 ) 
Marlea platanifolia Stes. et ZUCC. 
キ ) 
& ; VI—1952 (2). 
Elaeagnaceae (グミ 科 ) 
Elaeagnus multiflora Tauns. (+Y 72) 
@ : W—1954 (2), IV—1955 (2), 
—1956 (4). 
SS V—1956 (2). 
Tiliaceae (シナ ノ キ 科 ) 
Tilia Miqueliana Maxim. (#472) 
Om) Vi=-1958'( 2). Ae WS (2). 
Ramnaceae (クロ ウメ モドキ 科 ) 
Frangula crenata Mie. (イソ ノ キ ) 
2 
Balsaminaceae (ホウ ゥ セン カ 科 ) 
Impatiens textori Mia. (ツリ フネ ソウ ッ ) 
2: K—1956 (2). 
Aquifoliaceae (モチ ノ キ 科 ) 
Ilex. pedunculata Mie. (Ya ョ ゴ ) 
® : VE-1954 (2). 3: Vi-1956 (2). 
Ilex latifolia Tauxys. (#5749) 
8 : V—1953 (2). 
Ilex integra Tuuns. (モチ ノ キ ) 
8 : WM—1956 (2). 


(ハゼ ノ キ 科 ) 


2 


Anacardiaceae 


N= 


HAD Hw BB Pe we 


18. 


Bom Ble 
Rhus sivestris Sms. et Zuco. (ヤマ ハゼ ) 
GS. V—1956 (3). 
Leguminosae (マメ 科 ) 
Astragalus sinicus L. (レン ゲ ) 
© . V—1956 (4), V—1957 (2). 
© > V—1953 (19), V—1955 (12), V—19 
(130), V—1957 (4), V—1958 (2 
Iv—V—1959 (14). 
Cytisus scaparius Link ( ェ ニ = シダ) 
@: V—1956 (2). 
Trifolium pratense L. (h7YHYAT+H) 
@ +: V—1955 (2). 
Trifolium repens L. (シロ ョ ロッ メ ク サ ) 
© : VI—1952 (3), V—1953 (2), V—Is 
(2), V—1955 (2); V— Vik 
(13), VI—1957 (2). 
S : VI—1953 (2). 


Wistaria brachybotrys Simp. et Zucc. (+ 
7) 
Oe Wa (4). 
19. Rosaceae (イバラ 科 ) 
Amelanchier asiatica Expu. (ザイ フリ ボク 


20. 


21. 
22, 


23. 


2 : W—1957 (2). 
Rosa multiflora THUNE. 
6S". -VW=-1953.( 29: 

S : V—VI—1953 (10), V—1954 (7), 

—VI—1955 (67), V—VI—1956 (5) 
V—vI—1957 (5); V—Vi—1958 & 
Rubus morifolius Stes. (クマ イチ ゴ ) 
9 : IW—1954 (2). 

Rubus parvifolius L. ( ナ ワ シロ イチ ゴ ) 

@ : VI—1952 (3), Ww—1953 (2), VI—1 
~ (2), V—Vi-1955 (3), VI-1 
(5), W197 C2. : 

Stephanandra incisa ZapEL (22% YY + 
@ : V—1955 (4). | 

Pourthiaea-villosa Drone. (ウシ コロ シ ) : 
© : V—1955 (2). | 

Saxifragaceae (ユキ ノシ タ 科 ) 

Deutzia crenata Sims. et ZUcC. (ウツ ギ | 
OCD | 
+ V—VWi—-1952 (4), Vi-1953 (2), | 

1954 (2), V—vI—1955(11), vI— 
(2), VI—1957(2 ). | 

S : VI—1954 (2). 
Cruciferae (ジウ ジ バ ナ 科 ) 

Brassica campestris L. subsp. (アブ プ ブラ ゴ 
@ : W—1955 (2), V—1956 (2). 

Lauraceae (クス ノ キ 科 ) 

Cinnamonum japonicum Sirs. (+ Fa y 1 
& : W—1952 (2). 

Berberidaceae (へ ビ ノ ボ ラズ 科 ) 

Nandiana domestica Tuuns. (ナン テン ) 


CA» 


19614F 3 月 


2 : VI—VI—1953 (3), WI—1956 (2). 
. Liliaceae (2 ) #) 
Allium fistulosum L. (ネギ ) 


ibis マル ハチ ペチ SMASTTEL FMLA O Mik (19521959, 篠山 盆地 ) 


花 蜂 種 


植物 の 科 名 Kes 

~| 2 

ta 2 
Campanulaceae 

Cucurbitaceae 

Caprifoliaceae 

Pedaliaceae 

Scrophulariaceae 

Solanaceae 

Labiatae 

Verbenaceae 

Convolvulaceae 

Gentianaceae 

Oleaceae 

Styracaceae 

Ebenaceae 

Primulaceae 

Ericaceae 

Pirolaceae 

Alangiaceae 

Elaeagnaceae 

Violaceae 

Tiliaceae 

Ramnaceae | 
Balsaminaceae 
Aquifoliaceae 
Anacardiaceae 
Euphorbiaceae 
Rutaceae 
Leguminosae 
Rosaceae 
Saxifragaceae 
‘Cruciferae 
Lauraceae 
Magnoliaceae 
Berberidaceae 
Ranunculaceae 
Caryophyllaceae 
Polygonaceae 
Fagaceae | 
Liliaceae 

Commelinaceae 


cw 


14 


Bombus 属 3 種 の 働 妖 が 優勢 に 訪 花 し た の は マメ 科 植 
で あっ た 。 すなわち B. diversus が 14 種 (76 種 中 ), 
‘ignitus が 7 種 (24 種 中 う , B. ardens が 4 種 (32 
wh) を 訪 花 対象 と し た 。 B. ardens 働 峰 の 訪 花 活動 
WEED 2FRL 相違 し て いる の で 一 様 に は 比較 で き な 
B, この 種 は イバラ 科 , スイ カズ ラ 科 の 植物 へ も マメ 
同 程度 に 訪 花 し た 。 B. diversus は マメ 科 に 次 い 
裂 チ ビル バナ 科 の 9 種 を 訪 花 し て いる こ と は 注目 に 価 
さら に 比較 的 訪 花 昆 虫 の 少 > な い ユ リ 科 の 植物 に 対し 
4, 1498, キク グ 科 と 同様 に ょ く 訪 花 し た 。 こ の 事 
ik, B. diversus が 他 の 2 種 よ り 頭 著 に 長い 中 舌 を 


BA: マル ハナ パチ 類 の 訪 花 性 


B. 


| 


(29). 
* 訪 花 植 物 種 数 
diversus | B. ignitus | B. ardens 
| So fet Ss | See as ee 
1 Bs 2 1 1* 
1 
2 2 1 
3 1 2 2 4 
1 | 
2 1 1 
1 
9 
2 1 1 1 
1 
2 
1 1 1 
1 1 1 1 1 
1 1 1 
1 1 
2 1 2 3 
1.4) 
1 1 1 
1 
| 1 1 
| 1 
1 3 1 1 1 
it | 1 “ 
1 1 
1 
1 
14 3 1 7 2 1 4 
5 2 5 
delle 2 1 1 1 
| 1 
1 
| i 
il | 1 1 
a | 
3 | | 
ee al 
1 | 
bt 1 
| 1 
2 
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9: V—1952 (2), V—1953 (2), V—1956 


Ma 12 


持っ て いる こと と 関係 が ある よう に 思わ れる 。 ユリ 科 の 
植物 の 中 で 最も 長い RAED キボウ シ に 対し て , B. 
diversus は 頻繁 に 訪 花 する が , 同じ 地区 で 訪 花 活動 中 の 
B. ardens は この 花 を 全く 訪 花 の 対象 と し な か っ た 。 
マル ハナ バチ 3 種 が 有力 に 訪 花 し た 植物 種 お よび その 
季節 的 推移 は 次 の 通り で あっ た 。 B. ardens Cit, 4 
月 下旬 に は じ め て 出現 し た 働 妖 は まず レン ゲ を TES 
る 。 5 月 に は 豊富 に 開花 し た レン ゲ の 花 へ の 最も 有力 な 
aarti Lite, 更に と レン ゲ が 盛 花 を 過ぎ た 頃 に シロ 
ッ メ グ サ ー へ 移り , 更に ノイ バラ , ハコ ネ ウ ツ ギ , エゴ ノ 
キキ, ツツジ な ど へ , 著しい 数 の 個体 に ょ る HEX 行 な 
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っ た 。6 月 に は カキ の 花 の 最も 有力 な 訪 花花 妖 と し て 例 
RH CHlam, T4857, VAIATF, SF 
TES, SSIS, Ne Nee crea) aa eS 
な ど に 対し て る も 比較 的 有力 な 訪問 者 と し て 記録 され て い 
る 。 な お この B. ardens の 営巣 生活 最後 の 時 期 の 訪 花 
WGRILY AIA IY, FVF VIEETH oko 

次 に B. diversus の 働 笑 の 訪 花 植物 は 上述 の B. 
ardens の 場合 と か な り 相 違 し て いた 。5 月 に は , レン グ ゲ 
を 多数 個体 で 訪 花 する が , 一 般 に 働 峰 の 活動 は いま だ 低 
調 で あっ た 。 6 月 に は , 訪 花 植物 と し て 記録 され た 30 種 
PIMOS, SPF 3, PYF A SI 
a Ps TART, CI TAIL ENS 
特に 豊富 な 個体 数 を も っ て 優勢 に 訪 花 し た 。 7 月 に 入る 
と クア デザ ドミ ペペ の 訪 花 は 更 だ 顕著 と な り ナン テン ハギ, 
BL G5, 2 EDI) FURY ENE Vy HUES 
ャ な どの 有用 植物 へ の 訪 花 も 注目 され た 。 8 月 に は 一 時 
低調 と な る が , 9 一 10 月 に は 再び 豊富 な 個体 数 を も っ て 
ッ リ フネ ッ ツウ を 優勢 に 訪 花 する 。 更 に 訪 花 花 蜂 が が 少 な く 
な っ た 時 期 に 開花 する コウ ヤ ボ ウキ の ほとん ど 唯 一 の 訪 
花 峰 と も な っ て いた 。 そ の 他 秋 に 開花 する ユリ 科 , クマ 
IS FE, マメ 科 な どの 植物 に 対す る 訪 花 も 見 の が すこ 
ど が で さき ne 

B. ignitus は この 地方 で は 棲息 密度 が が 低い た め に 資 
料 は 島 弱 で ある 。 一 般 に この 種 の 棲息 地 は 局部 的 で , 更に 
訪 花 活動 地区 も この 地方 で は 比較 的 狭い 箇 囲 と 限ら れ て 
いる 。 し か し 訪 花 植物 種 に つい て は 大 体 他 の 2 種 と 同様 
CS OA AO Aiciyo 
HII PIT Ly TR VL, EG 
ows Hae, HY, SAicitay, 9 
ele 7 7 PTE E NOR ED suk Site Tess 24 
ら の 訪 花 対象 が この B. ignitus の 造 巣 地 近 く の 開 花 植 
物 で ある こと か ら , この 種 は 例年 きわ め て 狭い 箇 囲 で 造 
RL, 比較 的 限ら れ た 範囲 内 で 訪 花 活動 を する も の と 推 
RENS. COLD, COMB, 行動 賠 を 狭く 限定 す 
る 習性 は 飼 槍 化す る 場合 に は 都合 の ょ よい 条件 と な る よう 
に 考え を られ る 。 

結局 マル ハナ バチ 類 3 種 が 各々 その 1 年 の 造 巣 期 を 通 
じ て 最 も 優勢 に 訪 花 する 植物 は , B. diversus で は ノ 
BIS TAS IY FIX, DIRS Fey. 
ADH, FRIFAGIY, AYKKRYVS, Vv, = 
ゴ ノ キ な ど で あ り , Bardens で は ノイ バラ , YY, 
ZA), カリ シロ イチ ゴジ シロ ツタ クサ , ウッ キ F 
HIKE, B. ignitus で は ムラ サキ ツメ メグ クサ ナン シテ ン 
75E CHA. 


Hy 


第 5 巻 Ble 


SER © BATEMAN LTE © ME STAC LS 
一 般 に 短い 。 し た が っ て , 特に 長い 訪 花 活動 期 を も つ 
峰 種 で は , その 訪 花 対象 を 次 々 た に 変 を て 行か な けれ ば 
ら な い 。 そ の 1 例 を 次 に 示す 。 地 区 A に お ける 5 一 9 
DO B. diversus の 訪 花 対象 は , 5 月 一 レン ケ , 
PIS 7H, 6 ha VY ay Os DA Ae ee 
FYFYRE SITTERS, SAT, 9 ae 
FYF YANK, FRTY, GVA A SAV Ya, KF 
Y, ホトトギス と 移行 する の が 記録 され た 。 


BAZ マル ハナ バチ 3 種 が 訪 花 し た 樹木 の 
種 数 (1952 一 1959, 篠山 盆地 ) 
|e jes 
B. diversus Tf LA 0s / ZO 
B. ignitus 5/10 | LfesdlGy fe 
B. ardens 8 / 12 Eo 120 sot 


* TES NMA ZV KOR 
| 総 訪 花 植物 種 数 
第 4 表 に マル ハナ バチ 3 種 の 訪 花 植物 中 の 樹木 の 
MLK. tikbb, Ch bSVWAF AFL, TEX 
と し て 比較 的 多く の 樹木 の 花 を 訪れ る こと を 示し て 
の で ある 。 


訪 花 花 蜂 と し て の 価値 


マル ハナ バチ 類 が 訪 花 昆虫 と し て ミツ バチ 類 と は 
に , 最も 優位 に ある こと は いう まで も な い 。 COMA 
お ける マル ハナ バチ 類 が 訪 花 昆 虫 と し て 実際 に どの 
の 価値 が ある か を 確 め る た め に , この 属 の 花 蜂 種 の 
また は 訪 花 活動 地区 の ひろ が り に つい て 1955 一 1957 
3 EPIC OBES HH (宮本 , 1959 c,d) た に お いて で て 調 
た 。 そ の 結果 は 第 5 表 の 通り で ある 。 そ こ に 示さ れ 
る よう に , B. ardens お よび B. diversus は 篠山 
の 種々 の 地区 た に が な り 広 ぐ 分 布 し で いろ 2 る 015 月 に ポ 
2 種 は 10 地 区 中 7 一 8 地区 で , 6 月 に は 9 HR CE 
ある い は 訪 花 活動 を 行なっ て いた 。 すなわち これ 
は 篠山 盆地 の ほとん ど あ ら ゆ る 地区 で 棲息 , 訪 花 活 
Aiko CW SbISC, COMCOEMMRP SLE LT 
上 重要 な 資格 を 備え を て いる も の と いえ よう 。 更 に ヨ 
うに 豊富 に 棲息 する Bombus 属 花 峰 類 は , Ha 
お いて 4 一 6 月 に 豊富 に 開花 する 代表 的 な 植物 8 al 
し て 訪 花 花 峰 と し て どの ょ うな WAI HAD Be 
た 。 ま ず ア プラ ナ に つい て みる と , 3—5 Hie 7 He 
開花 し ,37 種 の 訪 花花 峰 が 記録 され た が , B. arden 
地区 で , B. diversus は 1 地区 で 訪 花 了 疾 と な っ て いひ 
この アプ ラナ の 開花 期 と 時 間 的 な ずれ も 療 きら れる 


1961 年 3 月 
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第 5 表 VUAFAF 3HO4—6 HOMORLAMICHYO SME, 訪 花 活動 周 (1955 一 1957) 
eee a a 9 5 ais 区 | | | | 
El Taye eee A B Pd Dao |G [AM | mies 
| ae oat ce. L's 2 
Vv H | + | cna ee eS | 
B. ardens Sapa sok ag eg Mg a a 
VI He oe ppp Ht A Aine + ia 
WV H+ = Tf | 
B. diversus V + 4 + + fi H+} aL | 
Wo] | He] we] eT am] +] a] a] 
WV | 
B. ignitus V + + | | 
VI + + Sieh, Fe Vee | | 


t 2 indica japonica t3 kU Andrena opacifovea 7s 
CK ETA COME CHASE TH aK ORL 
DS PIF SA LV NF AF OBE L UT OH 
は 全く 問題 に ならない も の で あっ た 。 タンポポ は 4 一 
請 に 8 地区 で 21 種 の 訪 花花 中 を 集め た が , マル ハナ バチ 
の 訪 花 は 1955 一 1957 年 の 3 年間 , 全く 記録 され な か っ 
to TPF ULC 月 に 7 MECHEL, 8 種 の 訪 花花 峰 
SACSES HA, B. diversus は 4 地区 で , B. ignitus 
CLR CH OPERATE LK. B. diversus は Halictus 
Htulus が 全 地 区 で 有力 な 訪 花 妖 で あっ た の に 次 いで , 
3 の クア ザ ミ に 対し 訪 花 花 燃 と し て 優位 に あっ た 。 キ ン 
S975 月 に 6 地区 で 開花 し , 19 種 の 訪 花花 蜂 が 記録 
た が マル ハナ バチ 類 は 全く この 花 を その 訪 花 対象 か 
RAL TOE. シロツメクサ は 5 一 6 月 に 10 地 区 で 開 
SL, 15 種 の 訪 花 花 峰 が 記録 され た 。 その う 5 うち, B. 
rdens は 6 地区 で , B. diversus は 5 地区 で , B. 
2487S 計 は 寺地 区 で 訪 花 が 観察 され た 。 B. ardens お ボ 
O B. diversus は Apis mellifera WIKRE AHH 
HeCHofeo, レン ゲ は 4 一 5 月 た 8 地区 で 開花 し , 19 
の 訪 花 花 蜂 が 記録 され た 。 選 . diversus は 6 地区 で , 
. Q@rdens は 5 地区 で , B. ignitus ix 1 地区 で 訪 花 
Me Str, 特に 前 2 者 は この 花 に 対す る 訪 花 花 妖 と し 
最も 優位 に あっ た 。 ウ ツジ ツ ギ は 6 月 に 6 地区 で 開花 し , 
) AD 訪 花 花 妖 が 記録 され た 。 B. diversus, B. 
dens, B. ignitus の 3 種 と も 2 地区 で の みみ 記録 され 
詳 こ れ ら は ウツ ギ に 対し て は あま り 有 力 な 訪 花 妖 と は 
ATP, 3 種 と も 同じ 地区 で の み 訪 花 峰 と し て 記録 
れ て いる 。 こ の 事実 は , ウツ ギ の 花 が マル ハナ バチ 類 
花粉 密 源 と な りう ぅ うる 環境 に ある な ら は ば , これ ら の か な 
有力 な 訪 花 対象 と な りう る こと を 示す も の と 思わ れ 
o JAANFIX6 月 に 8 地区 で 開花 し , 12 種 の 訪 花 花 蜂 
集め た 。 B. ardens は 5 地区 で , B. diversus は 


4 地区 で 訪 花 が 記録 され た が , 特に 前 者 は この 花 に 対す 
る 最も 有力 な 訪 花 花 妖 で あっ た 。 

タン ポポ (キク 科 ) お よび キン ポ ウ ゲ (キツ ネ ノ ボタ 
ン 科 ) の 2 種 に 対し て は , 上 記 の 3 年 間 の みな ら ず この 
調査 が 行なわ れ た 8 年間, マル ハナ バチ 類 の 3 種 は い ず 
れ の 地区 た お いて も 全く 訪 花 し な か っ た 。 更 と アプ ラナ 
(マウ ジ シバ パナ 科 ) お よび ウツ ギ (ユキ ノシ タ 科 ) CHL 
て は 訪 花 花 妖 と し て の 地位 は 低い 。 他方, ノア ザ ミ て ( キ 
ク 科 ) お よび シロ ツメ クサ (マメ 科 ) に 対し て は か な り 
有力 な 訪問 者 と な っ て お り , レン ゲ (マメ 科 ) お よび フフ 
イバラ (イバラ 科 ) に 対し て は 訪 花 花 妖 と し て 最も 優位 
あっ Se 

結局 マル ハナ バチ 類 は 形態 的 に 最高 度 に 訪 花 昆虫 と し 
て 発達 し た も の で ある と は い を , すべ て の 頭 花 植 物 の 該 
花 尾 虫 と し て 優位 に こ あ る の で は な い 。 し か し な が ら , マ 
ル ハ ナ バ チ 類 は 野生 花 妖 類 の 中 で は ょ うり 広 箇 囲 な 値 物 に 
WLC, その 個体 数 の 豊富 さと 能率 的 な 訪 花 行動 と に ょ 
ot, 最も 有力 な 訪 花 花 妖 と な っ て いる こと は 事実 で あ 
Bo Bit, 長 答 花 の た め に 他 の 多く の 花 妖 種 に と よっ て は 
花粉 媒 介 が 困難 な 多く の 植物 に 対し て は , マル ハナ バチ 
類 が 貴重 な 存在 で ある こと は いう まで も な い 。 

篠山 和 盆 地 に お ける マル ハナ バチ 類 3 種 の 上 駿 あ る い は 人 竹 
蜂 が 訪 花 し た 植物 種 中 いわ ゆる 有用 植物 は , B. diver- 
sus HECILP FFF, VY, FITS, MRL 
Fa. VIP RAITXIAIS, SUIFG SAS 
Pugh. Peo Ly TUS 2k, AY, At oe 
SY, =X a7, XV, AKF v, FA, FIT; 
ゴマ な ど で あ る 。 B. ardens HECII TIF, FIT 
2, UY, BECII TIS, vv7, AFFRIZ 
RP SAIL IF, FIF 2. PRT AREECH 
る 。 B. ignitus HECILU YT, AX, ア ヅ キ , MRT 
UY, FHA, AFFRIATY, ソロ ツメ クサ 
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マル ハナ バチ 類 は 上 記 の よう な 有用 植物 の 訪 花 尾 虫 あ 
る い は 有力 な 花粉 媒介 者 で ある 。 し か し , この マル ハナ 
バチ 類 が 1 年 の 造 巣 生活 を 完成 する た め に は , その 長い 
期間 に わた っ て 次 々 に 開花 し 花粉 蜜 を 提供 する と ころ の 
本 文 に 示さ れ た よう な 他 の 多く の 顕 花 植 物 を 必要 と する 
の で ある 。 す な ね わ や ち , 有用 植物 の 花粉 媒介 に , マル ハナ 
バチ 類 が 大 き な 役 割 を 果す た め に は , 他 の 多く の 開花 植 
物 の 存在 が 必要 で ある 。 現 在 , 自然 の 単純 化 お よび 劇薬 
の 乱用 た に た ょ る 直接 また は 間接 の 影 結 で , LUANT AFH 
は 激減 し つつ ある 。 有 用 植物 の 花粉 媒介 者 と し て 利用 上 
マル ハナ バチ 類 を 保護 , 増殖 する た め に は , CHhoOR 
に 著しく 見 出さ れる 加害 動物 , 敵 虫 ある い は 寄生 虫 な ど 
を 排除 する 問題 を 飼養 化 な ど た にょ っ て 解決 する と と も に 
本 文 た 明らか に され た よう な マル ハナ バチ 類 の 花粉 蜜源 
と な る , より 豊富 な 変化 に と ん だ 顕 花 植 物 和 群 が 存在 する 
よう な 自然 環境 の 保護 が 必要 で ある と 考 を られ る 。 
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Summary 


Flower-visiting Habits of Bumblebees 
(Biological Studies on Japanese Bees XIX) 


By Setsu Miyamoto 
Laboratory of Entomology, Hyogo University of Agriculture, Sasayama, Hyogo Pref. 


Flower-visiting habits of 3 species of the genus 
ombus were examined during from spring to 
wtumn of 1951-1959. Nesting or flower-visiting 
tivities were observed till early summer in B. 
‘dens, and till autumn in B. ignitus and B. 
versus, respectively. The number of flower-visit- 
g workers became maximum during the periods 
' April-May in B. ardens, and June in B. diversus 
ad B. ignitus. 

The workers of B. diversus visited flowers of 76 
»ecies belonging to 31 families. Particularly, the 
ywers of Leguminosae, Labiatae and Liliaceae 
ere visited predominantly by this workers. 
loreover, they preferred mostly the flowers of 


irsium japonicum, Rosa multiflora, Vicia uni- 


juga, Prunella vulgaris, Trifolium repens, Salvia 
chinensis, Impatiens textori, Pertya ovata, Astra- 
galus sinicus and Styrax japonica, 

The workers of B. ignitus visited flowers of 24 
species belonging to 14 families. The flowers of 
Leguminosae were visited predominantly by them. 
These workers preferred mostly the flowers of 
Trifolium pratense and Vicia unijuga. 

The workers of B. ardens visited flowers of 32 
species of 18 families, especially, the flowers of 
Leguminosae, Rosaceae and Caprifoliaceae pre- 
dominantly. And these workers rather preferred 
the flowers of Rosa multiflora, Rhododendron 
sp., Styrax japonica, Rubus parvifolius and 


Diospyros Kaki. 


mT @ 


BBShe 福田 仁 郎 著 (1961), A5 判 , 527 ペ ー ジ , 
0 円 , FER CRE) 発行 

BME HICHSS, ある に ら は それ を 含め た 成 書 は , と 
| 舌 で も 少な か ら ず 刊行 され て きた が , 本 書 は その 決定 
詳 人 うっ にょ さわ し い に も の で , MBICHMT SMEARS 
KigS SSRs, 関係 文献 も 各種 別に て に ね に に 
PENTWOB. 

RBA - SH MEMOS BPSESB, その 中 
NES (p. 17—489) で , 作物 別に 各種 害虫 の 生態 ・ 防 
| 潜 な ど が 解説 され , ECS MICK MN LRMB SEO 
| 事 類 は 別項 と に まとめ られ て いる 。 著 者 は 本 書 の 序文 で 
[Sm ROMINA L, それ に は 各種 害虫 お よび 


天敵 の 生態 を 就 知 し た 上 で 合理 的 な 使用 法 を 究明 すべ き 
で ある と 説い や て に る 。 本書 各論 の 記述 が 詳細 を きわ あめ , 
図表 も 多数 挿入 され , 一 見 ぜ に た く と さえ 思わ れる ほど 
で ある が 上 述 し た 著者 の 意図 を 解す る な ら ば 当然 の 編成 
と に わな けれ ば な る まい に 。 と の よう に 多数 の 文献 を 渉猟 
し て まとめ る こと と は , た に へ ん な 仕事 で ある が , 著者 が 
一 貫 し た 理念 に 立っ て あえ て こと これ を 完遂 され た こと と は 閣 
服 に た えな い 。 後 進 者 が これ に よっ て 受け る 恩恵 は 多大 
な も の が あろ う 。 

な お 口絵 の カラ テー 写真 (11 葉 ) も み ど と な で き ば え で 
あり , また 果樹 害虫 の 発生 予察 に 論 及 し て いる の も 時 宜 
に 適し た も の と いえ よう 。 その 他 に も 各所 に 著者 の と こま 
か い 配 慮 が うか が われ る 。 評 者 は 広く 各位 に 一 読 を お ぉ おす 
すめ し た い 。 (fH 健一 ) 


トビ イロ ウッ ンカ の 越冬 に 関す る 研究 


I BIRR Fic 6 0 SIUM tsb OCA RO RT EM 


mw OR 


神奈 川 県 農業 試験 場 
(平塚 市 寺田 縄 ) 


ま a が き 

トピ イロ ウッ ンカ の 越 人 を に つい て は 一 部 の 地方 で すでに 
その 実態 が 明らか に され て いる 。 す なわ もち, KAS (19 
55) に よれ ば 鹿児島 県 の 冬季 温暖 な 特殊 環境 地 で は 周年 
その 世代 を くり か を し て お り , RT SIE RIS 
HAE CRA L, 越 年 世代 の 成虫 は 4 月 か ら 5 月 に わた っ 
て 現われ る こと が 認め られ た 。 航 島 (1956) は 宮崎 県 に 
お ける 調査 で 3 月 上 旬 ま で 僅少 の 生存 幼虫 を 認め , 一 番 
症 生 産 下 卵 を 加 温 し た 結果 3 月 中 旬 ま で 少数 な が ら ふ 代 
es 自然 温 下 で も 幼虫 の ふ化 を 確認 し た 。 ま た , WA 
(1955) は 水田 の ある 山間 地 の 水 辺 雑 草 中 で 2 Sh 
重 を 採集 し , 二 番 芽 生 に 産 下 され た 卵 は 3 月 下旬 イネ の 
組織 が 軟化 麻 敗 し て も 4 月 上 旬 ま で わずか な が ら ふ 化 可 
人 能 卵 が 残存 する と 述べ て いる 。 

以上 の 結果 は いずれ る も 暖地 帯 に お ける 本 種 の 越冬 実 態 
を 示す も の と し て 注目 され る 。 著 者 ら (1957, 1958) は 
秋 背 を く イネ の 二 番 芽 生 に 産 下 させ た トビ イロ ウン カ 画 
を 組織 か ら 個 々 た 取り 出し , ABM MEANS LT 
野外 飼育 を 試み , METS LCL so CHMANORAS 
化 の 状態 を 調査 し た 結果 , 3 月 22 日 の 加 温 で も ふ化 する 
卵 を 認め , SBA OA AED CLM LIC. A 
$B CULPLAREE FN BARR O FEC ME AIOWA LT 
野外 飼育 を 行ない , 野外 の 自然 温 下 で 卵 が 完全 に 越冬 し 
て 翌 春 化し て くる 湊 態 と 越冬 卵 か ら ぁ 化し た 幼虫 の 早 
春季 の 発育 経過 に つい て 1957 年 と 1959 年 の 2 カ年 間 に 行 
な っ た 調査 の 一 部 を と り ま と め て 報告 し , 大 方 の 参考 に 
供する 。 

な お , 本 研究 を 実施 する に あたり 上 農業 技術 研究 所 性 虫 
科 長 深谷 昌 次 博士 , 九州 農業 試験 場 環 境 策 一 部 長 末 永 一 


sa L 


Rela! 


Be OR 


博士 , 神奈 川 県 農業 試験 場 病害 虫 専用 技術員 二 宮 融 接 
な ら び に 病 虫 科 長 和泉 清久 技師 に 御 指導 と 御 助 言 を 頂 
た 。 ま た , 深谷 昌 次 博士 に は 御 校 開 の 労 を わ ず ら dD 
た 。 こ こ に 感謝 の 意 を 表す る 次 策 で ある 。 


自然 温 下 に お ける 卵 態 越 衝 

材料 お よび 方 法 

1957 年 に お ける 調査 で は 秋季 トビ イロ ウッ ンカ の 多 
た 水田 か ら 採 集 し た 成虫 CEM LG) SHORE 
CRM OPAC RA Lid ADEE GRE 
FERRITES OMRICAE ZTE) に 産 下 し た 卵 を 用 いた 。 
産卵 後 は その まま 野外 の 自然 温 下 に お き , 12 月 1 
SMA Chiko CSB PIL IRE 
ネ の 組織 か ら 卵 塊 ご と に 取り 出し , さき に 著者 ら (19 
が 報告 し た 方 法 (PRR Ae) で 湿 室 内 に 卵 を 
し て 室温 下 に 置き , 翌年 の 1 月 7 AICHE SC 
L, 生 現 と 判定 され た も の の みみ に つい て 外観 的 に 肛 
育 期 を 調査 し て か ら , 湿 田 に 設置 し た 百 葉 箱 に 移 じ て 
外 飼 育 を 行なっ た 。 
調査 は 原則 と し て 各 月 と も ゃ 上旬 , PABLO AZ 
回 行ない , 越冬 卵 の ふ化 が 終っ た 5 A EAE CHE 
施し , 越冬 卵 の 発育 を 化 の 状態 を 記録 し た 。 な お ; J 
外観 的 な 胸 子 発育 期 は 奈須 ら (1958) が セ ジ マロ ウン 
つい で 行なっ だ た 分類 基準 な ララ だ た 
1959 年 に お ける 調査 で は 出穂 し た イネ を 飼 料 と 
5 ARC MARA HH Dele (SEHD) "50,000 の ポッ | 
栽植 し た イネ (RIE RA b RAE DAMM, HRM 8S 
RUA L THF AEA CHIR ERIKA Teo HEI 
イネ は その まま 室温 下 に 置き , 1202501957461 
る 調査 と 同じ 方 法 で 採卵 し , 湿 室 に 収容 し て 野外 飼 ! 


1 二 研 究 の 一 部 は 昭和 34 年 度 日 本 応用 動物 紫 虫 学会 大 会 に お いて 発表 し た 。 


(1960 44 11 月 15 旦 受 領 ) 
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1961 年 3 月 竹沢 : 


た 。 翌 年 の 1 月 8 日 に 死 卵 を 除去 し , 生 卵 の みた つ 
で 外観 的 な 肛 子 発育 期 を 調査 し て 継続 飼育 し た 。 な お 
周 8 日 以降 に お ける 調査 の 時 期 な ら び に 方 法 は 1957 年 
場合 と は ほぼ 同様 で ある 。 

調査 結果 

1957 年 . の 調査 に だ お ける 供 試 卵 の 越冬 前 に お ける 肥 子 の 
RAIL 1 表 に 示さ れる と お り で ある 。11 月 1 日 か ら 同 
国 に 産 下 し た 卵 は 黄斑 期 か ら 眼 点 後 期 まで 肥 子 が 発育 
で 越冬 に 入っ た が , RCIA Soot. 11H 6 
誰 ら 同 10 日 に 産 下 し た 卵 は 大 部 分 が 黄 導 期 と 眼 点 初期 
| また, 11 月 11 日 か ら 同 15 日 に 産 下 し た 卵 は 黄 北 期 まで 
牌 が 発育 し て それ ぞ れ 越え に 入っ た 。 こ の ょ うに 用 子 


RAR 1957 年 に と お ける 供 試 卵 の 肥 子 発育 期 別 
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発育 期 の 異な っ た 各 陸 期 別 産 下 卵 の 自然 温 下 に お ける 越 
冬 状 況 を 調査 し た 結果 が 第 2 表 で ある 。11 月 1 日 か ら 同 


第 2 表 ST 


ーー 供 BB | we Tse He | 3 46 5p 
He SBN IY |— So 
卵 塊 数 | sit oon SPRL Be SN DH Ee SPA Re 
i~5im| 30/ 100| 90 | o | o | oO 
6~10/X1 | 81| 301| 12 | 22 - | 
11~15/x1 | 78| 308; 31 | 71 | 11 | 15 
st | 189] 709] 43 | 93 | 12 | J6 
5 日 の 産 下 卵 は 越冬 中 すべ て 死 卵 と な り , 越冬 卵 は 全く 


認め られ な か っ た 。11 月 6 ASMA DH FILES 
気温 の 上 昇 に 伴い , 発育 卵 が 現われ , PRIBD 7.32675 


画数 肥 子 完成 卵 と な り , 1 頭 が を 化し た 。 ま た , 11A11 BA» 
SL ら 同 15 日 の 産 下 卵 で は 多数 の 越冬 卵 が 見 られ , 供 試 卵 の 
=< PR 258 黄 JK | 
Ms elt ee [| A | gp 812 が 用 子 完成 路 と たり,15 頭 が 自然 混 下 で を 化し た 。 
<< Biz 初 | 中 | 後 |" 3 表 は 自然 a Re : は 
gon | sen fase) gn et | ge | 第 PUTA RE PCIE S ER OBS ROR T EBM 
な ら び に を 化 時 期 を 示し た も の で ある が , 肥 子 完成 卵 は 
24 ~ 5/XI 10; 2] 0] 301-29 | 29} 100 5 2 Be HOT E 
eS arn 1511 2| 4/199 13 2 301 4 月 18 日 以降 の 調査 か ら 認 め ら れ , 4 月 27 日 と 5 月 8 日 
i ~ 15/x a 0 fe 0 . ele の 調査 で ふ化 が 見 られ た 。 

8 4|160| 42 | 3 0 ' 
ae ia Eee Pas as iu ae 1959 年 に 行なっ た 調査 結果 は 第 4 表 か ら 第 7 表 に 示し 
} a 
= HSB HEALS BORN ASE AES a Se 

調 A 日 
産卵 時 期 Ps — as 


18/1 ge 10/0 17/1 20/1 8 18/10 mm Tw 18/ 1V 27/W 8/V mal 


sg WES x 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 “0 
ee 化 Om 0; RT 0 MO So’ OF oO. Ao On. Oe 
= — = = — - = ーー _—— : 

Wey =e 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 16 0 21 
S10 te eo Cag oo oe Oe ed ie ee 
Ie 完成 0 0 0 0 0 0 0 0 0 11 44 1 56 
MW ~ 15/ XI 化 CE 0 ot CS 
= | | PE SER 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16 60 7% 
at ES “ia 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 14 2 16 
— ge I 1 ieee a hay pe Eat i eae i a > 

1 I i I I l i [| 1 [| 

a CC) MCA ena? Le 7.8 Ad wNGtO 1123 - 04 IBIS tes 


第 4 表 1959 ice SHAMWORKT BAM SI 


卵 数 
奈子 発育 期 | 麻黄 | 黄 | 黄 | 反 了 眼 反 | 眼 
= wp | BE | BE | BE geet) ge | | gt 
ss. | | |B | * 
B 時 期 期 | 期 期 期 前 成 期 | 期 
5/xI~ 1/x | 0 19 | 156) 75) 31 5 | 22 | 308 
2 ~12/ XI 5 | 46 92; 57) 30 422) 256 
Zz 5 | 65 | 248| 132| 61 9 | 44 | 564 


Teo $84 RIL HRAIOMAAMCH SEF RAMA 
で ある 。11 月 25 日 か ら 12 月 1 理 に わた っ ぅ っ て 産 下 され た 卵 
DHS LOAM MID 6 IRA E CBA LL CRAIC 
入っ た が 過半 数 は 黄 散 中 期 卵 で , つい で 黄 龍 後期 卵 が 多 
か っ た 。 ま た ,12 月 2 APS ALA CHL} FMI 
期 か ら 眼 点 初 期 ま で 肛 子 が 発育 し て 越 和 に 入っ た が , 黄 
PEI ASD <, OV CHB L HSE CH 3 
た 。 こ れ ら 両 時 期 別 産 下 卵 の 越冬 捧 態 を 調査 し た 結果 は 


42 BAD Bw Be SS as 策 5 巻 Bl 
第 5 表 1959 年 に お け る 越冬 卵 
7 “peo on | eee [meres | OB 
産 os 時 期 
PRE I 5pm. PREC | 58 SRLS 卵 塊 数 | PBL Bt PREC | FBALS 
o5/K1 ~  1/Xil 60 | 308 57 230 | 26 66 9 12 
en AIR 58° | «256 29 Leeds 11 1 1 
ョ 118 564 86 Ais | 31 17 10 13 
* WABAREO LAICMHOD DIC と 肥 子 発育 を 再開 し た も の 
第 6 表 1959 年 に お ける 越冬 卵 の 用 子 完成 な ら び に ふ化 の 時 期 
: 調 査 月 A 
産卵 時 期 
a 29/1 4 Oe eo Sot i 4/W 8 a 18 /IV Be (A 
ui azee Tf 0 0 GO. 0 | Og gs epee 
25/XL ~ WME | & 化 Oo. vo tO” oo Oo eee 
a6 WEESE ‘pean Com eee Ga POT Go foe 
ee ead CRP Roe OE. 0. 1 RO Oe eee 0 Oi wet 
a wR ‘iia mine Snir) i 
i i 20°.) eenO eo aan 0 12 6 deme 
err ; t+ t+ a トト : 
eM (CC) 51 29 6.4 42 6.5 7.8 10.2 9.5 9.5 12.5 14.8 15.2 
Wi HOMER EE RIB OO RMIMERS ae 
HT Fe 越冬 後 完全 に ふ化 し た 卵 の 越冬 期間 中 に お ける 発育 経過 (195948) 
(25/X1 ~ 12/ 季 pe F 38) 
4 a7 反 上 | | os ag 
aie |e) a eo ee ae oe le 
ge Bg a 県 3 
fe a ee 初 中 後 = 気 
iH) 期 | 前 成 | 期 iH) 期 期 | 成 化 i 
a bs. feild peal 
8/1 9 i! | | | >. 
i 
18/1 9 1 | “| | 5.1 
29/1 9 eee | vee 
9/IL 9 1 | | | 6.4 
17/ 9 1 | | | | | | 4.2 
| | | | に 
27 / I 7 3 | | | | 6.5 
8 mm | i | | 7.8 
16 /Ir 3 2 | 1 10.2 
| | | " 
4/W | | Nc 5 Bin 9.5 
| | 
8/IV | | 5 hs 9 
18/W | | 2 : | 12.5 
28 /IV | | | | | 14.8 
| 1 9 ae 
7/V | 15.2 
= i MR bee a! Je | 10 soa 


i os 


196146. 3 月 竹沢 : 


3 表 の と お り で ある 。11 月 25 日 か ら 12 月 1 日 の 産 下 卵 
K 部 分 が 厳寒 期 を 経過 し て 翌 春 発育 を 再開 し , HEARSE 
劇 42 が 肥 子 完成 卵 と な り 12 頭 が ふ化 し た 。12 月 2 日 
っ 同 12 日 に わた る 産 下 卵 は か な り 多 数 の 卵 が 厳 寮 期 を 
らら 翌 春 発育 を 再開 し た が 肥 子 を 完成 し た 卵 は 非常 に 
ド が か "っ た 。 すなわち , HRIO 4.32% が 肥 子 を 完成 し 
AD Sb Lic, Kr, 第 6 表 は 越冬 卵 の 翌 春 た お け 
3 陸 完 成 な ら び に ふ化 の 時 期 を 示し た も の で ある が , 
年 に だけ る 調査 結果 と ほぼ 同様 に 4 月 18 日 の 調査 以 
: 肥 子 完成 卵 が 現われ , 4 月 27 日 と 5 月 8 日 の 調査 で 
幼虫 が 認め られ た 。 W7 表 は 越 そ を 完成 し , BRE 
SAL LINDA II HC ASIF BILE © FE EO 
HELDCHS. IO 結果 に ょ れ ば 越冬 卵 は 1 月 か ら 
|[ 由 名 に わた る 低温 期 を 発育 停止 の 状態 で 経過 し , 平 
が 6.5°C と な っ た 2 月 下旬 頃 か ら 除 々 に 発育 を 
a 平均 気温 が 10.2°C と な っ た 3 月 中 旬 以 降 に 反 

現われ , 平均 気温 が 12.5°C と な っ た 4 月 中 旬 に 
PMR FURIE FEEL CAMA AS 4 月 下旬 に ふ化 出現 


p> 


“oO 


«BA Mic bid SRA 

PLD ERT COMA I A 516 LA LEV 
催し て 一 般 水田 に 飛来 する まで の 発育 経過 を 明らか 
妨 た め 次 の 調査 を 行なっ た 。 


Gara ee ee i eae 
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材料 お よび 方 法 

PRES A RESALE L CHAO AE 
で 越冬 し た 卵 か ら 4 月 27 日 と 同 28 日 の 両日 に ふ化 し た 幼 
HH "59,000 OA » b ICH LIA Ai (農林 17 号 ) に 移 
し , KAY HA—Y¢CHokHFAAB (40x15cm ) を 
か ぶせ て 無 加 温 の 飼育 室内 で 継続 飼育 を 行ない , 成虫 の 
羽化 時 期 を 調査 し た 。 

調査 結果 

調査 結果 は 第 8 表 の と お り で ある 。 和 上 自然 温 下 で の 越冬 
卵 か ら 4 月 27 日 と 同 28 日 の 両日 た ふ化 し た 幼虫 は 次 第 に 
AL, 5 月 28 日 か ら 同 31 日 と わた っ て 越冬 卵 た 由来 す 
る 春季 第 1 化 の 成虫 が 羽化 し た 。 こ の 第 1 化成 虫 の 生存 
期間 は 最短 13 日 , 最長 31 日 で , か な り 長 期 に わた っ て 産 
卵 が 見 られ た 。 第 1 化成 虫 の 産 下 卵 か らき わ め て 多数 の 
幼虫 が ふ化 し た 。 し か し 飼 育 中 食 草 を 交換 し た た め , か 
な り の 若 令 幼 虫 が 死亡 し た の で , 第 2 化成 虫 の 羽化 期間 
な ら び に 羽化 虫 数 等 は 正確 を 期し た い が , 7 月 2 日 か 
ら 同 23 日 た わた っ て 第 2 化成 虫 が 羽化 出現 し た 。 


者 bas 


セ ジ ロウ ンカ , FEA RBDYADMA COW CULE< 
か ら 数 多く の 調査 研究 が 行なわ れ て きた 。 近 年 , 三宅 ら 
(1954) な ら び に 末永 ら (1953, 1954, 1955) の 研究 に 
より , セ ジ ロウ ンカ に 生態 型 の ある こと が 明らか と な り 


‘= x 1 te wx a 第 2 ee 虫 

ee ee ee 2 5 ae = soe —— 43 
; =e [ 
‘me & 月 a eee 羽 化 A a | @ a a 

28/V Cru Gt ie 2/VIl | 4 | 3 y/ 

29 0 0 0 3 11 8 19 

30 SO or 4 4 14 27 41 

31 denn We 2 2 5 67 | 82 149 

6 124 69 | 193 

| i 25 25 50 

8 90 77 167 

9 67 41 108 

10 51 39 90 

11 35 33 68 

12 36 38 74 

13 22 27 49 

14 54 36 90 

15 16 22 38 

16 18 35 53 

17 54 47 101 

18 13 11 24 

| 19 10 12 22 

20 20 11 31 

21 37 35 72 

22 16 18 34 
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トピ イロ ウン カ も セ ジ ロウ ンカ に 準じ た 地域 的 特性 の あ 
る こと が 指摘 され た 。 

こと れ ら の すぐ れ た 研究 と ょ っ て 両 種 ウン カ と も 内 地 越 
冬 が 方 向 づ けら れ , つぎ つぎ と 越冬 の 実態 が 明らか に さ 
CEES 

すなわち , RHO (1956) , IZA (1956) BLU 
(1956) の 報告 に よれ ば 鹿児島 県 で は 厳寒 期 を 卵 態 ま た 
は 幼虫 態 で 経過 し , 越 年 世代 の 成虫 は 4 月 か ら 5 月 に わ 
た っ て 現われ る こと を 認め , 宮崎 と 福岡 の 両 県 で も 卵 態 
また は 幼虫 態 で 僅少 の 個体 が 越冬 し うる こと を 実証 し 
た 。 こ れ ら の 調査 結果 を 総括 する と , 九州 地方 た お ける 
本 種 の 越冬 は 卵 と 幼虫 の 両 態 で 行なわ れ , 卵 態 また は 編 
虫 態 の いずれ か に 一 定 し た 越冬 様式 を と ら な いこ と が う 
か が われ る 。 

著者 ら (1957) は 本 種 の 卵 態 越冬 を 実験 的 に 究明 する 
た め , 晩秋 季 イ ネ 二 番 芽 生 に 産 下 させ た 卵 を 人 論 的 な 湿 
室内 に 収容 し て 野外 飼育 を 行ない , 加 温 に ょ っ て 著 越 冬 
ORE LRA Lice, 3 月 22 日 に お ける 加 温 で も ふ化 
卵 の 存在 する こと を 認め , 卵 態 越冬 の 可能 性 が 高い こと 
を 報告 し た が , 今回 の 調査 で 本 種 の 越冬 は 卵 態 で 行なわ 
れる と が 明らか と な っ ぅ っ た さき に 著者 ら (1957)1 (Lek 
冬 卵 の 肥 子 発育 期 は 卵 越冬 の 能 和 否 と きわ め て 審 接 な 関連 
を 有 し , IRA ARIE RIOD DBA F S EWR, 奈須 ら (19 
58) は ウン カカ の 逐 子 発育 に 関す る 研究 の 中 で ウン カ 類 の 
卵 越冬 ある い は 休 眼 と の 関連 に お いて 注目 すべ き 肥 子 発 
育 期 は 黄 得 期 で ある こと を 指摘 し た が , 本 調査 の 結果 で 
4 ZFC RIN AIRE INC, 厳寒 期中 発育 休止 の 状 
態 で 経過 し た も の で ある こと が 明らか と な っ た 。 また, 
BAILA 月 下旬 か ら 5 月 上 旬 (多く は 4 月 下旬 まで に 
ふ化 する ) に ふ化 し , 越冬 卵 た 由来 する 春季 策 1 回目 の 
BLS 月 下旬 に 羽化 し , つい で 第 2 回目 の 成虫 は 7 月 
こと 現 われ る こと が わか っ た 。 一方, 神奈 川 県 た における ト 
ビ イ ロウ ンカ の 帝 発 地 で ある 馬 浦 半島 の 苗 代 で は 5 月 
中 , 下旬 すでに 成虫 の 棲息 が 認め られ る 。 こ れ ら の 早期 
挿 獲 下 は 越冬 卵 た 由来 する 第 1 回 目 の 羽 化成 中 で ある と 
BxbNMS, Et, 神奈 川 県 の 一 般 水 田 に お ける トビ イ 
ロウ ンカ 成虫 の 初 飛来 は 早い 年 で 6 A Pg, 普通 は 7 月 
igo CHOC, 今回 の 調査 で 明らか と な うた よう に 越 


ia 


Boe 第 1 号 


冬 卵 た 由来 する 第 2 回 目 の 成 虫 の 羽化 時 期 と ほぼ ーー# 
る a が ね が Se 

前 に も の べた よう に 九州 の 一 部 で は 兄 態 と 幼虫 態 « 
る 越冬 の 事実 が 知ら れ て いる か, Ee D EDs DHEA 
て 九州 地方 で も 越冬 の 主体 は お そら く 卵 態 で は な い 7 
BxbNA> 


摘 要 


トビ イロ ウン カ の 卵 態 越冬 を 明らか に する た め , F 
そく イネ に 産 下 させ た 卵 を 人 鷹 的 な 湿 室 内 に 収容 し 7 
外 飼 育 を 行ない , 自然 温 下 に お ける 卵 の 越冬 と 越冬 
お ける 発育 経過 に つい て 調査 し た 。 結 果 を 要約 すれ 
の と お り で ある 。 

1) 秋 お そく イネ に 産 下 し た 卵 は 野外 の 自然 温 状 
で 比較 的 容易 に 越冬 する 。 越 冬 卵 は 翌 春 自然 温 の 上 F 
MB HED 4 月 下旬 か ら 5 月 上 旬 頃 ふ化 する 

2) 越冬 卵 か ら ぁ 化し た 幼虫 た イ ネ を 与 を て 継続 
し た 結果 , 越 年 世代 の 成 下 は 5 月 下旬 に 羽化 し , RE 
の 成虫 は 7 月 に 羽化 出現 する こと が 明らか と な っ な た 

3) 神奈 川 県 で トビ イロ ウン カ が 一 般 水 田 に 飛来 - 
VASAT Te 
2 世代 の 成虫 で ある と 考え られ る 。 
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Summary 


Studies on the Overwintering of the Brown Planthopper, 


Niraparvata lugens STAL 


I Overwintering of the Brown Planthopper Egg 


under the Natural Temperature Condition 


By Hideo TAKEZAWA 


‘he object of the work described in this paper 
$ to investigate experimentally the overwinter- 
_of the brown planthopper eggs and the growth 


rhe larvae hatched from hibernation eggs under 


. natural temperature condition. 


earing of eggs were carried out in the weigh- 
bottles containing the small quantity of water, 
orbent cotton and filter paper under the natural 
perature condition. 

‘he larvae hatched from hibernation eggs were 
ed in the insectarium using the rice plants 
ured in pot. 

“he results obtained are summarized as follows: 
According to the results investigated by means 


rtificial rearing under the natural temperature, 


Kanagawa Agricultural Experiment Station, Ofuna, Kanagawa Pref. 


it was cleared that brown planthoppers hiber- 
nated easily in the egg form and the hibernation 
eggs hatched from the latter part of April to the 
early part of May. 

2) As the results of successive rearing of the 
larvae hatched from hibernation eggs, it was 
cleared that the adults of the first generation 
emerged in the lastpart of May and the adults of 
the second generation in July. 

3) In Kanagawa district, the first occurrence 
of the brown planthopper are found generally in 
the macropterous form (long-winged) at rice fields. 
from the last part of June to July, and from 
the experiments mentioned above, it was con- 


sidered that this adults were second generation. 


Xx 線 お よび 紫外 線 照射 が 家 奏 の 多角 体 病 誘発 に 
及 攻 すす 影 響 に つい て 


a HR 2 RR R 
RAAF RFREAFAE 
oe = っ た 。 紫 外線 発生 装置 は 富士 製 (100V, 1.14) で を 
; a 


家 奏 の ウイ ルス 病 と し て は 臓 病 (体腔 型 多角 体 病 ,N) 
と 中 腸 型 多角 体 病 (C) と が 知ら れ て お り , これ ら 2 種 
の 多角 体 病 は 種々 の 物理 的 お よび 化学 的 処理 た にょ っ て 誘 
発 さ れる 。 文 線 お よび 紫外 線 が 家 奏 の 2 種 多角 体 病 を 誘 
発する か 否 か た につい て は まだ 明確 に され て いな い 。 著 者 
ら は 低温 , 高温 お よび 数 種 の 化学 処理 が 2 種 の 多角 体 病 
を 誘発 する こと を 明らか に し た が , 更に 文 線 お よび 紫外 
線 単 独 処理 の 場合 な ら び に これ ら の 物理 術 刺 激 と 冷蔵 処 
理 と を 組合 わせ た 場合 に , 家 奏 の 多角 体 病 が が 誘発 され る 
か 否 か を 調べ , X 線 お よび 紫外 線 の 単独 処理 で は 誘発 は 
Moto, 文 線 は 低温 処理 と 組合 わせ る こと に よっ て 
誘発 を 起 さ せ う る こと を 明らか に し た の で ここ に 報告 す 
Bo 

本 研究 は 主として 文部 省 科学 研究 費 (各個 研究 ) に よ 
Ce 


Pie 2 £ OD 計 半 

PRB LY 122 号 と 日 122 号 と の 交雑 『: の 5 令 起 奏で 
供 試 頭数 は 各 試 験 区 と も 50 頭 で ある 。 中 腸 型 多角 体 病 は 
奏 児 の 飼育 時 期 に た ょ よっ て その 発生 率 が 異な る こと が 著者 
ら の 研究 と ょ っ て 明らか に され て いる の で , RRLER 
期 と 初秋 奏 期 に と わた っ て 行なっ た 。 

人 冷蔵 処理 は 5 令 起 奏 ( 脱 皮 後 約 12 時 間 経 過 し た 食 桑 し 
て いな い 奏 児 ) を 5°C 中 に 12~24 時 間 ド おい た も の で , 
処理 後 約 25°C の 奏 室 内 で 飼育 し , その 後に 発生 し た 病 
奏 の 種類 を 顕微 鏡 で 観察 し て 比較 し た 。 すなわち 血液 そ 
の ほか の 組織 細胞 核 中 に 多角 体 の 見 られ る も の を IG 
CN), PROD Mio MIA cS ADELE 
の SMA WUT SA も の を 中 腸 型 多角 体 病 CC) と 
L, 両者 の 併発 型 (NC) と の 3 者 に 分 類 し た 。 

FEA FE LIX FRO TSE 10,000r (200KVP, 25 
mA, 1.0mm Al フ イル ター 使用 , 1,000r/min) CH 0, 
こと の 場合 処理 中 の 奏 児 附近 の 気温 の 上 昇 は ほな と ん ど な か 


(1960 年 12 月 16 As 領 ) 


フイ ルター は UVD1 SKA, シャ ー レ と フン 4 
距離 を 15cm と し 1 時間 照 射 を 行なっ た 。 

な お 文 線 処理 お よび 紫外 線 処理 と 冷蔵 処理 と を 紺 
PAS, 前 の 処理 を 行なっ て か ら 次 の 処理 を 行 な 
で の 時 間 は で きる だ け 短 くす る よう に 心がけ た 。 


x 験 結 。 架 


春 奏 期 お よび 初秋 奏 期 に 行なっ た X 線 処理 , 冷蔵 
お よび 両 処理 を 組合 わせ た 場合 の , 多角 体 病 発生 率 
1 た 示す 。 

表 1 に 示し た よ ょ うに, 5 令 起 奏 を 文 線 で 処理 じ た 
で は 多角 体 病 は 誘発 され て いな い 。 一 方 低温 処理 で 
奏 期 と 初秋 奏 期 と で 率 は 異な る が 誘発 が 見 られ る 。 
冷蔵 と X 線 照射 と を 組合 わせ た 場合 に は , XR 
処理 で あろ うと 後 処理 で あろ うと を 問わ ず , いずれ 
蔵 単 独 処理 区 と 比 し , 高い 率 で 多角 体 病 が 発生 1 
る 。 すなわち 冷蔵 処理 と 組合 わ さ れ た 場合 に は ;, X 
理 に ょ る 多角 体 病 の 誘発 効果 が 認め られ た 。 

低温 処理 に と ょ る 家 奏 の 多角 体 病 誘発 率 は , RG 
間 お よび 食 柔 の 有無 に よっ て 異な る こと を 著者 ら は 
め て いる の で , K1LICHUCMRAEREAV WA 
の 時 期 に の みみ 起 る 現象 で ある か 否 か を 確か め る た & 
5 令 起 奏 に X 線 処理 を 行ない , COR1L~3 HRS 
た 後に 低温 処理 (5°C, 12 時 間 ) を 行ない , ARLE 
の 多角 体 病 発生 率 を 比較 し た 。 そ の 結果 を 表 2 に ヵ 

表 2 に 示さ れ て いる よう に , 冷蔵 処理 と 組合 わ * 
場合 に X 線 照射 が 多角 体 病 を 誘発 させ る 効果 が あ " 
は , 表 1 に 示し た 場合 と 同様 で あり , BIC XARA 
な っ て か ら 冷 蔵 す る まで の 経過 時 間 が 長く , し な 7 
食 又 回 数 の 多い も の ほど , 多角 体 病 の 誘発 率 は 無 
蔵 区 の それ に 接近 する 傾向 が ある こと が わか っ な た | 

次 に 紫外 線 処理 の 誘発 効果 に つい て 調べ た 結果 
る 。 初 秋 奏 期 に 5 Fre Hk LC, 紫外 線 照 射 
処理 お よび 両者 を 組合 わせ た 場合 に つき , 多角 体 


( 46 ) 


MSICRLICL AIC, 紫外 線 単 独 処 理 の 場合 で も ,。 © dake 
ご 低温 処理 と を 組合 わせ た 場合 で も , 紫外 線 照 射 に ょ 


穫 角 体 病 の 誘発 効果 は 認め られ な か っ た 。 


考 察 
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表 1 tes easiest tt 
処 理 seer | T-F | NC/T—F | N+NC/T-F | NC+C/T-F 
無 処理 (対照 ) 春 lr 0.0 2% | 0.0 % 
X 線 昭 射 ” 50 0.0 0.0 0.0 
冷蔵 処理 (5°C, 24 時 間 ) ” 50 0.0 12.0 12.0 
冷蔵 後 X 線 照射 ” 50 20.0 20.0 | 36.0 
X 線 照射 後 冷蔵 ” 50 16.0 16.0 | 44.0 
無 処理 (対照 ) 初秋 48 0.0 0.0 | 26.0 
X 線 照射 / 42 0.0 0.0 28.5 
冷蔵 処理 eee 12 時 間 ) / 38 10.5 10.5 47.4 
冷蔵 化 X 線 照射 i: 36 22.2 22.2 77.8 
Sot TAN 蔵 a 42 19.0 19.0 71.5 
系 統 : 3 1225 1225, 処理 頭数 : 50, 処理 時 期 : 5 OR 
7X 線 照射 : 10,000r (200KVP, 25mA, 1,000r/min) 
Ti Re, F: 多角 体 病 以 外 の 病 春 数, N: 臓 病 数 , C: 中 腸 型 多角 体 病 奏 数 
NC: N LCo presen ear 
a HE 2 ROPER Oh 78 Wie TEREX MIRAE TT ne Fe 合 の 多角 体 務 の 誘発 
- SS = ==—— 
5 処 理 T— F NC/T— F N+NC/T=F | NC+C/T-F 
有線 照射 後 直 ち に 冷蔵 42 19.0 % | 19.0 % | 71.5 2 
文 線 照 射 後 1 [ASR KO 37 16.2 16.2 69.5 
_ 26 p 34 14.7 14.7 | 72.3 
a 3 回 " 40 10.0 10.0 ) 56.4 
冷蔵 処 38 10.5 10.5 47.4 
1 ee SUL 48 8.3 16.6 33.3 
2 回 45 ieee 11.1 55.5 
3 回 41 9.8 9.8 46.2 
系 統 : 支 122 号 x 日 122 号 , 処理 頭数 : 50, 処理 時 期 : soRA 
RAFTER: 初秋 期 , 冷蔵 処理 : 5*C, 12 時 間 
X 線 照射 : 10,000r (200KVP, 25mA, 1,000r/min.) 
EB. 表 3 TATRA & SR OLIRI-& OL TAB OS PT IRE 
) ig #8 T —-F NC/T— F N+NC/T— F | NC+C/T—F 
gees Gi 48 0.0 % | 0.0 % | 26.0 % 
紫外 線 照 射 44 0.0 | 0.0 27.2 
| a J SL BE 38 10.5 | 10.5 47.4 
1g IAS FR Th BR ARS 44 4.5 4.5 40.5 
| ats 42 14.3 14.3 51.9 
: 
| we: 支 122 号 x 日 122 号 , 処理 頭数 : 50, 処理 時 期 : 5 SER 
飼育 時 期 : 初秋 期 , 冷蔵 処理 5°C, 12 時 間 
紫外 線 照 射 : 15cm の 距離 か ら 1 時 間 
補 を 比較 し た 結果 を 表 3 に 示す 。 紫外 線 単 独 処 理 に よる 多角 体 病 誘発 の 効果 は 認め られ な 


情 全 著者 ら は この 実験 以外 に も , この 研究 に 供 試し た 
雷 ど は 異な っ た 品種 を 用 いて , また 別 の 奏 期 に , 紫外 
bP 強 さも 異 に と し て 同様 の 実験 を 行なっ た が , いずれ も 


5 令 起 奏 に X 線 照射 を 行なっ た 場合 , X 線 単独 処理 で 
は 誘発 効果 は 認 ゐ らら れ な か っ た が , 低温 処理 と 組合 わ さ 
っ た 場合 に 誘発 効果 が 見 られ た と いう 事実 に つい て 考え 
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ERGO ED し た 現象 の 生起 する 原因 の 一 つと し て る, 
文 線 照 射 に よる 奏 児 の 生理 機能 の 変化 が 考 を られ る 。 
pike 3 3~10 時 間 経っ た 5 TR, KARIN LCR 
15 分 間 小 置 し , 5°C の 冷蔵 庫 に 12~24 時 間 入 れ て お いた 
LOL, 無 照 射 の も の を 同様 に 冷蔵 処理 し た も の と を 紙 
べろ る と, 出庫 し た 際 の 奏 児 の 状態 が 異な る 。 無 照射 の も 
の は 冷蔵 中 に 吐 液 し て いる も の は な く , 出庫 し て か ら 問 
も な く 運 動 を 開始 する が , X 線 処理 を 行なっ た も の は 冷 
蔵 中 た に 吐 液 し て いる も の が あり , また 出庫 し て か ら 運 動 
を 開始 する まで に 相当 の 時 間 を 要する 。 こ れ ら の 事実 か 
BAC, X 線 照 端 を うけ た 麦 児 は 無 照射 の 奏 児 と は 異な 
っ た 生理 的 状態 に ある こと が 考え られ る 。 

この よう な 事実 か ら , XRRNIC Lo CHLOE 
能 が 異常 となり, その 結果 冷蔵 処理 た に 対し て 無 照 射 の も 
の と 異な っ た 反応 を 示す ょ よう に な っ た も の と 考え られ 
る 。 い いか える と , XMM Lo CRA © 
奈 児 に 比べ て , 低温 処理 と にょ よっ て より 多く の 多角 体 病 が 
誘発 され 易い 方 向 に 変化 し た も の と 思わ れる 。 

更に また X 線 照射 後 1ー 3 BRL Cab Min Ee 
行なっ た 場合 に , 照射 後 の 経過 時 間 が 長く な る に し た が 
っ て , 多角 体 病 の 誘発 率 が 無 照 射 の も の を 冷蔵 し た 場合 
に 近づい た と いう 事実 は , 照射 後 時 間 の 経過 と 食 篤 と に 
kot, 文 線 照射 に よる 生理 異常 が ある 程度 回 復 し た た 
あめ で あろ うと 考え を られ る 。 

以上 述べ た 諸点 を 総合 し て 差 を る と , X 線 照射 は 直接 
奏 児 の も っ て いる 不 活 性 な 捧 態 に ある 藻 在 性 ウイ ルス の 
状態 を 変え て , これ を 活性 な 状態 に する 作用 は な いかが, 
間接 的 に 低温 処理 に ょ っ で 潜在 性 ウイ ルス が ょ より 誘発 さ 
れ や すい 奏 体 内 の 条件 を つく る 方 向 に 作用 する も の と 思 
われ る 。 

こと うし た 洪 在 性 ウイ ルス の 誘発 に 対す る 働き は , 細胞 
中 に ある 洪 在 性 ウイ ルス に 対す る 直接 的 な 作用 で は な 
く , むし ろ 洪 在 性 ウイ ルス の 活性 化 た 関係 する 細胞 原形 
OB (生化 学 物質 な いし は その 変化 ) を 変化 させ る 
と ど に ある も の と 推定 され る 9 ご うし じ た 問 題 で つい で は 
まだ 全く 実験 が 行なわ れ て いな い が , 今後 追究 し て 行き 
た いと 考 を て いる 。 


HTB 


5 
摘 要 
5 令 奏 児 を 供 試 し て X 線 照射 , 紫外 線 照 射 な らち びに 


れ ら の 処理 と 低温 処理 と を 組合 わせ た 場合 に , BOY 
ルス 病 で ある 膜 病 お よび 中 腸 型 多角 体 病 が どの よう 
発 き され る か を 調べ た 結果 , 次 の こと が 明らか に され な だ 

1) 5 EO X MINED Clt 2 BOS ALIAD 
ずれ も が 誘発 され な か っ た 。 

2) 5 令 起 奏 に つき X 線 処理 と 低温 処理 と を 併用 も 
場合 に は , 低温 処理 単 用 の 場合 より も , 高い 率 で 2 租 
SUIS Nie. tie bX MLE Bis 
組合 わせ た 場合 に の み 誘 発効 果 を 示し た 。 こ の 場合 
照射 は 低温 処理 の 前 後 の い ずれ の 処理 で も 誘発 効果 
aio 

3) 5 令 起 奏 に X 線 照射 を 行なっ た 後 ユ 3 lag 
た 奏 児 に 低温 処理 を 行なっ た 場合 に も , 人 線 の 多角 
誘発 効果 は 認め られ た が , 交 線 照射 後 冷蔵 する まで 0 
過 時 間 が 長く , そし て 食 又 回 数 の 多かっ た も の ほど 
角 体 病 の 誘発 率 は 無 照 射 冷蔵 区 の それ に 近づく 傾向 ? 
iy Uke 

4) 紫外線 は 単独 照射 で も , 低温 処理 と 併用 し た 
Ch, 5 令 息 奏 処 理 で の 多角 体 病 の 誘発 効果 は 認め 
TED > Teo 

5) 文 線 処 理 に ょ る 誘発 効果 は , 細胞 内 に ある と = 
られ る 潜在 人 性 ウィ ルス へ の 直接 的 な 影響 に よる も の 
だ なく , 洪 在 性 ウィ ルス の 誘発 に 関係 する 細胞 原形 質 - 
影響 に ょ る る も の と 考え た 。 
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Summary 


Studies on the Induction of Nuclear and Cytoplasmic Polyhedroses 


by Treating with X-rays and Ultraviolet Light in 


the Silkworm, Bombyx mori L. 


By Hisao AruGA and Narumi YOSHITAKE 
Laboratory of Sericulture, Faculty of Agriculture, University of Tokyo, Tokyo 


\n attempt was made to gain some indications 
to the role of X-ray and ultraviolet light in 
induction of nuclear and cytoplasmic poly- 
lroses of the silkworm, Bombyx mori L. 
increase 


No significant in spontaneous virus 


ection in the silkworm: larvae resulted from 
posure to ultraviolet radiation in the larvae 
Josed to the light alone: and exposed to the light 
ore or after cold treatment (5°C, 12-24 hrs.). 
it may be said. that there was no indication 
t ultraviolet light induced the nuclear and 
oplasmic polyhedroses 
orted in a few insects. 


im the silkworm as 


As shown in Table 1, there was no indication 
that exposure to X-rays enhanced the percentage 
of polyhedroses infected larvae, but in the case 
of the double treatments with X-rays and low 
temperature (5°C, 24 hrs.), 


death resulted in the test larvae than in the 


more virus-caused 


control. The percentage of nuclear and cytoplasmic 
diseased larvae were markedly higher in those 
larvae treated with X-rays before and after cold 
treatments than in those treated with low 
temperature alone in the 5th instar larval stage 


soom after ecdysis. 


(ENTOVSY VIREO MINCE RSS DDT 抵 
THORS 
A Brecaue, G. C. and H. G. Wirsox (1960) 
act of DDT resistance on the development of 
athion resistance in house flies. J. Econ. Ent. 
| 320~321. 

ax (Musca domestica L.) を マラ ソン に よっ て 
FS, DDT に 一 度 も さら さなか っ た コロ ニー に 
で で さえ, DDT に 対し て 強い 抵抗 性 を 急速 に 増大 す 
RA Brecaue ef al. 1959)。 し か し , DDT に よっ て 
= じ し た 場合 は , 有機 リン 殺虫 剤 に 対し て わずか の 抵抗 
生ずる に 過ぎ な い 。 こ と この わずか の 看 機 リ ン 剤 抵抗 性 
野外 で DDT 使用 後 有 機 リ ン 剤 に 取替え た 場合 。 そ 
の 抵抗 性 増大 じ に どの よう に 影響 する か を 検討 する た 
呈 主 全 系統 の ハ ェ を 用 いて 試験 を 行なっ た 。 一 つの 系 
(R—M) は 全て の 殺虫 剤 に 対し て 感受 性 が あり マ 


ox 


FIVICHVYVBKLI. thO—> (No. 1) は DDT ic 
よっ て 273 ERM L, DDT 対し て 強い 抵抗 性 を 持 
つも の で あっ て , DDT CitkK LX. No.1-M コロ ニー 
tt No.l コロ ョ ニー か ら 分 けた も の で , IVY CHRL 
VES 

マラ ソン に 対す る 抵抗 性 は , DDT 抵抗 性 系 統 で は 感 
愛 性 系 統 よ り も 人 急 速 に 増加 する 。 No.l コロ ョ ロニ 
ソン に 対し , 28 倍 の 抵抗 性 を 示し , No. 1-M コロ ニー 
ー の 抵抗 性 は 14~17 世代 で 20~40 倍 に 増加 し た 。 一 方 
感受 性 の R-M コロ ニー で は 3 倍 以 下 に 留まっ た 。No.1 
の 系 統 に お いて は 実験 室内 に お ける DDT CKAWRKI 
高い レベ ル で 行なわ れ , 多く の 世代 に わた っ て いた が , 
と の よう な 実験 結果 か ら み る と 野外 で 広 ぐ DDT を 使用 
し た 場合 に も 有機 リン 剤 抵抗 性 を 増大 せしめ ゅ うる こと と を 
Hal COS 


ahh zs 


(農工 大 農 浜島 健二 郎 ) 
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緒 言 

私 は 本 誌 前 号 に お いて 1 掃 立 て 口 の 微粒 子 病 上 の 分 布 
と 検査 試料 抽出 法 に つい て 人 述べ , か くす る こと が 実際 に 
は 坪 艶 検査 が は る か に 合理 的 に 経済 的 に 行なわ れる こと 
PRI LIGA, 試料 を 1 産卵 台紙 の 数 カ所 か ら 無 作 論 に 
抜き 取る こと は ぞんざい な 抽出 法 に な れ た 実務 者 に と っ 
て は さぞ お っ くう に 感 ぜ られ る で あろ う 。 こ の た め に 私 
は 1 産卵 台紙 の どこ か ら で る も 1 カ所 か ら 所 要 試 料 数 だ け 
抜き 取り さえ すれ ば よい よう な 簡単 な 母 時 混 和 機 を 試作 
し た 。 こ の 装置 は また 送風 機 の 吸引 で 鱗 老 を 吸引 し て 重 
症 微 粒子 病 剛 の 鱗 手 に 寄生 し た 病原 体 胞子 に ょ る 健 虐 の 
汚染 を 防ぎ , 平均 1 視野 の 胞子 数 が 2~3 料 以下 の 微量 
微粒 子 病 星 六 な く な る よう に する と 同時 に , 鱗 毛 の 室内 
飛散 を 防い で 実務 者 の 衛生 を 守る よう に 考案 され て い 
Zo RES ORMEL eo CHM CHM BRO PR 1 
カ所 に 入れ て ドラ ム に あけ た だ け で も か きま ぞ ぜ せ 羽 根 に 当 
っ て 相当 ょ く 混 り , 数 秒間 の ドラ ム の 回 転 で 一 項 分 布 を 
する よう に な り , 30 秒 前 後 も 回 転 すれ ば 病 星 の 鱗 毛 も 除 
か れる で あろ う 。 た だ し 本 文 に は 本 機 の 装置 だ けた に つい 
CRN, 一 様 性 検定 試験 の 結果 は 次 回 の 本 誌 に 報告 する 
FETCH So 


ue iB 
AKER 大 別 す る と EULA & 峨 鱗 吸 引 部 と か ら な 
り , これ を ゴム 製 輸 送 管 で 接続 する 。 TAB OAM 
毛 が 付着 し な いよ ょ よう 消 か に な っ て いる 。 
1. RRA 
COMBILAROEB AC, 内 部 に 底辺 に 対し 45 度 の 
角度 に か きま ぞ ぜ せ 羽 根 が が はめ込ま れる 。 か きま ぞ ぜ 羽 根 は 厚 
さ 3mm, PRO 43mm の 三 カ 月 型 の 二 枚 の 板 を 向き 
合わ せ , 中 央 を 板 で つない だ 中 宏 の 簡単 に 取り は ず し の 
で きる 羽根 で ある 。 こ の か きま ぜ 羽 根 の は め 込 まれ た 母 
APL IRC, 両端 に 宣 気 が 自由 に 通る こと の で き 
る よう な 円 形 の 大 き な 穴 の あい た 中 容 の を ぁ た を は め た ド 


( 1960 4 12 9 19 a & 4A) 


ラム で ある 。 こ の ふた も また た や すく 取り は ず じ が で 
FECL OMG TT KH LANCE SLICE 
SHS. FFAOMBILSMT ZI VITIRS 
た だ け を 耐酸 性 アル ミ に 替え た も の と の 2 種類 で 作ら 
て いる が , WFR SMLAN SMATLBW CHS BS 
Elie Ht OBO dD ¥ EEOURPA KE < BRENS. F 
ム の 容積 お よび か きま ぞ ぜ 羽 根 の 広 さ は 200~600 Bex 
合 す る に 適する と と も に , 45 度 の 角度 に は め 込 まれ で 
る か ら 1 回転 ご と た 2 回 羽根 上 に のり , 1 回 は ドラ 
前 方 に 1 回 は 後方 に あけ られ る 。 か よう に し て 瓶 は 正 
と と も に いっ そう よく 混合 され る の で ある 。 

2. PRESB 

ドラ ム の 後部 に 内 蔵 さ れ た 送風 機 に ょ っ て 行なわ れ 
回 転 と 同時 に その 吸引 に ょ っ て ドラ ム の 後 ぶ た に 取り 
けら れ た 金網 を 通し て 吸引 され , 更に と これ と 連結 し た 
い ゴ ム 製 輸送 管 を 通っ て 時 鱗 吸引 部 に 吸い 込ま れる 。 
風 機 の 回 転 速度 は 約 4,000r.p.m. で ある か ら , AE 
し な い が 次 に 示す ( 策 1 表 ) 実験 結果 か ら 判 断 し て 3 
SET UT AMOBBILE LA EM S| SAC 
WILMA SILT CHS. Ter LTeIUTHB 1 RICA 
験 例 で は 風 を あて る 時 間 は 約 1 分 で ある が 風圧 が 弱 " 
つ 星 は 入れ られ た 金網 の 壁 に 吹き つけ られ て 動か な 
る が , それ で も ほど きん ど (4) Oe MILTs < 7k 2" 
る 。 し か る に 本 装置 で は 風圧 が 強い 上 た を ゃ ず 虹 は 回 
ょ っ て か きま わ さ れ る か ら で あ る 。 私 は 昭和 10 年 頃 
PMATOOE LEN F774 } PLSAPL RLS 
100 倍 の 濃厚 さら し 惣 液 た 浸し て 肥 子 を 消滅 させ る | 
に し て いる 。 そ れ 以 来 数 十 万 峨 を 検査 し て いる が い 
LEE (+) と いう 微量 病 申 の 現われ た こと が な い 
均 1 視野 の 胞子 数 数 料 と いう 病 峨 は 時 々 現われ る が 
fds XL} Tek AD: b RADI BT LEP 
い 。 し か し 平均 1 MR OWT Mae BETS L535 
され て いな い 現 鏡 検 者 に は この 事実 を その まま 適用 
CLIRTCE TEV. DU CHAMOAITMA TH So 

、 母 峨 容器 の 回 転 : ドラ ム は 一 カ所 ずつ ゴム 輪 を は 


( 50 ) 
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Ae hk Mh HMR OK 51 
& 第 1 表 ) HMMEDORRA OK E 
aaovers og | erowenmexomn | ot | 8 [Sage GD 
名 | 期 |S Hh oe 昌 | 年 1+|2+ Py |5+ [6+] | ll ey] 2 | B 
Bc] ee (te | 287 18| 5/1] 5 | 18] 119 12 | 287] 171 | 3.9 | 10.5 
=|#} o FRE as) (20 1] 1} 45 9 47 (31.8) 0.0 | 0.0 
A | # 2 rae eee esa! 7 |S tl 4 10} 4 10 238 ra | 2.1 | 9.0 
a fn 6 * [678 2| 9/10] 9 | 65/195 17| 678 307, 31.2 0.2 | 0.7 
8 Fa a 昭和 22 年 (9x | 371 5 1| 3 |15| 34 3|3n| 61 14.1| 0.0 | 0.0 
mb} f£ | 65138 ae 490 1 2 5| 8 25) 69 4 490 109 18.21 0.2 | 0.9 
| E 5 昭和 22 年 1 x | 168 2| 2 |29| 79| 4| 168 116 40.8 0.0 | 0.0 
e| | 98tln \3s~x | 17 | 1 | 84] 123, 10 | 170| 168, 49.7, 0.0 | 0.0 
JA) 5 | 昭和 22 年 Ymx|143 | 6] | 12| 72 3'| 142) 93| 39.4 0.0 | 0.0 
=| 2 0 154 | 1 |27| 5013|154 91| 37.1| 0.0 | 0.0 
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本 の 回 転 軸 の 上 に 置か れ , 回 転 軸 の 回 転 に よっ て 行 な 
Bo 
RABE: FSA OmIRILIR ERY Eli L 
連 機 を 経て 段 車 に より 適当 な 回 転 を 与え そる よう に な っ 
WW る 。 段 車 は 3 段 あ りこ れ に よっ て 適当 に 速度 が 変え 
ao 

前 述 の ょ うに ドラ ム の 人 後 端 に 取り つけ られ た 送風 機 に 
: ら て 人 金網 を 通し て 吸い 込ま れ た 虹 鯉 は 太い ゴム 管 を 通 
で 適当 に と 水 を た た えた 鱗 毛 収容 和 槽 に 導 か れる 。 こ の 本 
ERIE ふた を 備え た 側面 さら し 布 張り の ARK 
BRO SH, それ に よっ て 細か い 鱗 毛 の 飛散 を 防 
き 同 時 に 唆 引 さ れ た 空気 が 吐き 出さ れる 。 ま た 水槽 の 
側 に は 風 の 誘 導 に ょ っ て 大 な る 鱗片 が 水中 に 沈み や す 
| 大 る よう らせん 表 が 壁面 に 付け られ て いる 。 こ の 水面 
「 高 さ は 水 筑 の 外側 に 取り 付け られ た 水面 計 に よっ て 示 
A, 水道 か ら 流入 流出 する 際 ゴ ム 輸 送 管 を 通し て ドラ 
| 車 に 流れ 込ま ね よう 調節 する 指針 を な さ し め て いる 。 
到 本 機 は 外観 の 体裁 を 整え る た め 外 面 に は 緑色 の 焼付 
PEAS H CS. 

次 に FEI FIRE ts k OS RR SOF MR, 正面 図 
184), (UPI 2 Bis LOA RBRRARRIC 3 図 ) な 
ONE FFA, o> ¥ ESHA LORE ARS ke OF 
K 第 4 図 ) を 示す 。 た だ し ぁゃ は mm で ある 。 


約 1,000r.p.m. 速度 の 送風 機 で 約 1 分間 星 の 鱗 毛 を 吹き 飛ば し た 後 魔 潰 鏡 検 
ー: 視野 に 胞子 の 現われ ぬ も の : 十 : 平 均 1 視 野 1 粒 未満 ;: 1+ : 1~10 粒 ; 2+ : 11~30 粒 ; 34+: 31 
~608; 4+ : 61~100 粒 ; 5+ : 101~300 粒 ; 6+ : 約 301~900 粒 ; oo; 視野 満面 


本 機 の 仕様 


ARARIRORE: 200~600K 
ドラ ム 容 積 : 902xz x140mm. (た だ し を た を 除く う 
RESCH FURR: «3 段 変速 
電動 機 : 0.2KW 単 邊 電動 機 
JRE: 0.2KW 1:20 

6 ささ ベル ギア : A 

ドラ ム の 回 転 を 起す 段 車速 度 か ら 測 定 し た ドラ ム の 回 
転 速 度 は 以上 の よう で ある が , ドラ ム は た だ 回 転 軸 の 上 
に の せら れ た だ け で ある か ら ;' 回 転 の 際 多 少 ス リッ プ す 
る こと が ある か も し れ な いし ;, ドラ ム の 重量 に よっ て 回 
転 に 影響 する か も し れ な いし , また 慣性 に ょ る 回 転 も 考 
えら れる の で , ドラ ム そ の も の の 回 転 速 度 を 直接 測定 し 
た 。 た だ し 測定 は タコ メー ター を 用 い ず 目 測 に よっ た 
が , 結果 は 第 2 表 に 示す ょ うに きわ め て 整 一 で , ERO 
回 転 速 度 と ほとん ど 同 一 で あっ た 。 僅少 の 開き は むし ろ 
目測 た にょ る 誤差 に と 起因 する も の で あろ う 。 

戦は ドラ ム の 1 回転 ご ど と に か きま で ぜ せ 羽 根 に ょ っ て 2 回 
ずつ 混合 され る か ら , これ に 算 貸 か ら ド ラム に あけ る 時 
か きま で ぞ ぜ 羽根 に 当っ て 飛び 散る た め あめ のか きま ぜ と , ドラ 
ADPDRCHS SMA BIT a TH OILS DSEE 
を 加え る と , KROMOMS ECHR 2 (動力 + 慣性 
の 回 転 数 ) + 2 と な る 。 こ の 内 1 MDX ELOANTIR 


nn fF WW = 


ole 
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で 袋 か ら ド ラム に あけ る 時 か きま ぜ 羽 根 に 
! ら て 散ら ば る 混合 が 最も 有効 の ょ う で あ 
o KICK OID ds & ¥ IRA IR LC 
< (98 3 表 ) 


本 機 の 取扱 方 法 


| 男 枝 ドラ ム は 簡単 に 取り は ず し で きる か 
EMO LAMIZBACHS. CHEE 
ト す る に は 混和 機 の 手前 に ある スイ ッ チ を 
| 拉 て 行なう 。 そ の 回 転 数 は 段 車 に より 3 
『 に 変速 され る 。 回転 速 度 を 変え を る に は 混 
PE NWOA SB, ペル ト を 適当 な 
UCHR LULL. RRO 
LEP CER DISD, FAO BEAR < 
130 秒 前 後 の 回 転 が 必要 で あろ る う 。 

|| | その 他 の 注意 事項 

| 服 水 口 お よび 排水 口 は 沈 源 し た 鯉 才 を 排 
3 る た め に 用 いる の で ある が , な か な か 
HEWES 1 Sh の で は な いか ら 母 峨 混和 
は 時 々 掃除 する 必要 が ある 。 時 々 と いう 
工 は あい まい で ある が 使用 量 に よっ て も 
細か ら で あ る 。 し か し 毎日 使う と し て も 


第 2 図 MU ARSE (2) 縮尺 1/10 


| 


Ble + 5 2 OH EK EE 


RF FARO A tow 場 谷 600 200 
a | | 
回 転 時 AM se Cy ser | a’ V 1 
«| ioe | 3,05 | Ohm | 13 回 261 
A at 同上 | aE | 26m 
6) 3|3%5| 同 上 同上 | 6, Bl 同仁 上 A 上 
高 | Ua WAGES 1/, 回 1/, [Ba] /, 回 
wees) ee eee | 買上 | AP 
| 性 | 平均] 同 上 pee eee) ay ok 同 上 
| 最高 | 2! 6 回 13 回 強 | 26/53 | 53 回 強 | 26/33 | 26 回 纏 
wee ee ee | ee | wero : | 26 面 6 
Pip | | 同 上 同 上 | 13m | & 同 上 | 2/8 | WF 
ai 2 . 1/。 回 2 回 強 1/2 Tel /, 回 4, | fy, By 
pe) | BE) rag | vo |; ae | mE BE | a 
性 | 平均 | 同 上 fh 同 上 同上 at | @&£ +e 
«| 45 eae | 26/, 回 | 53'/( Loss | 
| Seel me 13 回 | 26/mss | 53 回 夫 | 107 回 蛋 
店 吉 | カ | 平均 | 同上 eae | 同 上 | 53 回 強 Bl ue 
| | 
| Bibs 1 回 強 | 
1 回 1 回 1 回 弱 | 1 回 強 
[Ebel ee) ae 1 Bag 同 上 1 lag 1 sg 
| 性 | 平均 | 同 上 同 上 Ae ee |e. 回 1 回 強 


wis 各 測 定 は 5 回 ずつ 試行 。 


J Sy ES EA oT a RA ES mama Hy 


BS ZT WwS II WREAELSE “OT Se Nee BG 
BB Gms Ay 6A Tem 9 ~(- LEME <p lh ・9 ca Gg 
so zi °F WEMT—-Fa +g EW ・e dq vd/,@MR -1 
LO 
ae 


| 96E 
Sf a ba A Sie Me t= Il € 


a 
We 


OLE DN ASAE! 


mo 2 cme 


Pe 
OSE 


日 本 応用 動物 昆虫 『 学 和 会 


54 


19614. 3 月 


vl 


、 


全 


56 HARB AS wee S Bis 策 5 巻 Ble 
第 3 表 Sik OD x EER: 2 (入力 千 慎 性 の 回 転 数 ) +2 

every toa: awe | 600 | 200 
a 転 時 間 PE al < | 2 1 
som, | 2 15 回 強 28 回 強 54 回 貴 
alee - 7 16 回 | 29 回 綴 56 回 弱 | 09 回 強 | S5mlgg 55 回 強 
x| 高 夢 2m | 30 男 | 57 [613 110 218 回 綴 
P21 2 CIA TIE LV CH SS. | 注 Ss 


ASHEKMIAEC LD HICK TA BS 
SL YEMEN HS LD -ICROVMEBRS 6. WOE 
の な い 所 Cl KA _LIROBMC KEATS L 
Vio SOR L7CRHBUC DEE Gt) の も の が 現われ た ら 
ED AARY BOWLED S & LIMIT 1 ~ 2 ISA 
EE il eaten ll 

MICS CO Lbs SHI POELBOMA E1BEL 
EBV CHP BIC > TBMET v LETH LA 
TED ORBIET BP, PERC OD AuUD oa) a 
iS. COARSE EES II VGA tBORMA 
ACH LA, HRA LISD LIBRE D DEAE C 
BEE > 

本 機 を 用 いれ ば 1 BRON bILE Cb C4h—-A 
に 所 要 試 料 数 だ け 抜 き 取 れ ば よい こと と な る 。 

AP ACL REGS BRR IAL KO Gakic 
御 助 言 を 賜 あ わり, ETOP AYE LAE 8 Al 
氏 の 紹介 に よる も る の, ここ に 缶 兵 た に 対し 深謝 の 意 を 表す 
る 次 第 で ある 。 


1 EDIE D Bae ds & EE CLD AA ee EE 
ae are a 
発表 する 。 

© OFFI CL ABA ie Bo 

HIS. 3 BEM OBA LD RES 8 BCR 
こと が でき る.。 PO ARRCIPOE ORCA SP" 
WHoAsh, ChC Lot ko7sAl BRC LCS 
2 画 混 和合 され る 。 ド ラム の 徐 部 に は ファ ン が 肉 蔵 きま 
OVAL > CHEE Si, Bae BHR LPF 
FH EGC DEMOED LF Ic kD MOBS 
B.S OREO RA RELED CES OMA He 
WSs 
IOLA A 
WATS SBD CHS. KelWiclskABAnGSH, KA 
OKC, Ad BERIT ECE TE aS 
GMS LAs ARABICA SNS. COM 
phat: 空気 を 吐き 出す 役 を し て いる 。 


癌 。-・ a Be ae 
格 (1960) JAM 4: 212 へ 2225. 


Ke 


196142. 3 月 RE ig 


% 和 機 R 57 


Summary 


Manufacture of the Homogenizer to Uniform the Distribution 
of the Diseased Moth of Silkworm, Infected with Pébrine. 


he author manufactured a homogenizer which 
very easily have a uniform distribution of the 
based moth of silkworm, infected with pébrine. 


is machine is composed.of a receptacle, so-called 


| drum. Because, 
ition of moths in the former half of one rota- 
1 to the fore part of the bottom of the drum 


| the latter half to its rear part or viceversa. 


the vane brings the falling 


i 


| behind the drum, this apparatus is provided 
fii an electric fan, the rotation of which is 
mat 4,000 r-p.m., The 
‘e of moths is sucked by the suction power of 
fixed ‘to ‘the 


in the metallic cover. 


fan through the wire-netting, 
‘cover of the drum, thus not only facilitating 


microscopical inspection of ground moths by 


ring the field but also by protecting healthy 


By Kaku OnsHIMA 
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moths from contamination by the scale, 
infected with pébrine. 


heavily 
Moreover, absorption of 
the scale serves to keep the worker’s sanitation, 
as the air of the room may not become dirty. 
The drum is made of acrylite (a name of stolen 
goods, made chemically of acrylic resin), so that 
the state of mixing manner of moths can easily be 
observed during rotation. Besides, in the case of 
the fore cover, as it is especially easy to fit it into 
the position or to remove it, so the manipulation 
of putting moths into the drum or taking them 
out from it is also done with no difficulty. 

The ‘latter is the water-tank, which receives 
the scale, blowed out through the wide suction 
pipe made of gum, which connects the former and 
the latter. It contains water and the large scale 
is absorbed in it. The upper part of the tank 
consists of the large tubular cover, whose side is 
covered by the bleached cotton-cloth and whose 
This cloth 


serves to catch fine scales and to pass out the air 


top is covered by the metallic plate. 


blowed in the tank. The surface of water is 


indicated by the level gauge. 


Studies on Nutrition and Metabolism of the Smaller Tea 


Tortrix, Adoxophyes orana (FiscHER VON ROSLERSTAMM) 


II. An Essential Factor for Adult Emergence 


By Yoshio Tamaki 


The Tea Division, Tékai-Kinki Agricultural Experiment 


Station, Kanaya, Shizuoka 


When larvae of the smaller tea tortrix, 
Adoxophyes orana (FISCHER VON ROSLERST- 
AMM), were reared with an artificial food 
medium excluding any tea leaf material, 
their growth retarded and adult emergence 
of them were led to failure (TAMAKI, 1959). 
These suggested that tea leaf contains some 
factors which display two distinct activities, 
one is for larval growth promotion and the 
other is for complete adult emergence. Iso- 
lation and identification of these factors are 
very important in elucidating nutritional 
requirements of this insect, and are also 
demanded for developing a chemically defined 
medium. 

In this paper the author intends to report 
the results of feeding experiment with syn- 
thetic food media under aseptic conditions, 
which are designed to evaluate the optimum 
dietary levels of tea leaf material and to 
examine some chemical properties of the 
factors. 


MATERIALS AND METHODS 


The procedures for collecting egg masses, 
preparing aseptic eggs and inoculation to 
medium have been reported in the previous 
paper. The composition of the basal diet is 
shown in Table 1. The basal diet and one 
of various substances to be tested were 
mixed, and transferred into a 300-ml Erlen- 
meyer flask, then sterilized in a Koch's 
steam sterilizer for 30 minutes daily for 
three successive days. 
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Fractionation of tea leaf powder 1 
carried out according to the schema sho 
in Figure 1. The original tea leaf pow 
was prepared as follows: young leaves of 
plant were steamed at 0.8 kgw/cm? press 
for about 20 seconds, and dried at 80°C 
2 to 3 hours, then ground and sif 
through a 1mm sieve. 

The rearing of larvae was carried out 
room temperatures (27° +3°C). For a criter 
of the larval growth, the mean body wei: 
at 15th day after hatching was adopt 
The inspection on adult emergence ° 
done as same as in the previous paper. 
states of adult emergence were divided i 
the following four types: (a) no emerger 
(b) partial emergence, in which the pu 
skin was cloven and either head or tail 7 
free from the skin, but died in 
condition, (c) abnormal adult emerge 
with wrinkled wings, and (d) normal ac 


emergence. Any flasks which were で 
taminated with microorganisms vw 
discarded. 


RESULTS 


Optimum dietary level of tea leaf pow? 
Previously it was demonstrated that 
dietary tea teaf powder has a gro 
promoting effect on the larvae, an 
essential for adult emergence. The optin 
level, however, had not been determii 
‘Then the effects of changing dietary lev 
tea leaf powder on larval growth and a 
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Constituents 


Table 1. Composition of basal diet. 


Amounts per flask 


Glucose 

Casein 

Cholesterol 

Wesson’s salt mixture 
Choline chloride 
Dried yeast 

Cellulose 

Agar powder 

Water 


a 


S8S28RR8 


BOOrSOSONN 


to 
© 
5 


Original leaf powder, 100¢ 
(Fraction I) 


Gently boiled with 1.5/ of 
water for 1 hour, and filtered. 
Repeated three times. 


Residue 
Dried at 80°C. 
for 2-3 hrs. 
+ 
(Fraction TT) 


20 g of the residue 


+ 
Filtrate 


Concentrated to 250 ml 
on boiling water bath 
| 
(Fraction IIL) 


Extracted with ether 


for 20 hrs., with 


Soxhlet’s apparatus. 


Residue 
(Fraction IV) 


¢ 
Extract 


| 


| Filled up to 50 ml 


\} 
(Fraction V) 


Fig. 1. Fractionation of tea leaf powder. 


ence were tested. 

results of the feeding experiment are 
‘lin Figure 2. Both larval weight and 
er of normal adults are positively 
ated with amount of tea leaf powder 
- medium. Omission of tea leaf powder 
ed in poor larval growth, and almost 
the individuals died during late stages 
val development. The number of adult 
ed satisfactorily increased with increas- 
etary level of tea leaf powder. ‘Thus 
timum level of tea leaf powder was 
ted as more than 22.4 per cent of dry 


diet for both larval adult 
emergence. 

Fractionation of tea leaf powder. To 
investigate some properties of the factors for 
larval growth promotion and for adult 
emergence, fractionation of tea leaf was 
carried out according to schema shown in 
Figure 1. Each fraction was added to the basal 
diet in one gram equivalent of dried tea leaf. 

The results of the feeding experiment are 
shown in Tables 2 and 3. The larvae grew 
well on diets to which any one of original 
leaf powder (diet A), boiling water extract 


growth and 
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(diet C), residue of boiling water extraction On the contrary, the larval growth was 
(diet B), or residue of extractions with boiling on diet without any leaf fraction (di 
water and with ether (diet D) were added. and on diet containing the ether «& 


Average* larval weight at 15th 


100 of boiling water extracted r 
(diet E). Addition of the 
ing water extract to the d 
caused as good growth as _ the 
A (diet F). 

Addition of any one of o1 
leaf powder, residue of water e 
tion, or residue of extraction: 
boiling water and with ether 
basal diet resulted in normal 
emergence (diets A, B, and D,r 


Normal adult emergence (%) 


5 10 15 20 a 
tively). Although larvae gre 
Dietary level of tea leaf powder (% on dry wt. basis) on a diet with boiling water e 
Figure 2. Effects of dietary tea leaf powder on larval (diet C), none of adult emerg 
growth and adult emergence of the smaller tea tortrix. iets E and G, the 
The solid circles show the average larval weight at cases of die 3 iu 
15th day, and the hollow circles the percentage of emergence did not occur b 


emergence of the normal adults. 


of poor larval growth, and « 


Table 2. Effects of the fractions of tea leaf powder 
on the larval growth of the smaller tea tortrix. 


. Se No. of larvae No. of larvae Average larv 
D gs 
iets Fractions added Roatched survived weight at 15 tf 
A I (1.0g) 21 14 17.441. 6* 
B IL (1.0g) 2 33 | 15.5+0.7 
C MW (2.5ml) 52 ‘ 26 16.141.3 
D W (1.0g) 28 22 15.7411 
E V (2.5ml) 51 > 28 3.00.4 
F W(2.5ml) + 
V (22 5mall) 19 14 19.342.8 
G no addition eal 39 24 2.8+40.3 
* Standard error 
Table 3. Effects of the fractions of tea leaf powder on the adult 
emergence of the smaller tea tortrix. 
= aa —— ————— — = = — 
| Fractions Naat Observation on adult emergence 
Diets | ee Dupac alma = | 
added | obtained| No ‘| Partial Abnormal adult) Normal) 
; | | emergence emergence emergence emerger 
A it (Gig@2) 26 | 4 0 0 22 | 
B | | 
m3 | | 
(1.0g) 27 | 6 1 0 20 | 
i Mi (2.5ml) Wb: 44 25 0 0 0 
Ved: | | 
2 Vv : a 3 | ; ‘ ‘ | 
F MW (2.5ml) + A iy 0 aa des 0 | 
V (2.5ml) 5 4 2 nee (ove) 4 | 
G no addition 0 ee S$ 


* All the larvae, except one, died in late larval stage. | 
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er of individuals attained to pupal 
On diet F, which contained both 
extract and ether extract of boiling 
extracted residue, a number of adult 
y emerged, but some of them were 
mal in wing expansion. 
se results show that the growth 
dting factor is partially soluble in 
g water, but not in ether ; on the other 
the factor for adult emergence is 
uly extracted with ether, but not with 
g water. From their solubilities in water 
in ether, the factor for’ growth 
ytion seems to differ from the factor for 
emergence. 
ivities of fats and of fatty acids for 
emergence. From the finding that 
ietor for adult emergence in tea leaf is 
illy soluble in ether, and also from the 
rity in the symptoms of the smaller 


tea tortrix on diet without the factor, and 
of fatty acid deficiency found in Ephestia 
spp. (FRAENKEL and BLEWETT, 1946) and in 
Pectinophora gossypiella (VANDERZANT et 
al., 1956, 1957), it is of interest to test the 
effects of fats and of fatty acids on adult 
emergence of this leaf feeder. 

In order to improve the larval growth, 
the boiling water extract of tea leaf, which 
has the activity for growth promotion but 
not the activity for adult emergence, was. 
added in one gram equivalent of original 
leaf powder to all of the diets used in this. 
experiment. 
Table 4. 

With addition of 50 to 200 mg of linseed 
oil or 10 to 40mg of linolenic acid to a 
medium, adult emergence was satisfied as 
well as with the tea leaf powder. On the 


The results are suminarized in 


Table 4. Effects of fats and fatty acids: on. the adult emergence: of. the’ smaller tea tortrix. 


Kot Observation on adult emergence 
oe a No Partial Abnormal adult) Normal adult 
emergence emergence emergence | emergence 
Olive oil | | 
50mg/flask 24. yar i Di CE | 0 
100 26 21 | 2 2 cS? es i. CS) 
200 6 0 4 (4 = | 0 
Linseed oil | 12 (z a 
- 50mg¢/flask 14 1 = az 5 
100 18 0 ilo I Pao EY: 
aut 8 a 
200 23 1 0 0 22 ( a) 
Stearic acid : 
10m¢/flask 18 18 0 0 | 0 
20 23° 23: 0 0 ; 0 
40 35: aS 0 ae M0 
Oleic acid | | | 
10me¢/flask | 19 | 19 | 0 0 0 
20 cae 2 17 0 0 | 0 
40 23 23 0 0 wes 
Linoleic acid a 10 Fs P A 
10mg/flask 
20 34 32 T P (8) 0 
40 13 10 | Bye sts} cree 0 
Linolenic acid | | 、 Q 4, 
10mg/fiask | 鐘 3 0 cD) ale 7 
20 ame: 1 eh kann thet Gee) a (< 3) 
3 
- 10 0 0° 0 to (z = 
No addition 16 0 0 | 0 0 
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contrary, activity of olive oil was far less 
than that of linseed oil or linolenic acid, 
only one normal moth emerged. With the 
other fatty acids, stearic, oleic, and _ linoleic 
acids, none of normal moth emerged. 


DISCUSSION 


It has been reported that some insect 
species require certain fatty acids for their 
normal growth or development. FRAENKEL 
and BLEWETT (1946) showed that, in absence 
of linoleic acid in a food, larvae of 
Ephestia spp. reached pupation but adult 
moth failed to emerge. Recently, larvae of 


Pectinophora gossypiella were found to 
require dietary fat for adult emergence 
(VANDERZANT and REISER, 1956). This fat 


requirement can be satisfied with either 
linoleic acid or linolenic acid (VANDERZANT 
et al., 1957). It has also been demonstrated 
that fats or fatty acids seem to be demanded 
by larvae of Calliphora erythrocephala 
(MEIG.) (SEDEE, 1956), Loxostage sticticalis 
(L.) (PEPPER and HASTINGS, 1943), Pseudo- 
sarcophaga affinis (FaLL.) (House and 
Bartow, 1956), and Pyrausta nubilalis 
(HEN.) (BECK et al., 1949), for their normal 
‘growth and development. 

In the smaller tea tortrix, so far as the 
activity for adult emergence is concerned, 
lg of tea leaf powder is replaced satisfacto- 
rily by either 50-200mg of linseed oil or 
10-40 mg of linolenic acid. On the other 
hand, olive oil, stearic, oleic and linoleic 
-acids showed no activity for adult emergen- 
ce. It is evident that the activity of linseed 
oil is due to linolenic acid as a component 
of the oil. 

Although linoleic acid did not satisfy the 
fat requirement of the smaller tea tortrix, 
present findings closely resemble to those on 
Ephestia spp. and Pectinophora gossypiella. 
It has been demonstrated that some unsatu- 
rated fatty acids are present in tea leaf as 
components of wax (Matsumura and Ica, 
1958). At present, the kind and state of 
acids contained in the leaf are yet indefinite, 
but only palmitic acid was detected in tea 
leaf as a higher fatty acid in free state 
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CTAKEI et al., 1934). 

Moreover, the larvae require an ¢ 
factor(s) which is extractable with bo 
water from tea leaf. Without this facto 
the larval growth is remarkably retarde 
shown in Figure 1, Tables 2 and 3 (die 
and G). Further study is necessary to k 
its chemical properties. 


SUMMARY 


The effects of tea leaf powder, i: 
fractions of tea leaf, fats and fatty acid 
the larval growth and adult emergenc 
the smaller tea tortrix, Adoxophyes o 
FISCHER VON ROSLERSTAMM, were stu 
with synthetic food media under ase 
conditions. : 

The optimum dietary level of tea 
powder was evaluated as more than 
per cent of dry diet for both the le 
growth and the adult emergence. 
active principle for larval growth — 
partially extractable with boiling w 
but not with ether; and that for 2 
emergence was pratially extractable 
ether but not with boiling water. 

So far as the activity for adult emerg 
is concerned, lg of dietary tea leaf po 


_was replaced completely by either 50-20 


of linseed oil or 10-40 mg of linolenic 
per flask. Olive oil, stearic, oleic, and lin 
acids had no activity. It was concl 
that the smaller tea tortrix requires an 
saturated fatty acid, linolenic acid, in 
food medium for the adult emergence. 

Tea leaf contains some other unk: 
factor(s) essential for larval growth, v 
is partially soluble in boiling water. 
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報 に お いて 合成 飼料 に よる コカ クモ ン ハ マキ の 無菌 
漆 た つい て 述べ , 更に 飼料 中 の 茶葉 粉末 が 幼虫 の 生 
(EEF SWRS LOL EGC, 成虫 の 羽化 に 必須 な 
天 人 ん で いる こと を 推定 し た 。 本 報 で は この 羽化 因 
明らか に する た る め 行なっ た 一 連 の 実験 結果 を 報告 す 


尊 中 に 茶葉 粉末 を 欠く と 幼虫 の 生育 は 著 る し く S 
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子 は 熱 水 で 抽出 され る が エー テル に は 全く 溶解 せ 
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コカ クモ ン ハ マキ の 栄養 と 代謝 に 関す る 研究 


EA FF で 5 つい て で て 


fe & 


ず , ABB OD EAFILROKIC ISA Lig aT 
ル で は か な り 抽 出さ れる こと が 判明 し た 。 すなわち , こ 
れ ら 一 種 の 因子 に は 化学 的 性 質 を 異 た する 別々 の 物質 が 
BSLCUS4ER42b6HnS. 

成虫 の 羽化 因子 と し て 脂肪 お ょ び 脂 肪 酸 の 効果 を 検討 
し た 結果 , 茶葉 粉末 は 羽化 効果 に 関す る か ぎり 飼 料 款 物 
中 0.7~2.8 錠 の アマ ニ 油 で 完全 に 代用 で き , 更 た アマ 
二 油 は 0.14~0.56 の リノ レン 酸 で 置き 換え うる こと 
DABLIeo —HAYV—-Tith, AFP IVYR, Aviv 
酸 , お ょ び リ ノー ル 酸 は 効果 を も た な か っ た 。 
以上 の 結果 か ら , コカ グモ ン ハ マキ は その 成虫 の 羽化 
の た め に , 飼 料 中 に 不 飽和 脂肪 酸 の 一 種 , リノ フレ ン 酸 を 
要求 する と 結論 で きる 。 


Beschreibungen von neuen Oribatiden Japans 


Von 


Jun-ichi Aox1 


Institut fiir angewandte Entomologie, landwirtschaftliche 
Fakultét, Universitat zu Tokio, Tokio. 


In der Absicht, die Oribatidenfaunen von 
verschiedenen Gehélzbéden zu vergleichen, 
wurde eine Untersuchung in einer Vorstadt 
von Tokio ausgefiihrt, deren Ergebnisse ich 
in meinem nachsten Berichte zu ver6ffent- 
lichen beabsichtige. Hier mochte ich vor- 
laufig die Beschreibungen einiger neuer 
Oribatiden, die bei der obenerwdhnten. Un- 
tersuchung gefunden wurden, geben. Die 
Fundorte hier beschriebener Milben fallen 
alle auf eine Gegend, namlich Kunitachi, die 
etwa 32KmW vom Mittelpunkt Tokios 
entfernt ist. 


Epilohmannia ovata n. sp. 
(Abb. 1) 


Lange: 303 (343) 305, Breite: 127 (149) 
186-7. 


Abb. 1: Epilohmannia ovata n. sp. 
A) dorsal, B) der linke Sensillus, C) die 
Genital- und Analoffnung. 


Das Propodosoma ist ein wenig vor den 


(Eingegangen am 16. Dezember 1960) 


Ansatzstellen der Lamellarhaare v 
schmdlert. Das Rostrum ist mehr 6 
weniger vorspringend. Die Rostralhaare sg 
ganz kurz und fein, dicht aneinander liegs 
und nach vorn gerichtet. Die Lamellarha 
sind stark nach innen gebogen, behaz 
Dicht neben der Bothridien stehen 
Interlamellar- und Exobothridialhaare. J 
sind aufrecht stehend, die Sensilli a 
genommen, die langsten Haare auf c 
Propodosoma. Diese sind nach vorn zeige 
kurz und fein wie die Rostralhaare. 
Bothridiem 6ffmen schrag nach auBen 1 
hinten, die Sensilli (Abb. 5B) gehen folgs 
auch schrag nach hinten vor, biegen a 
mit einem sanften Knick nach auBben. T 
diesem Knick ist der distale Teil der Sen 
mit mehreren  Borsten besetzt. 
Hysterosoma ist sackformig, am breite: 
dicht hinter der Mitte. Am Hinterende k 
man von oben einen Teil der Analpla: 
erkennen, weil sie sich auBerordent 
hinten befinden. Die Genitaléffnung (A 
5C) ist oval, mehr lang als breit und m 
Paar gefiederten Borsten, 5 Paar innen Ul 
Paar auf&en, besetzt. Die: die Genitaloffn 
umgebende Platte tragt. allseitig 16 I 
ebenso. gleichartige Borsten. Die Analofin 
(Abb..5.C) ist doppelt so groR wie die 
nitaldffnung, rhombisch und stark vorsp 
gend. Die darauf und daneben steher 
Borsten sind glatt und lang, einige von if 
stehen auf einer Apophyse. 


Cryptacarus hirsutus n. sp. 
CAbb. 2) 


Lange: 281 (402) 423, Breite: 141 ( 
169 (De 


( 64 ) 
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_. Abb. 2: 
A) dorsal, B) der rechte Sensillus, C) die 
konischen Dornchen auf dem Propodosoma 
und Hystercsoma, D) die Kralle, E) die 
Genital- und Analoffnung. 


Cryptacarus hirsutus n. sp. 


Yer hintere Teil des Propodosomas aus- 
ommen ist der Kérper dicht mit scharf- 
‘zigen, konischen Vorspriingen (Abb. 2 C), 
a den Dornen von Rosenstock dhnlichen, 
eckt. Auf den Beinen und den Genital- 
1 Analplatten aber sind sie nur sparlich 
handen. Das Rostrum ist vorn fast gerade 
eschnitten. Die Rostralhaare sind kurz, 
wach nach innen gebogen, beiderseitlich 
langen, starken Nebendsten. Die Lamel- 
-, Interlamellar- und Exobothridialhaare 
ren auch etwa dieselbe Gestalt wie die 
‘tralhaare. Der Seitenrand des Propodo- 
as bildet dicht vor der Ansatzstelle des 
ybothridialhaares ein nach aufen vor- 
ngendes Eck. Vor diesem Ecke ist Pro- 
osoma verschmilert und hinter ihm nach 
en gewolbt. Das Bothridium 6ffnet nach 
en-hinten. Der Sensillus (Abb. 2B) ist 
erhalb gekimmt, mit 13~14 langen 
mmborsten, wdahrend auf der anderen 
e nur mit 2~3 feinen, kurzen Borstchen 
tzt. Am hinteren Teil, d. h. hinter den 
hridien, zeigt das Propodosoma ein 
dkreisformiges Gebiet, das vom anderen 
i des Propodosomas, der dicht mit 
ischen Do6rnchen besetzt ist, deutlich 
renzt ist und nie die Dornchen, sondern 
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eine schwach  vortretende 
erkennen laBt. 

Die Seitenrander des Hysterosomas laufen 
beinahe parallel, am vorderen Teil zeigen 
aber etwas Unebenheit. Die Borsten des 
Hysterosomas sind grasiihnlich, jede besteht 
aus 6~8 Borstchen. AuBer den genannten 
Borsten (1, cs Cs, Gy, dias usw.) sieht 
man am hinteren ‘Teil eine Mehrzahl von 
ahnlichen Borsten, die aber von jenen 
ordentlichen Borsten durch etwas kleinere 
Gestalt kdénnen unterschieden werden. Wie 
bei dem Propodosoma ist das Hysterosoma 
auch dicht mit konischen Dérnchen, die nur 
um die Ansatzstelle der Riickenborsten nicht 
erscheinen, bedeckt. Diese glatten Gebiete 
um die Borsten c,, c, und c; bzw. d,, d, 
und d; verbinden sich einander. 

Die MHaarformel der Epimeren ist 7-4-3- 
4. Die innersten Borstenpaare sind immer 
einfache, nicht verzweigte Borsten, wahrend 


Netzzeichnung 


die anderen wie Riickenborsten gestaltet 
sind. Die Genitalplatte ist durch eine 
Querfurche in zwei Teile geteilt, jeder mit 5 
Borsten besetzt. Die Analéffnung ist spindel- 
formig. Die Analplatte ist auch schmal, 
mit einer Nebenplatte begleitet. Jene ist 
mit 2 und diese mit 4 merkwiirdigen Borsten, 
die lange Nebendsten haben, versehen. An 
der hinteren Halfte der Genitalplatte und 
an der Nebenplatten kann man mehrere 
Dornchen, die in einer Reihe gereiht, zahlen. 
Zwischen beiden Offnungen kommt ein in 
zwei Spitzen endigender Vorsprung in Bet- 
racht. Das héngt von der Grundlinie der 
Genitalplatte und bedeckt den vordersten 
Teil der Analplatte (Abb. 2E). 

Diese neue Art ist mit C. promecus 
GRANDJ. verwandt, weicht indessen von 
dieser durch folgende Merkmale ab: 

(2) Die Borsten auf dem Propodosoma 
und die ordentlichen Borsten auf dem 
Hysterosoma, die mit sehr langen Nebendsten 
besetzt sind, d. h. von 6~8 Borsten zusam- 
mengesetzt zu sein scheinen und _ nie 
“behaart” oder “gefiedert” sind wie bei 
der Vergleichsart. (2) Die Sensilli haben auf 
einer Seite 13~14 lange Kammborsten und 


auf der anderen Seite nur 2~3 feine Borsten, 
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wihrend dieselbe von C. promecus mehr als 
30 Kammborsten und etwa 17 kleinere 
Borsten haben. (3) Der ganze K6rper dicht 
mit Dornchen besetzt, nur der hintere Teil 
des Propodosomas ist glatt, und zeigt eine 
Netzzeichnung. (4) Jede Analplatte ist 
mit einer Nebenplatte begleitet. (5) Der 
Vorsprung zwischen der Genital- und 
Analéffnung endigt in zwei Spitzen. 


Nanhermannia parallela n. sp. 
CAbb. 3) 


Linge: 465 (470) 480, Breite: 162 (166) 
169 gp. 

Die beiden Fortsaitze am MHinterrand des 
Propodosomas sind mehr breit als lang, 
erlangen oder iiberragen nur ein wenig den 
Vorderrand des Hysterosomas. Sie. weisen 
einige Variationen (Abb. 3B~E) auf, aber 
die Zahl der Zacken ist immer vier (noch 
mehr bei NV. pectinata und N. nanus). Die 
Sensilli sind borstenformig, an der distalen 
Halfte beborstert. Die Interlamellarhaare 
sind dem  Propodosoma anliegend, viel 
kiirzer als die Sensilli. 


Das Hysterosoma dieses Tieres ist das 


Abb. 3: Nanhermannia parallela n. sp. 
A) dorsal, B) die rechten Fortsatze am Hinter- 
. rand des Propodosomas. 


Vole) TNONL 


schmilste unter allen Nanhermannia-Art 
Verhaltnis Linge/Breite ist etwa 2.7. I 
Seitenrander laufen fast parallel. Die Ha: 
am Notogaster sind auSerordentlich ku 
so kann man diese Art leicht von ande 
Arten derselben Gattung unterscheiden. 


Suciobelba naginata n. sp. 
CAbb. 4) 


Linge: 176 (213) 247 p, 
127 pv. 

Das Rostrum verjiingt sich stark nz 
vorn, hat eine abgerundete Spitze. ] 
distale Halfte des Rostralhaars ist nach ve 
und innen gerichtet und langer als | 
proximale Halfte. Die Rostralzihne (Abl 
C) sind scharfspitzig, drei an der Zahl; « 
erste ist kleiner als der zweite bzw. drit 
so daB man von oben nur zwei letzt 
Zahne sehen; der dritte ist stdrker Uv 
linger als die ubrigen und etwas nach vd 
wahrend die anderen zwei gerade nach un) 


Breite : 99 (1. 


Abb. 4: 
A) dorsal, B) das Propodosoma,C) die 
Rostralzahne. 


Suctobelba naginata n. sp. _ | 


gerichtet. Die Mittelpartie des Propodosa 
ist mit mehreren (ungefiir 8~10) Knétd 
besetzt. Die Lamellarknospe ist vorne 
schmalen Lappen, hinten geschlossen. 
interbothridiale Kamm ist rhombisch, 
reicht gerade den Rand des Bothridi 
Die Sensilli sind wie bei S. forsslundi « 
S. elegantula gestaltet, lang und schi 
auBenseitig mit mehreren Bérstchen. 
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Lateral- und Medialziihne des Notogaster 
‘ind fast gleich lang, die letzteren haben 
nedialen Fortsatz nach hinten. 


Cultroribula lata n. sp. 
CAbb. 5) 


i, 
| 


| Lange: 219 (231) 240, Breite: 155 (162) 
1169 pe. 

Die Lamelle, auf dem medianen Teile, 
picht nach auBen gewdlbt. Ihre Cuspides 
trecken sich lang, laufen fast parallel, am 
lorderen Ende aber gehen ‘etwas nach 
| Ren. Die Lamellarhaare, wie es scheint, 
ind glatte Borsten, doch sieht man die 
mdeutung einer feinen Beborstung der dis- 
Alen Halfte (Abb. 5B). Das Léangenver- 


Altnis zwischen dem Lamellarhaar und der 


| Abb. 5: Cultroribula lata n. sp. 
A) dorsal, B) der Sensillus und die 
_ Lamellen, C) ventral. 


juspis der Lamelle ist ungefaér 9:5. Die 
“ectopedia I ist ein schmaler, deutlicher 
sel, lauft etwas schrag nach auBen. Die 
elarhaare sind aufrecht stehend, 
einer und kiirzer als die Rostralhaare. Die 
ensilli biegen median mit einem sanften 
<nick zuriick, tragen distal einen spindel- 
jrmigen Kopf, dessen Spitz ein winziges 
Ornchen zu haben scheint. Jeder Tarsus 
fp eine Kralle. 

Das Hysterosoma ist rundlich  gestaltet, 
essen Lange und Breite kaum verschieden 
ind. Der Vorderrand stellt eine gerade 


| 
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Linie dar. Am Schulter gibt es ein auf- 
fallendes, aber nicht so stark vorspringendes 
Schulterbléttchen. Sieben Paar Riicken- 
borsten sind zu erkennen ; das vorderste Paar 
ist auf den Schulterblittchen fest gestellt. 

Zwischen dem Camerostom und der Ven- 
tralplatte sieht man nur 3 Paar Apodemata, 
d. h. Apodemata I, II und IV. Da die 
Apodemata III fehlen, vereinigen sich die 
Coxalplatten III und IV zu einer Platte. 
Die Coxalplatten zeigen eine undeutliche 
Netzzeichnung, wenn man sie unter schwiich- 
erer Beleuchtung beobachtet. Die Genital- 
und Analoffnung sind ziemlich groB, dicht 
aneinander gelagert. Jene ist etwa vier- 
eckig, am vorderen Teil am breitesten und 
diese ist rundlich, am hinteren Teil am 
breitesten. Die Genitalplatte tragt 4 
Borsten, gn 1, 2 und 4 sind nahe dem 
Innenrande und gn 3 nahe dem AuBenrande 
stehend. Die Analplatte ist mit 2 Borsten 
besetzt (Abb. 5C). 

Diese neue Art kann man durch Kombi- 
nation folgender Merkmale von den bisher 
bekannten Arten der Gattung absondern : 
(1) Das rundliche breite Hysterosoma mit 
deutlichen Schulterblittchen, (2) die feinen, 
kurzen Interlamellarhaare und (3) die nach 
hinten zuriickgebogenen Sensilli, die distal 
einen plotlich geschwollenen, spindelformigen 
Kopf tragen. 


Anachipteria grandis n. sp. 
CAbb. 6) 


Lange: 310 (323) 338 4, Breite: 212 (230) 
240 g. 

Dieses Tier hat eine Ahnlichkeit’ vor 
allem mit A. ornata ScHusTER. Die AuBen- 
und Innenspitze der Lamelle (Abb. 6B) 
sind fast gleich lang, strecken sie sich aber 
nie so scharf und lang wie bei A. ornata. 
Die Lamellarhaare sind kréaftige, rauhe 
Borsten, am Ende der breit erwachsenen 
Innenkannte der Lamelle inseriert. Die 
Interlamellarhaare sind lange, glatte Borsten. 
Die Sensilli (Abb. 6C) kriimmen sich stark 
nach oben und innen, so da8 von der 
Obenseite gesehen meist als ein ganz kurzer, 
stumpfer Kolben erscheint. In Wahrheit sind 
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Abb: 6: Anachipteria grandis n. sp. 
“A) dorsal, B) die Vorderspitzen der Lamellen, 
C) die Sensilli, D) die Genitalplatten. 


sie schmale Keule oder Spindel mit einer 
langen Stiel. Die Tectopedien IT gut 
entwickelt, mit einer kleinen Spitze. 

Auf der fein punktierten Oberflaiche des 
Hysterosomas finden sich 4 Paar Areae 
porosae. Die charakteristische Netzzeichnung 
am Nacken, wie man bei SCHUSTER’s Art 
sieht, ist nicht vorhanden. Die Pteromor- 
phae von der neuen Art und auch von A. 
ornata springen deutlich seitwarts aus dem 
Korperumrisse ; das ist bei anderen Arten 
der Gattung nicht der Fall. 

Die Genitalplatten haben je 6 Borsten; 
Die Borsten neben dem Vorderende, 


gen, 
gen; und gens, nicht in einen Querlinie 
inseriert, d. h. gen, hinter (oder schrig 


hinter) gen; vorkommend (Abb. 6 D). Andere 
Charaktere an der Ventralseite scheinen 
wie bei der Vergleichsart. Die adanalen 
Schlitzporen sind ganz neben der Analum- 
rahmung vorhanden. 

Jedes Bein ist dreikrallig ; die Seitenkral- 
len sind langer und schwacher als die Mit- 


telkralle. Das Genu II hat proximal eine. 


dornférmig verdickte Borste, aber nie den 


schrég nach vorn gerichteten Cuticular- 
fortsatz. 


Vol. 5; Now! 


Ceratozetes japonicus n. sp. 


(Abb. 7) 


Linge : 338 (344) 353 4, Breite: 212 (219 
226 gp. 

Die Lamellen sind vorn stark konvergier 
end, nehmen nach vorn an Breite zu 
tragen auf der abgestutzten Cuspis ein 
glatte, starke Borste. An den Bothridien sinc 


Abb. 7: ] 
A) dorsal, B) die Lamellen und die daneben 
vorkommenden Organe, C) der Sensillus. 


Ceratozetes japonicus Nn. sp. | 


zwei abgerundete Lappen vorhanden, vo 
denen der innere etwas vorspringend (Abt 
7 B). Die obenerwahnten Charakter 
verleihen “dem neuen Tier eine gan 
Verwandtschaft mit C. minutissimu 
WILLM., unterscheidet sich das Tier abe 
von diesem durch die kraftigen, auBenseiti 
rauh beborsten Rostralhaare und die auc 
einigermaBen rauhen, kirzeren Interlame! 
larhaare, die die Vorderspitzen der Lamelle 
kaum erreichen. Der Sensillus (Abb. 7C) i: 
eine schmale Keule mit kurzem Stie 
beiderseitig rauh beborstert. | 

Das Hysterosoma ist langlich gestaltet 
der Vorderrand springt stark nach vor 
vor, so daB die Ansatzstellen der Interlame 
larhaare unter demjenigen verborgen sins 
Die Genu I und II tragen distal auf d 
Unterseite einen dornahnlichen Vorsprung 


| 
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NC, 植生 を 異 に する 林 下 の 土壌 中 の ササ ラダ ニ 相 の 調 
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vB L7co Epilohmannia ovata n. sp. ヒ ョ ウッ ウタ ン 
"= (ヨコ ミゾ ャ マダ ニ 科 ), (2) Cryptacarus hirsu- 
KIT NA LE CLIATS HED, 

3) Nanhermannia parallela n. sp. ホソ ツキ ノリ 
"= (YX I 7T¥=), (4) Suctobelba naginata 


4s n. Sp. 
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ny sp. ナギ ナタ マ ド ダ ニー (モリ ダニ 科 ); ©) Culiro- 
ribula lata n. sp. Tz ルル タニ) 
(6) Anachipteria grandis n. sp. ハネ カブ ト ダ ニ 
(カブ ト ダ ニ 科 ), (7 Ceratozetes japonicus n. sp. 
ヤマ トコ バネ ダニ (コバ パネ ダニ 科 う . これ で 現在 まで に 
わが 国 か ら 見 出さ れ た ササ ラダ ニ は 26 科 45 属 57 種 と な 
っ た 。 な お , 本 調査 に お ける 異 植 生 土 壌 中 の ササ ラダ ニ 
相 の 生態 学 的 研究 は 次 報 に て 発表 する 予定 で ある 。 
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動物 の 生活 の 一 つの 中 心 は 食物 を 得る こと で ある 。 し 
た が っ て 食物 を 通し て 動物 の 形態 を 見 て いく こと は , 動 
物 の 種 の 分 化 や 進化 の 問題 に 接近 する 有力 な 
手段 で ある に 相違 な いし , 応用 所 な 意義 も 大 
きい と 考 を る 。 この よう な 立場 か ら , 著者 ら 
は ネズ ミ 類 の 消化 管 に 着目 し ,, その 形態 と ネ 
ズミ の 生活 と の 関係 を 明らか に し た いと 考え を 
RS 

本 報 で は さき に 報告 し た ダイ コグ ク ネズミ, 
SE る OS FI RAL OBGOR 
さき の 体重 に 対す る 相対 成長 を 検討 し た 。 

本 論 だ は いる 前 に , ご 指導 いた だ いて いる 
信州 大 学 教 授 , 鈴木 誠 ・ 清 水 三 雄 両 博士 お よ 
び ご 協力 いた だ いて いる 長野 県 信 級 小学 校 , 
北沢 徹郎 ,' 同 富 草 小学 校 , 両角 源 美 両 教 諭 に 
JR< BALE LAW > 

材 料 

こと ここ で 扱っ た グマ ネズ ミミ Rattus rattus 
は , 長野 県 松本 市 内 た に て 1959 年 に 採集 され た 
雄 14 頭 , 雌 26 頭 の 計 40 頭 で , 体重 15g より 
120g まで の 種々 の 大 き さ の 個体 . (第 3 FAR 
出 眼 の 個体 か ら 成 体 ま で ) が 含ま れ て いる 。 
10 未 ル マ リ ン 液 づけ た に し た も の に つい て 小腸 ・ 大 腸 
(結腸 + 直腸 うぶ よび 盲腸 の 長 さ を 測定 し た 。 体 重 は 採集 
時 に 測定 され て いる 。 腸 の 長 さ に 性 差 は 認め られ な か っ 
た の で , 雌雄 を 一 括 じ て 扱っ ぅ た 。 


Si Ot 
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第 1 図 体重 に 対し て 小腸 長 (@), 


結 ES 
(Kix x, )B, AB, BHBORSetnthH y と 
Lt, 両 対数 に プロ ッ ト す る と , Tay tb SHEA 
ずれ も ほぼ 直線 の まわ り に お ち , allometry x y=bx 
(両辺 の 対数 を と る と logy=alogx+logb と な る ) が 
適用 で きる (第 1 図 )。 最 小 自 乗 法 に より , 直線 の 勾配 a 

を 人 算出 する と 人 策 2 表 の 如 パ で ある 
1. 体重 に 対す る 小腸 の 長 さ の 成 民 は , COCK 
(KBORA ( 15g~120g ) で は 単 相 アロ メト リー と な 
り , a Of (相対 成長 係数 ) は 0.42 で ある (第 1 図 
し た が っ て 小腸 の 長 さ の 成長 は 体重 の を そ を れ より テン ポ が 
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大 腸 長 ( 〇 ) お よび 
BBR (A) を 両 対数 に プロ ッ ト し た 図 
劣り (Bye, negative allometry), 小腸 長 / 体重 の 
値 は , 体重 の 増加 に 伴っ て 減少 する 。 す な わ ち , 体重 1 
g へ 40g で は 比 の 値 は 1.542, 体重 40g~70g で は 0.912) 
体重 70g~120g で は 0.689 と な る (1%), 

きき に 報告 し た ドブ ネズ ミ に お いて は , 体重 に 対す る 
小腸 長 の 成長 率 (a) は 0.25 で あっ た (HR, 1960) 
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RL 体重 に 対す る 腸 の 長 さ の 比 


ーー ーーー 
『 | 小腸 長 / 体 重 大 腸 長 / 体 重 BM 


5~ 40 1.542 0.364 0. 067 
O~ 70 0.912 0.252 0.042 
)~120 0.689 0.157 0.033 


クマ ネズ ミ は 0.42 で それ より も 成長 率 が 高い ( 策 
)。 両 者 は いずれ も Rattus 属 の ネズ ミ で , きわ め て 
K の 種 で ある が , 腸 の 長 さ の 成長 率 に この よう な 差 が 
bp れる の は 興味 深い 。 

体重 に 対す る 大 腸 の 長 さ の 成長 も , 小腸 の 場合 に 
\ き 党 相 ア ロメ トト リー となり, a = 0.46 の 劣 成長 で 
ro し た が っ て 大 腸 長 / 体重 の 値 は , ARON MC 
[減少 する 。 す な わ ち , 体重 15g~40g で は この 値 は , 
A, 体重 40g~70g で は 0.252, 体重 70g~120g で 
b.is72 な る 。 


| 第 2 表 体重 に 対す る 腸 の 長 さ の 相対 成長 率 (a) 


| 小腸 長 大 腸 長 BER 
| wees 0.25 0.22 0.53 
lorax 0.42 0.46 0.83 


ORS OREKSBOMSLMULK, クマ ネズ 
PH TK FACIL LOKCHS (2B). 
BOR SE 大 腸 の 長 さ の MER, それ ぞ れ 
2 放 0.46 で 差 が な く , 両者 は きわ め て よく 似 た 成長 様 
に 示す 。 こ の 関係 は 第 2 図 の 如く , 小腸 長 に 対し て 大 
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| 第 2 図 小腸 長 に 対し て 大 腸 長 を 両 対数 に プロ 


] ッ ト し た 図 

屋 多 両 対数 に プロ ッ ト す る と , a =1 の 単 和 相 ア ロメ ト 
LeLten, 両者 が ほぼ 同一 の テン ポ で 成長 する こと は 
較 明 ら か に な る 。 同 様 な 関係 は ダイ コク ネズ ミミ (宮尾 , 
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1960, a) FFAXKE (BE, 1960,.b), アカ ネズ ドミ = & 
ARK, ヤ チ ネズ きき ;」 ペタ ネズ ささ (官司 x 北沢 ・ 両 角 ; 
未 発表 ) で も 見 られ た 。 し た が っ て , KBE / BRO 
Hath, 成長 段階 と 関係 な く ほ ぼ 一 定 で あり , クマ ネズ ミ 
で は 0.23 と な る (宮尾 ・ 北 沢 ・ 両 角 , 1960 参 照 )。 

4. 体重 に 対す る 盲腸 の 長 さ の 成長 は , «x 0.83 の 単 
相 ア ロメ トリ ー と な る 。« の 値 は 小腸 お ょ び 大 腸 の 長 さ 
の それ の 2 倍 近 くに 達する » し か し a の 値 は 1 ょ り 小 
で ある た め ; 盲腸 の 長 さ は 体重 の 増加 に 伴っ て 相対 的 に 
短く な る 。 すなわち , 盲腸 長 / 体重 の 値 は , 体重 15g 一 
40g で は 0.067, 体重 40g~70g で は 0.042, 体重 70g~120 
g で は 0.033 と な る 。 

盲腸 の 長 さ の 成長 率 も , 小腸 ・ 大 腸 の 場合 に 同じ く ; 
クマ ネズ ミ が ドブ ネズ そよ り 大 で ある (F2R) 

5. 以上 か ら 明 ら か な ご と く , 腸 の 長 さ と 体重 の 比 は , 
同一 種 に お いて も 成長 の 時 期 に ょ っ て 異な り , 腸 の 長 さ 
は 体重 増加 に 伴っ て 相対 的 に 短く な る 。 こ の こと は す で 
に ダイ コク ネズ ミミ (宮尾, 1960, a) BEOFFAZE 

(宮尾 , 1960;, b )., た つい て 指摘 し た が , ハツ カネ ズミ 

(LorwEe & Loewe, 1937), ネコ ( Latimer, 1940) 
な ど で せ も 知 られ て いる 。 同 様 な こと は 腸 の 重量 と 体重 の 
関係 に お いて も 認 あ られ る (清水 , 1941, 宮尾 , 1960,c)。 

動物 の 食性 と 腸 の 長 さ の 間 に は 密接 な 関係 が あり , Bw 
ORS: 体長 また は 体重 の 関係 が し ば し ば と りあ ぁ あげ ら れ 
Bo し か し 上 述 の 結果 か ら 明 ら か な ご ど ごとく, これ ら の 関 
係 は 同一 種 に お いて も 成長 段 隊 に ょ っ て 変化 する の で , 
その 比較 に は 成長 段階 や 成長 の 過程 を 考慮 に 入れ な いと 
意味 を も た な い 。 

一 方 , 小腸 と 大 腸 は 同一 テン ポ で 成長 する の で , 両者 
の 比 は 成長 と 関係 な く 一 定 で ある 。 LPL, 大 腸 で は 水 
分 の 吸収 , 不要 物質 の 廃 茎 の 他 に , 寄生 細菌 群 の 作用 で 
消化 酵素 で は 分 解 で き な い 炭水化物 , 特に セル ロー ス が ・ 
酸 酵 分 解き され , 吸収 され る 。 し た が っ て , 草 の よ ょ うな も 
ル ロ ー ズ ス を 多く 含む も の を 主食 と する 種 に あっ て は , K 
腸 が 長い こと が 大 き な 意 味 を も つ で あろ う 。 ここ に お い 
て 小腸 と 大 腸 の 長 さ の 比 は , その 種 の 食性 と 関連 し て , 
消化 管 の 種 間 の 差 の 検討 に 好都合 な 形質 と な っ て くる 

(宮尾 ・ 北 沢 ・ 両 角 , 1960). 
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ニカ メイ チュ ウ の 幼虫 体 政 に お ける 
KO BMF 


Bm oF HA 
茨城 県 農業 試験 場 


2 ウ 幼 虫 の 休眠 期 お よび 休眠 覚醒 期 に お け 
る 体 成分 の 消長 に つい て は , すでに 多く の 研究 が 報告 さ 
れ て いる (深谷 , 1946,1951, 金野 ・ 井上 , 1955, 小泉 , 
1944)。 

宅 者 は この よう な 変化 を 羽化 期 の 発生 予察 に 利用 し ょ 
ぁ と の 意図 か ら , 技術 的 に 簡便 で , 短 時 間 の 中 に で きる 


幼虫 体液 の 屈折 率 の 変化 を 調べ て みた 。 ま た 更に , それ 


ら の 雌雄 差 。 お ょ よび 越冬 環境 と の 関係 を 検討 し た 。 
末 文 に は いる に 先 だ ち , 終始 箇 切 に 。 ご 指導 くだ さっ 
を た 深谷 昌 次 博士 に 心から お 礼 申 し あげ る 。 


1.3800 


MBs LOBE | 

x ORICA 7A Ht, 1959, 1960 年 産 の 了 

農林 も ち 3 号 の , 屋外 積 わ ら か ら 随 時 採集 し た 。 | 
屈折 率 の 測定 : 随 且 お よび 腹 都 か ら 1 頭 に つい て 

5mg 前 後 を 採取 し , アタ ゴ 検 娘 計 第 1 号 を 用 いて Be 
し , 20°C の 条件 で の 屈折 率 に 換算 し た 。 | 
水分 の 測定 : 幼虫 1 頭 ず つ , 合 計 20 頭 の 生体 重 を 測 | 

100°C~105°C CHE EIC7nS ECHR Li 3 時 間 る 
Lit) BBA PELC, 水分 量 を 算出 し た 。 | 


実験 結果 な ら び に 考案 | 


1. PAMMHAMICH > BREOBIL | 
前 年 10 月 か ら 翌 年 6 月 に と にかけて 越冬 期 幼 虫 の 体液 
ける 屈折 率 を 調べ た 結果 は 第 1 MOL CHS. A 
に は P =0.95 に お ける 信頼 限界 を 示し て お いた 。 下 
前 の 幼虫 体液 の 屈折 率 は 小さ い が 厳 案 期 に は いる に 1 
が っ て 洛 次 大 きく な り , 2 月 の 中 , PACs CRE 
達し た 。 その後, 変態 期 に 近づく に し た が ラ で て 再び 旬 
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ニカ メイ チュ ウ の 幼虫 体液 に お ける 屈折 率 の 季節 的 変化 


備考 : 測定 に 当っ て は 毎回 10~100 頭 を 供 試し た 。 
12 月 8 日 以降 の 値 は すべ て 1959 年 産 の 2 化 期 休 眠 幼 虫 を 用 らい た も の 
で ある が , 10 月 13 日 と 11 月 10 昌 の も の は 1960 年 産 の 2 (LIAR 
に よっ て 得 ら れ た 値 で ある 。 点線 は 同じ 材料 に お ける 中 化 率 。 


1 . . - 
On the seasonal change of refractive index in the body fluid of the hibernating rice stem 


borer larva, By Akira Taxai, Ibaraki Agric. Exp. Stat. 


HARHBOMRDYSsk 第 5 巻 第 1 号 


, Mito, Ibaraki Pref. 


(1961 年 1 月 7 日 受 領 ) 


961 年 3 朋 i 


小さ く な る 。 こ うし た 現象 は 越冬 期 を 通じ て 見 られ 
『 夜 民 度 の 変化 に 対応 する も の と し て 理解 され る ( 深 
1046, 1951, 釜 野 ・ 井 上 , 1955), 

| 屈折 率 の 雌雄 差 お よび 越冬 環境 と の 関係 WAI 
| に お ける 屈折 率 の 雌雄 差 は , 各種 材料 を 通じ 第 1 表 
きれ る よう に 雌 の 方 が 大 きく , 一 方 体 水 分 量 は 釜 野 
(1955): が 得 た 結果 と 同じ く 雄 の 方 が 多かっ た 。 


1 越冬 幼 虫 に お ける 水分 量 と 屈折 率 


Die ite 3 
| Kai) | B® 
i sz 
| o る oe る 
aa 59.1 | 60.4 | 1.3770 | 1.3713 
| <: 環 64.5 | 66.7 | 1.3663 | 1.3625 
RH 9526*) | 63.0 | 64.9 | 1.3691 | 1.3653 


B: ARROW ECHL AM R40, We L12 
| 月 (1960) に 施行 し た 。 

| * デ シ ケ ー タ ー で 30 日 間 恒 湿 を 保っ た 。 

1c, 策 2 表 は 湿潤 と 乾燥 状態 に お ける 屈折 率 の 変化 
中 別に 見 た も の で ある が , 雌雄 と も 2 時間 で は 差 を 
Yeas, 168 FE C7 日間) た つと 湿潤 区 の も の は 
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乾燥 区 の も の に 比べ 屈折 率 が 低下 し て いる 。 
第 2 表 幼虫 の 越冬 環境 と 屈折 率 


2 | 1.3680 1.3634 
2 | 1.3686 | 1.3632 
| 168 | 1.3652 1.3608 
ca 爆 区 | 168 | 1.3691 | 1.3643 


備考 : FOP: AR OWA BEIT TAIT OAM 
eS + 20 頭 の 幼虫 を 収容 し た 。 
WHR: 同上 ろ紙 に 水 を 含ま せ た 。 
測定 は 12 月 (1960) に 実施 し た 。 
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Fuxraya, M. (1951): Berich. Ohara Inst. Landwirt. 
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RAS > BH + PR 1955) 埼玉 農 試 研究 報告 13: 3~16. 

uF - Ft (1955): BRO HS C5: 111~115. 
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dike Responses of Single Visual Units 

in the Optic Lobe of the Silkworm, 
Bombyx morz.l 


By Shigeo ISHIKAWA 
Sericultural Experiment Station, 


Suginami-ku, Tokyo 


‘he present paper will describe visual 
»onses recorded from the nerve cells in the 
ic lobe of silkworm moth by insertion of 
sicroelectrode through the corneal surface. 
nicroelectrode filled with 3M-KClI and 
‘ip diameter less than 0.5 was used for 
wding spike discharge in the optic lobe. 
- indifferent electrode was a silver plate 
1g in contact with the operated abdomen. 
» microelectrode was connected to a 


cathode follower input, followed by a D. C. 
amplifier and a dual-beam oscilloscope. 
Apparatus of light stimulation was the 
same as described previously (ISHIKAWA & 
Hirao, 1960). 

The electrode was inserted into the com- 
pound eye as perpendicularly as possible to 
the corneal surface. In several hundreds 
microns in depth from the corneal surface 
the illumination potential (ERG) became 
no longer detectable. During further pene- 
tration of the electrode over this depth, 
on-off light stimuli were repeatedly given. 
When a certain depth was reached, the spike 
responses with relative large amplitude (10- 
30 mV) were recorded. The depth of electrode 
at which these large spike activity appeared 
was limited, presumably due to the limited 
pathway of the electrode in a perpendicular 
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course through the eye in this experiment 
procedure. 

All spike discharges recorded could be 
regarded as the responses originating from 
single optic unit, judging from careful 
scrutiny of the recordings with respect to 
regularity of the discharge rate. It was also 
supported by the fact that the intracellular 
records of optic responses, described later, 
showed very similar characteristics to the 


Fig. 1. Spike response of single units in response 
to illumination in the optic lobe of silkworm 
moth. Impulses were retouched. The lower 
line of each record represents the stimulus 
signal. 


above mentioned ones. 

Owing both to complicated neurological 
connections involved in the visual pathway 
and to uncertainty as to the site of the 
electrode tip, the results varied somewhat 
in each recording, but, in general, there 
were common patterns for bursting of 
impulses. In most cases the marked sponta- 
neous discharge in dark period Gnaintained 
discharge) was observed. The frequency 
varied from about 4/sec to about 20/sec. 
Most responses to light showed inhibition of 
the maintained discharge as follows: when 
the frequency of the discharge was low, 
impulses were completely inhibited through- 
out the stimulus (Fig. 1A), however, when 
the frequency was high, impulses were com- 
pletely abolished shortly after onset of the 
stimulus, then impulses began to appear 
again and became stabilized for some time 
at a smaller amplitude 


and a lower 
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frequency than those of the pre-stimu 
discharge. Thus inhibitory effects decrea 
during a steady stimulus, indicating an ad 
tation in lessening the inhibitory effect 
light stimulus as time elapsed. In ot 
words, as the adaptation progressed 

inhibitory effect gradually decreased (Fig 
B) and it was assumed that any inhibit 
effect would not be able to be observed in 
In both cases indicated in Fig. 


end. 


A 


Fig. 2. A: Effect of stimulus intensity upon 
spike responses in the optic lobe. Log 
represents about 5000 lux. B: On anc 
responses to stimulus. Responses recorde: 
sequence from a to d. Reference voltage 
mV. Time scale: 1 sec. 


and Fig. 1B, the frequency of disch: 
after the turn-off of the stimulus was hi 
er than that of foregoing discharge and 
rate lasted consistently for a long ti 
These impulses were not able to be rege 
ed as off-response. 

In some units, almost absence of spont 
ous discharge was observed, and in t 
instances a train of impulses was ev¢ 
after the stimulus (Fig. 1 C). 

As shown in Fig. 2A, both the dura 
of complete inhibition of impulses folloy 
the stimulus and the frequency of the 
charge after the inhibitory period incre 
with the increase in light intensity. 


arch, 1961 


etimes a short train of impulses in 
se to light on or off were detected. 
x. 2B only on-response (a,b) and both 
id off- responses (c, d) were obtained 
successive recording at the same site 
_ electrode tip. In this case the large, 
m amplitude of spikes up to about 30 
1 the early period of recording were 
and decreased its amplitude gradu- 
probably due to gradual deterioration 
cell. Additionally, a marked resting 
ial of about 30 mV was detected when 
ctrode was withdrawn from the record- 
se. Therefore, it can be-assumed that 
are intracellular recordings. ‘Thus it 
smonstrated that the response pattern 
ingle unit might alter gradually by 
tion. 

most units of this layer exhibit 
ined discharges, the rate of firing may 
eased or decreased by excitatory or 
tory influences. Excitatory responses 
ually classified as ‘on’, ‘on-off’? and 
depending on when the discharge 
in relation to the stimulus ; inhibitory 
ses also fall into similar three catego- 


s the response pattern of a single cell 
seems to correspond to the secondary 
n existing around the second synaptic 
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layer in the present experiments can probably 
be varied greatly by many factors, i. e. a 
difference in state of adaptation, stimulus 
intensity and other unknown factors. Then 
it will be more important subject in future 
to learn the mechanisms which make such 
great variability possible, and the factors 
which determine the response in a given case. 

Hoye (1955) investigated the potentials 
in the ocellar nerve of the locust in response 
to illumination. He found that impulses 
were discharged for light on, light off and 
during dark exposure. Recently single unit 
responses elicited from the optic lobe and 
nerve cord of the locust have been recorded 
by Burtr & Catron (1959), and it was 
illustrated that most units showed activity 
at on and off, discharging at steady rates 
slightly affected by the state of light- 
or dark-adaptation. 

In comparison with these studies the 
variability of the response in a single unit 
will be investigated in future. 
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酒井 清 六 博士 に 日 本 応用 動物 昆虫 学会 賞 
本 年 度 本 学会 賞 授賞 者 の 選考 は 全 評 議員 の 投票 に よっ 
て 行なわ れ た が , 和信 洲 化 学 工 業 株 式 会 社 研究 所 酒井 清 六 
BLO “MHAOHG(ERICMT 4 ELEBFHTR” 
IMU CHSSNATLICRELZ. HRRAATSO 
ICZSRSASBM, さる 4 月 9 日 か ら 東 京 大 学 農 学部 
で 開か れ た 本 学会 大 会 2 日 目 の 4 月 10 日 午後 4 時 より 行 
な われ た 。 業績 要旨 は 次 の と お り で ある 。 
殺虫 剤 の 連合 作用 に 関す る 昆虫 毒物 学 的 研究 
mH 清 A (人 入 洲 化学 工業 株 式 会 社 ) 
殺 下 剤 の 連合 作用 は 2 種 以上 の 生体 反応 物質 問 の 相 写 
作用 の 生物 学 的 研究 の 1 PIC, 新 殺 虫 剤 の 発見 , 作用 機 
構 , 合理 的 施用 法 の 解明 , 負 の 相 異 連合 作用 の よう に 抵 


抗 性 発現 防止 た 役立つ 。 従 来 の 概念 は 時 間 軸 に あい まい 
な の で , 同時 混用 を 真正 連合 作用 , 時 間 的 な それ を 擬似 
連合 作用 と し , 既存 概念 の 整理 統合 添加 を 行なっ た 。 そ 
の 数 量 分 析 法 を 容易 し じ た 。 た と えば , 勾配 の 異な る 3 
種 以上 の 単純 類似 連合 作用 の 組合 わせ , 混合 割合 に 規則 
性 を 持つ 類似 作用 の 分 析 を 可能 に し た 。 薬 量 一 致死 率 曲 
線 の 理論 の 実験 的 裏付け を 行 な ら , 接触 剤 の 交互 分 析 か 
ら 軽い 協 力作 用 か ら 括 抗 作 用 を 認め ゅ た 。 Ris SABRIC 
対す る 混合 剤 は 擬似 括 抗 作用 が 擬似 協力 作用 より 多かっ 
た 。 化学 的 , 物理 的 変化 も 検討 し た 。 麻酔 剤 間 の 連続 お 
よび 交互 施用 か ら 抵 抗 性 の 変化 を 観察 し た 。 PEGE AI 
と の 交互 施用 か ら Methyl Parathion の 作用 機構 の 解明 
を 行なっ た 。 運 動 性 や 背 駅 管 騰 動 率 の 観察 か ら , Methy- 
lene dioxy phenyl 基 の 化合 物 は 運動 を 刺激 し , 抵抗 性 
を 低下 させ た 。 騰 動 抑制 作用 が 多く の 化合 物 に 見 られ 
た 。 宮 種 の 生物 学 的 要因 の 影響 は 大 観 し て 混合 痢 と 単 剤 
と は 同 傾向 を 示し , 物理 的 化学 的 要因 を 検討 し た 結果 , 
落 剤 は 乳化 剤 より 影響 が 大 きか っ た 。 Pyrethroid oO 
力 剤 の 作用 は 散布 粒子 の 安定 性 , MAEM LEFRO 
促進 に 原因 の 一 つが あり , 保護 麻酔 と も 関係 が あっ た 。 
等 モル 混合 は 必ず し も 最大 効果 で な く , SEORKER 
態 も 殺虫 力 の 促進 と 関係 し た 。 は じ め 2 種 を 混合 し , MF 
次 系 積 温 合 の 結果 , MICHA ERE Co bw oH 
抗 作用 を , 高 濃度 で 協力 作用 を 示す 傾向 が 認め らち られ, 有機 
塩素 剤 間 で 類似 作用 の 理論 値 と 一 致す る も の は 少な か っ 
た が , 有 機 リ ン 剤 は 一 致す る 組合 わせ も あり , 関 連 し な い 
LLAMA CI—-BEBRD otk, AMY LHL Cyclo- 


diene 剤 と の 混合 は 実用 的 意義 が あっ た 。 Pyre 
の 協力 剤 と し て は Safroxane が 有効 で あっ た 8。 
鳥居 西 蔵 博士 に 日 本 農学 賞 
昭和 36 年 度 日 本 農学 賞 受 賞 者 選考 の 日 本 農学 会 : 
会 は , 2 月 13 日 東大 農学 部 で 開か れ た が , 本 学会 
ALK BEAR RIARRORERBSNSTLICE 
授賞 式 な ら び に 受賞 特別 講演 は さる 4 月 5 日 で 
前 10 時 より 東大 農学 部 で 開催 の 昭和 36 年 度 日 本 農 
会 で 行なわ れ た 。 
ib, 本 年 度 の 日 本 農学 賞 受 賞 者 な ら び に 業績 
さこ お 0 ある 8 
クリ タマ バチ の 生物 的 防除 , 特に その 首 来 玉 
の 利用 に 関す る 研究 
日 本 応用 動物 昆虫 学会 会 員 鳥居 


開花 の 生理 生態 的 研究 

日 本 育種 学会 会 員 Eig 
水 稀 の 稔 実 と 米 の 品質 に 関す る 研究 

日本 作物 学会 会 員 ke P| 


RADMICEO SER ROKM RHIC 
究 

日 本 獣医 学会 会 員 ie 
Hibs LOPRRAS AMIR OMT | 


日 本 土 壊 肥料 学会 会 員 ah 
TVA Y BCH OOF | 


| 


日 本 農芸 化学 会 会 員 ra 


第 16 回 日 本 応用 動物 昆虫 学会 例会 
第 16 回 例会 を 昭和 35 年 12 月 10 日 午後 2 時 か ら 
業 技術 研究 所 に お いて 開催 , 次 の 講演 が あっ た 8 
約 40 名 。 
1. 線 虫 の 培養 
古山 清 , TAR Ghee Re 
ROM, 殺 線 虫 剤 の 研究 は 緊急 の 問題 で あ 
われ われ も 殺 線 虫 剤 の 効力 検定 法 の 一 環 と し て , 
培養 , 有害 線 虫 多 含 土壌 の 作成 な ど を 試み て いる 
在 ま で に 得 ら れ た 成果 の 一 端 を 紹介 し 参考 に 供 
1. BBY (自由 生活 種 ) 線 忠 の 培養 . 
現在 1 年 以上 の 継 代 培養 を 行なっ て いる 線 下 お 
の 培養 基 は 大 約 次 の と お り で あり , いずれ も 25| 
で , 2~3 週 間 に 移 し 変え 保存 を 実施 し て いる 。 


1 年 3 月 会 


虫 ) (培養 基 ) 
ホ プ キ ン 氏 寒天 (一般 糸 
TRAE) ある らい は ピ ビ 


/ composticola 
ー ト パル プ に 等 容 の 水 を 


| @ sp. MA, 高圧 殺菌 を 施し た 
lelenchus avenae も の 。 
ogasten sp 馬 鈴 剖 を 細 切 し 蒸気 殺菌 
ditis sp を 施し た も の 。 
toides sp A PRS, に ある いい は 


パン 粉 4~5g に 水 10~ 
15ml を 加え 蒸気 殺菌 を 
施し た も の 。 


| Aphelenchoides, な ら び に Aphelenchus 属 線 
タナ リア 属 , フ ザ リウ ム 属 の 糸状 菌 。 そ の 他 の 
[絞る 種 の 細菌 と の 共存 培 療 で ある 。 
fay At Wht OSE IE 
| lenchus, Meloidogyne, Heterodera の 各 属 線 
WR RES Z IC 1k EH OMT B vo 1d MAO ME 
| の 和 旭 用 が 考え られ , 欧米 で は すでに 成功 例 が 出 て 
| や れ わ れ の 現在 検討 し て いる 方 法 は 次 の 2 つ で 
【) 幼 苗 を 用 いる 方 法 : Knop 液 に 実 天 4%, スト 
47 v AOp.p.m. を 加え た 培養 基 を 清 源 な ポリ 
vas (15 x10cm) に 一 様 に 50ml 注 加 し て 固化 
その 上 部 に 無菌 的 に 育て た 寄主 植物 の 苗 を 植 
計 必 紙 で 支え て 室内 で 栽培 する 。 新 根 が 発達 し た 
遅 傍 に 無菌 処理 (スト レプ トマ イシ ン 100p.p.m. 
DURREEHL, 培養 を 続け る 。(2) 組 織 培養 法 
: White の 基本 培養 基 に オー キシ メン (0.5p.p.m.) 
Fo bs v7 (15%) を 加え た 案 天 培地 に 1 2 の 
素 酸 ソ ー ダ 液 で 消毒 し た 寄主 植物 の 組織 片 を 無菌 
ADU, 生じ た カル ス の 上 に 無菌 処理 し た 線 虫 を 
, RAR S. 
国際 昆虫 学会 お よび ロン ドン の 生物 気候 学会 に 出 
席 し て 
入 木 誠 政 (国際 昆虫 学会 常任 委員 , NA) 

の 国際 昆虫 学会 は 1960 年 8 月 17 日 か ら 25 日 まで の 
太一 大学 お よび 国立 博物 館 の 2 ヵ所 を 利用 し て 
ten. 日 本 か ら は 筆者 お よび 内 田 俊 郎 教授 が 代表 と 
BL, is, 山藤 九 大 教授 が 出席 され た 時 在外 者 
» VURVRKE DOME, ウル ツブ プ ブル グ 大 学 
田 了 昭二, オク ス フ ォ ー ド 大 学 か ら 金 光 桂 二 , カン サ 
か ら 松 田 隆一 の 諸氏 が 参 会 し た 。 総 会 員数 1400 名 
Ko 
は 8 月 16 日 に 博物 館 で 常任 委員 会 が 開か れ た の で 
ウツ ウィー ン に 到着 し , これ に 出席 し て 諸 項 の 議事 を 

に が , 全 常 任 委員 は 16 名 いる うち 10 名 が 出席 し 
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会 頭 テ ライ レー 氏 議 長 と な り 書 記 ク ー ネ ン 氏 が 進行 係 を 
つと め て 開会 し た 。 と と に 記す べき 重要 な 項目 を 掲げ る 
と , 第 に 次 期 大 会 の 開催 地 に 関し て で ある 。 了 アム ステ ル 
ダム の 会 議 に も 提出 し た 南米 ブラ ジル に も っ て 行き た い 
カル バル ホ 氏 の 提案 お よび オー スト ラリ ア の シド ニー に 
紹 き た に と いう エエ ペンス 氏 の 申出 は 将来 に 見 送る こと と 
LT, 次 は ロン ドン に お いて 1964 年 8 月 17 日 か ら 25 日 ま 
で 行なう と と 生 議決 し た 。 と の スポ ボ ポン サー は ライ レイ 紅 
が 一 応 引 き 受 ける と こと に な っ た 。 

第 2 は 会 費 で と の 額 は 次 期 は 10 ポ ンド 以下 で は で き な 
いで あろ うと と を 一 同 が 認め た 。 

第 3 は か ね て 一 般 に アンケート に よっ て 問 合 わ せ て あ . 
っ た 国際 昆 虫 学会 の 総会 を に ら か に 運営 する か の 問題 で あ 
る 。 こ とれ に つい て は すでに 日 本 と お に いて あら か じゅ め ゅ 評議 
員 会 等 で 意見 を まとめ て 提出 し て お に いた が , われ われ は 
総会 を 2 度 に 分 け て 行なう と こと, すなわち 応用 と 純正 の 
学会 を , 交互 に 2 年 置き に 開く 案 で ちっ た が , 要する に 
分 離 案 と 総合 案 の 准 知 を 問う た と と ろ 分 離 案 4 票 , BA 
案 6 票 で 結局 今 ま で 通り と 決 っ た 。 

研究 発表 の 表題 は 各 セ クシ ョ ン の を 合計 し て 498 BS 
014 セク ショ ン に 分 れ て 各 別 室 に お いて 発表 され た 。 

今回 特に 目立っ た 各々 の セク ショ ン は 第 1 セク ショ ン 
に 昆虫 の 音響 学 (Akustik) を 出し た 点 , 第 2 に 長 忠 離 
の 渡り , 第 10 に 大 都市 に お ける 昆虫 生活 (大 都市 生物 学 》 
を 出し て 特別 に 研究 を し た と と で ある ろう 。 

シン ポジ ウム に お いて は 17 部 門 に 分 れ て 行なわ れ , & 
at 206 題 の 発表 が あ っ た 。 

全体 の 発表 数 を 見 る と 第 1 セク ショ ン で 最多 の 分 類 学 
は 別 と し て , SOORRPLIOORZHARH, Di CHE 
の 生理 生態 学 と な っ て お り , シン ボ ジ ウ ム で は 第 3 の 昆 
虫 の 化学 で あっ た , CHOZHSORRFROBABER 
し て いる も の と 思わ れ た 。 な お 25 日 後 は , 3 日 か ら 9 日 
間 に わ た る 旅行 が 各 班 に 分 れ て 行なわ れ た 。 ま た 4 日 簡 
映画 会 が 行なわ れ た 。 

第 8 回 評議 員 会 

第 8 回 評議 員 会 は 1 月 12 日 農林 省 農 業 技術 研究 所 に お 
いて 開催 , 加藤 静夫 (議長 ), ESHA, 深谷 昌 次 , MH 
直樹 , 石井 象 二 郎 , AX, SHER, 三坂 和英 , 野村 
健一 , 小野 正武 , RAAEZ, HARE, 山崎 輝男 の 各 
評議 員 の 出席 の も と に , MRASROSOSVITHOT 
次 の 件 に つい て 報告 や 協議 が あっ た 。 

1. 報 告 

(1) 昭和 35 年 度 一 般 会 務 報 告 
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78 
eEMBAAP (12H), 学会 大 会 開催 京 
都 ), GOSS CB 11 回 国際 昆虫 学会 に 内 
HBA), 毎日 学術 疾 励 金 ( 深 見 順一 氏 ) 
会 員 動 静 : 月 10 日 現在 , 正会員 902 名 , Be 
員 115 4, MAAS. 
日 本 農学 会 評議 員 : WHI, 加藤 静夫 
目 本 学術 会 議 植 物 保 護 研究 連絡 委員 会 導 員 16 人 
は 次 の と お り : EMMA, WHALEN, REA 
次 *。 福永 一 夫 , 後藤 和夫 *。 WER, MARE, 
犬飼 哲夫 , 石倉 秀次 , 加藤 静夫 , 河田 覚 , 三坂 
和英 , 田 杉 平 司 , 和信 木 誠 政 , 山藤 一 雄 , Lb Ase 
Ck 幹事 ) 
(2) 昭和 35 年 度 決 算 報 告 
収 入 の 部 
項 A ~ 決 算 
前 年度 繰越 金 26,916 円 26,916 円 
E-#*# 2B 4B 630, 000 743,657 
BHAaBA B 480, 000 525, 000 
広 i 費 210, 000 207, 081 
wR Ss 収 kK 76,500 137, 400 
EU ofl: @% 7G 30, 000 40, 419 
Al fl &# & Hs 60, 000 74,110 
HE rg A 35, 000 31,411 
文部 省 研究 成果 助成 金 80, 000 90, 000 
Be 1,628, 416 1,875,994 
S00 Hy Oe ap 
項 目 + 先 決 算 
雑 誌 製 (=< 720, 000 円 675, 868 円 
シン ポジ ウム 要旨 製作 費 100, 000 100, 000 
坊 集 費 19, 000 8,710 
a & HR & B 170, 000 171,968 
消 ase i 費 30, 000 29, 643 
備 品 ca 35, 000 34, 000 
XK & x HH 266, 280 327, 193 
集 会 費 25, 000 24, 442 
製 本 代 20, 000 16,530 
a 当 166, 500 159, 524 
HE Be HH 30, 000 41,236 
予 備 費 43,636 18, 140 
次 年 度 BA € 190, 000 
Ri & & 78, 740 
at 1,625,416 1,875,994 


28 K 事 項 
(1) Ha A364 = or ge 
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事務 局 提案 の 予算 案 を 審議 し , WON 


算 案 を 作成 , と れ を 総会 に は か る と と 4 
| 


Km A DO | 
前 年 OBE 繰越 金 eee 
正 ・ 準 4BAA48 662, 000 
# 助 会 員 会 費 480,000 | 
の 200,000 | 
ky ae? Ta SON 92,500 | 
Be Kile om - 35,000 | 
Akl # AH & 70,000 | 
雑 収 入 40,000 | 
文部 省 研 究 成 果 助 成金 90, 0007 | 
計 1, 748, 240 
3c, Hh ss 
雑 誌 製 作 則 720, 000F4 
YYRI OLB 100, 000 
%, iz # 77,000 | 
編 集 ee 20,000 | 
a 7 郵 送 費 220,0007 
uy # && B 30,000 
ge ee Oe 25,000 
fi i zt 39,000 
Se I Ge 司 260, 000 
製 本 代 20,000 
= = 172,000 
雑 = iH 41,000 
+ 備 ee 24,240 
at 1,748, 240 


(2) 幹事 の 交替 
Rees 深見 順一 , 平野 千里 両氏 の 人 刀 
認 し , PLICMMPBT, 一 戸 稔 , 2 
3 氏 に 委嘱 する と と に 決定 し た 。 

(3) 会 計 監 査 : 福永 一 夫 ・ 藍 野 祐 久 両 氏 の 侍 
に 伴い 昭和 36 ERE ARBRE LCS 
畑 井 直樹 の 両氏 が 選出 され た 。 
昭和 36 年 度 学会 大 会 運営 の 大 綱 を 協議 し 
員 を 決定 し た 。 

評 議 員 交 替 
東海 近畿 地区 選出 南川 仁 博 評議 員 の 他 地 区 転 


い , 会 長 お よび 評議 員 の 選挙 細 好 第 10 条 に より を 
氏 に 昭和 36 年 度 評議 員 を 委 唱 し た 。 
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961 年 3 月 会 


る 。 な お 本 会 で は 電 前 に 抽 詞 を 控 げ た 。 


会 A Hh 
A 
HUE FI SE Li ESE 園芸 技術 院 
千葉 県 千代 町 久 午 代 人 台北 4 丁目 1 の 1 
Diloy Pest and Disease Control Divi- 
sion, Bureau of Plant Industry San 
Anderes, Ermita, Manila, Philippines. 
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